
平 成 2 8 年 度 使 用 中 学 校 教 科 書

小 ・ 中 学 校 特 別 支 援 学 級 及 び

特別支援学校（小・中学部）教科書

採 択 基 準 等

１ 市町村立中学校で使用する検定済教科書の採択

(1) 採択に当たって

ア 市町村教育委員会はその責任の下に、採択の方針、手順等を明確にし、採択事務

の適正化を図ること。

イ 奈良県教育委員会の行う指導及び助言又は援助に基づいて行うこと。

ウ 採択地区に二つ以上の町村がある場合には、構成町村の教育委員会が共同して、

採択のための協議会（以下「採択地区協議会」という。）を組織すること。

エ 各採択地区においては、選定のための委員会（以下「選定委員会」という。）を

組織すること。

(2) 採択を適正かつ公正に行うため

ア 教科の目標や内容、児童生徒や地域の実態等を考慮し、市町村教育委員会の判断

と責任により、最も適切なものを採択すること。

イ 採択決定に当たっては、おおむね次の経過をたどることとし、その方法や手続き

を工夫すること。

① 選定委員会は、教科書に関する調査研究を行う際には、平成27年度に県教育委

員会の示す選定資料を十分参考にすること。

② 市町村教育委員会は、種目ごとに１種の教科書を採択すること。

③ 採択地区協議会は、種目ごとに１種の教科書を選定すること。また、採択地区

協議会を構成する町村の教育委員会は、その採択地区協議会において選定された

教科書を採択すること。

２ 国立、私立の中学校及び中等教育学校で使用する検定済教科書の採択

採択に当たっては、その適正かつ公正を期すため、各学校長の責任において次の手続

きによるものとする。

(1) 教科書に関する調査研究を行う際には、平成27年度に県教育委員会の示す選定資料

を十分参考にすること。

(2) 調査研究の結果等に基づき、種目ごとに１種の教科書を採択すること。

３ 小・中学校特別支援学級において使用する教科書の採択

(1) 検定済教科書の採択について

小・中学校特別支援学級において使用する検定済教科書の採択については、当該採

択地区（国立・私立にあっては各学校）で採択されている検定済教科書と同じものを

採択すること。
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(2) 学校教育法附則第９条の規定による教科用図書（以下「一般図書（特別支援学校・

学級用）」という。）の採択について

特別の教育課程を編成し、教科により当該学年用の検定済教科書を使用することが

適当でない場合には、学校教育法附則第９条の規定により、他の適切な図書を採択す

ること。一般図書（特別支援学校・学級用）の採択に当たっては、文部科学省の検定

を経た下学年用教科書又は文部科学省著作教科書の採択を十分考慮すること。さらに、

これら以外の図書を採択する場合には、県教育委員会の示す選定資料を参考にして十

分な調査研究を行い、適正かつ公正に行うこと。

ア 特別支援学校知的障害者用の文部科学省著作教科書のある教科は、なるべくこれ

を採択すること。

イ 検定済教科書及び著作教科書以外の図書を採択する場合は、内容を検討した上、

絶版についても確認し、特に慎重を期して採択すること。

４ 県立中学校で使用する検定済教科書の選定

選定に当たっては、その適正かつ公正を期すため、各学校長の責任において次の手続

きによるものとする。

(1) 学校の特色を考慮し、次の項目について学習指導要領の各教科の目標等を踏まえ、

各教科書の違いが明瞭に分かるように調査研究すること。

ア 内容

イ 構成上の工夫

(2) 教科書に関する調査研究を行う際には、平成27年度に県教育委員会の示す選定資料

を十分参考にすること。

５ 特別支援学校（小・中学部）において使用する教科書の選定

(1) 検定済教科書の選定について

特別支援学校（中学部）において使用する検定済教科書の選定については、生徒の

障害の状態や特性等を考慮し、次の項目について学習指導要領の各教科の目標等を踏

まえ、各教科書の違いが明瞭に分かるように調査研究すること。

ア 内容

イ 構成上の工夫

(2) 学校教育法附則第９条の規定による教科用図書（以下「一般図書（特別支援学校・

学級用）」という。）の選定について

特別の教育課程を編成し、教科により当該学年用の検定済教科書を使用することが

適当でない場合には、学校教育法附則第９条の規定により、他の適切な図書を選定す

ること。一般図書（特別支援学校・学級用）の選定に当たっては、文部科学省の検定

を経た下学年用教科書又は文部科学省著作教科書の採択を十分考慮すること。さらに、

これら以外の図書を選定する場合には、県教育委員会の示す選定資料を参考にして十

分な調査研究を行い、適正かつ公正に行うこと。

ア 特別支援学校知的障害者用の文部科学省著作教科書のある教科は、なるべくこれ

を選定すること。

イ 検定済教科書及び著作教科書以外の図書を選定する場合は、内容を検討した上、

絶版についても確認し、特に慎重を期して選定すること。
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１
年

3
3
6
1
7
2
8
1
2
8
2
4
0
3
6

0
1
2
7
3
7
8
2
7
4
9
3
1
6
・
本
編
・
基
礎
編
・
資
料
編
の
３
部
構
成
で
あ
り
、
本
編
の
教

材
と
の
関
連
を
図
っ
た
「
学
び
を
支
え
る
言
葉
の
力
」
を
基

２
礎
編
に
示
し
て
い
る
。

・
各
単
元
で
身
に
付
け
た
い
「
言
葉
の
力
」
を
示
す
と
と
も
に
、

２
年

3
4
4
1
5
2
9
1
3
4
2
8
0
3
4

0
1
3
2
3
7
5
2
8
3
9
5
1
6

各
巻
末
に
は
、
３
年
間
で
学
ぶ
「
言
葉
の
力

一
覧
」
を
設

け
て
い
る
。

東
書

・
資
料
編
に
は
、
本
編
の
教
材
と
読
み
比
べ
る
教
材
が
あ
る
。

・
目
次
及
び
教
材
の
冒
頭
に
、
指
導
領
域
を
示
す
記
号
を
付
け

３
年

3
4
4
1
8
2
5
1
3
6
2
2
2
2
9

0
1
3
4
2
8
4
2
7
7
9
0
1
6

て
い
る
。

１
年

3
4
5
2
3
1
2
2
0
9
2
7
0
4
8

0
5
3
4
0
1
8
0
6
2
2
1
・
「
絆
、
生
命
、
群
像
、
伝
統
、
世
界
」
の
五
つ
の
単
元
を
設

定
し
、
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
を
中
心
に
構
成
し
て
い
る
。

1
1

・
各
単
元
末
に
、
書
き
込
ん
で
学
習
内
容
を
確
認
で
き
る
「
学

び
の
窓
」
を
設
け
て
い
る
。

２
年

3
5
5
3
0
1
4
1
8
3
2
9
0
6
3
1
0
5
5
4
4
1
1
1
0
6
8
2
0
・
古
典
単
元
の
導
入
に
、
古
典
に
つ
い
て
書
か
れ
た
現
代
文
教

材
を
置
い
て
い
る
。

学
図

・
巻
末
に
「
言
語
の
学
習
」
を
設
け
、
語
句
・
語
彙
の
学
習
、

文
法
、
注
意
す
べ
き
筆
順
、
常
用
漢
字
表
な
ど
を
ま
と
め
て

３
年

3
4
3
3
2
1
0
1
9
9
3
8
0
4
3

0
5
9
2
8
5
7
3
5
4
2
3

提
示
し
て
い
る
。

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数
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１
年

3
2
4
2
0
2
3
9
6
0
2
2
3
8

5
1
2
0
3
9
2
1
6
9
9
6
1
2
・
本
編
と
資
料
編
の
２
部
構
成
で
あ
る
。

・
本
編
の
目
次
及
び
教
材
の
冒
頭
に
指
導
領
域
を
示
す
マ
ー
ク

1
5

と
と
も
に
、
教
材
中
に
資
料
編
を
参
照
で
き
る
よ
う
「
リ
ン

ク
･
マ
ー
ク
」
を
付
け
て
い
る
。

２
年

3
3
0
1
5
1
4
1
1
4
0
3
2
3
5

5
1
1
5
3
9
0
1
6
5
1
0
1
1
3
・
各
単
元
末
に
、
学
習
の
手
引
き
「
学
び
の
道
し
る
べ
」
と
活

用
に
重
点
を
置
い
た
「
学
び
を
広
げ
よ
う
」
を
設
け
て
い
る
。

三
省
堂

・
「
読
み
方
を
学
ぼ
う
」
で
は
、
読
解
に
役
立
つ
ス
キ
ル
を
図

示
し
て
い
る
。
巻
末
に
は
折
り
込
み
で
一
覧
を
掲
載
し
、
学

３
年

3
1
6
1
7
1
4
1
0
9
0
2
4
2
9

5
1
1
8
2
9
7
1
7
4
9
9
1
3

年
ご
と
に
前
年
度
の
内
容
を
追
加
し
て
い
る
。

１
年

3
5
2
1
5
1
5
1
1
9
0
2
9
3
9

0
1
3
5
4
0
0
2
4
0
9
3
1
8
・
各
単
元
末
に
、
習
得
と
活
用
の
視
点
か
ら
設
定
さ
れ
た
「
学

習
の
手
引
き
（
み
ち
し
る
べ
）
」
と
、
学
習
の
重
点
を
示
し

1
7

た
「
こ
こ
が
大
事
」
が
あ
る
。

・
各
学
年
に
、
言
葉
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
導
入
教
材
と
し
て

２
年

3
6
4
1
2
1
6
1
2
8
0
3
2
5
6

0
1
2
0
4
3
7
1
9
8
9
4
1
9

脚
本
仕
立
て
の
コ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

・
巻
末
に
、
補
充
教
材
集
と
し
て
「
言
葉
の
自
習
室
」
、
各
単

教
出

元
で
の
学
び
を
高
め
る
た
め
の
学
習
活
動
の
紹
介
と
し
て
「
学

び
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
設
定
し
て
い
る
。

３
年

3
6
4
1
4
1
1
1
2
9
0
3
2
5
0

0
1
2
8
2
9
3
1
9
2
1
0
7
1
9
・
新
出
漢
字
等
を
脚
注
に
掲
載
し
て
い
る
。

内
容
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配
当
ペ
ー
ジ
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て
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１
年

3
3
0
1
3
2
8
1
2
7
1
5
8
4
6

6
1
0
2
3
8
1
1
2
7
8
3
1
9
・
巻
頭
に
、
目
次
、
領
域
別
目
次
の
ほ
か
、
教
科
書
で
学
ぶ
た

め
の
手
引
き
が
あ
り
、
「
学
習
の
見
通
し
を
も
と
う
」
で
そ

3
8

れ
ぞ
れ
の
学
習
で
付
け
る
主
な
言
葉
の
力
を
示
し
て
い
る
。

・
単
元
ご
と
に
、
学
習
の
進
め
方
を
図
示
し
て
い
る
。

２
年

3
2
8
1
1
2
0
1
3
4
2
4
2
4
8

6
1
0
7
4
0
1
1
0
7
8
2
2
4
・
各
教
材
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
の
脚
注
に
「
目
標
」
が
あ
る
。

・
１
時
間
で
行
う
活
動
を
１
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
た
「
練
習
」
ペ

光
村

ー
ジ
が
あ
る
。

・
巻
末
の
「
学
習
を
広
げ
る
」
に
は
、
指
導
領
域
別
に
整
理
さ

３
年

3
1
0
1
2
1
2
1
2
5
2
5
0
3
5

5
1
2
1
3
4
8
7
4
7
8
1
8

れ
た
資
料
の
ほ
か
、
常
用
漢
字
表
な
ど
の
付
録
が
あ
る
。

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数
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国
語

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
学
習
の
進
め
方

○
読
書
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
巻
頭
の
折
り
込
み
に
、
一
年
間
の
学
習
の
流
れ
を
イ
ラ
ス
ト
で
示
・
近
代
文
学
の
名
作
を
、
「
読
書
へ
の
招
待
」
と
位
置
付
け
て
、
各

し
て
い
る
。

学
年
で
３
回
ず
つ
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
し
て
い
る
。

・
各
教
材
に
、
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
目
標
に
加
え
、
そ
の
目
標
・
「
読
書
案
内
」
で
は
、
各
回
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
学
年
４
回

に
即
し
て
身
に
付
け
た
い
力
や
そ
の
た
め
の
手
立
て
・
注
意
点
な

ず
つ
本
を
紹
介
し
て
い
る
。

ど
を
「
言
葉
の
力
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。

○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

２
○
「
言
語
活
動
例
」
の
取
扱
い

・
各
学
年
に
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
「
読
む
こ
と
」

・
各
領
域
と
も
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
言
語
活
動
例
に
基
づ
き

の
教
材
が
あ
る
。

東
書

具
体
的
な
学
習
活
動
を
系
統
的
に
配
列
し
て
い
る
。

・
図
表
の
効
果
的
な
取
扱
い
等
、
情
報
の
発
信
側
に
立
つ
と
い
う
観

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

点
で
の
具
体
的
な
学
習
活
動
を
設
定
し
て
い
る
。

・
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
だ
け
で
な
く
、
各
学
年
に
特
集
と
し
て
、
○
そ
の
他

古
典
芸
能
や
名
句
の
紹
介
な
ど
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
親
し
む
・
他
教
科
等
と
の
関
連
を
意
識
し
た
学
習
活
動
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

た
め
の
教
材
や
写
真
資
料
が
あ
る
。

・
巻
末
に
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
。

・
新
出
漢
字
を
、
筆
順
と
と
も
に
一
覧
表
に
し
て
示
し
て
い
る
。

○
学
習
の
進
め
方

○
読
書
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
各
単
元
末
に
、
生
徒
が
自
己
評
価
で
き
る
「
つ
い
た
力
を
確
か
め
・
読
書
単
元
を
複
数
設
定
し
、
読
書
活
動
の
評
価
の
た
め
の
目
標
、

よ
う
」
の
観
点
を
表
で
示
し
て
い
る
。

手
引
き
、
自
己
評
価
の
た
め
の
手
立
て
が
あ
る
。

・
学
習
の
手
立
て
を
示
す
「
学
び
の
窓
」
「
批
評
の
扉
」
に
、
学
習
・
現
代
的
な
問
題
を
取
り
扱
っ
た
作
品
だ
け
で
な
く
、
近
代
に
書
か

の
ヒ
ン
ト
、
家
庭
学
習
の
手
立
て
を
示
し
て
い
る
。

れ
た
文
豪
の
名
文
や
翻
訳
な
ど
、
多
様
な
種
類
の
文
章
を
掲
載
し

○
「
言
語
活
動
例
」
の
取
扱
い

て
い
る
。

1
1

・
各
領
域
と
も
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
言
語
活
動
例
を
全
て
取
○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

り
上
げ
、
具
体
的
な
学
習
活
動
を
系
統
的
に
配
列
し
て
い
る
。

・
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
単
元
「
情
報
と
表
現
」
を
独
立

学
図

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

さ
せ
て
掲
載
し
、
図
表
、
動
画
、
静
止
画
、
絵
画
な
ど
の
非
連
続

・
古
典
を
扱
っ
た
単
元
に
は
、
導
入
部
に
「
ど
の
よ
う
な
観
点
で
作

型
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
学
習
活
動
を
設
定
し
て
い
る
。

品
を
読
み
深
め
る
か
」
に
つ
い
て
の
説
明
文
が
あ
る
。

○
そ
の
他

・
現
代
文
と
古
文
の
つ
な
が
り
を
意
識
さ
せ
る
明
治
期
の
文
語
文
等
・
単
元
扉
に
暗
唱
さ
せ
た
い
口
語
詩
、
文
語
詩
を
掲
載
し
て
い
る
。

の
教
材
が
あ
る
。

・
コ
ラ
ム
「
発
見
す
る
読
み
」
で
は
、
読
み
の
着
眼
点
や
読
み
方
の

・
巻
末
に
「
注
意
す
べ
き
筆
順
」
や
「
今
に
伝
わ
る
注
意
し
た
い
古

工
夫
な
ど
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
。

語
」
の
一
覧
を
設
け
て
い
る
。
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国
語

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
学
習
の
進
め
方

○
読
書
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
各
教
材
の
初
め
に
「
学
習
目
標
」
が
示
さ
れ
、
最
後
の
「
学
び
の
・
教
材
末
に
「
私
の
本
棚
」
を
設
け
、
単
元
で
学
習
し
た
教
材
に
関

道
し
る
べ
」
で
目
標
を
再
確
認
し
な
が
ら
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ

連
し
た
本
の
紹
介
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
編
に
も
読
書
案
内

う
構
成
さ
れ
て
い
る
。

と
な
る
「
小
さ
な
図
書
館
」
が
あ
る
。

・
「
学
び
を
ひ
ろ
げ
よ
う
」
で
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た
言
語
○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

・
資
料
編
に
「
情
報
探
し
の
ヒ
ン
ト
」
、「
情
報
活
用
の
ヒ
ン
ト
」
、「
学

1
5

○
「
言
語
活
動
例
」
の
取
扱
い

ぶ
力
を
高
め
よ
う
」
を
掲
載
し
、
情
報
の
収
集
･
整
理
･
要
約
･
引
用

・
各
領
域
と
も
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
言
語
活
動
例
に
基
づ

･
発
信
及
び
著
作
権
の
問
題
な
ど
、
広
範
囲
の
情
報
活
用
の
力
に
つ

三
省
堂

い
て
、
具
体
的
な
学
習
活
動
を
系
統
的
に
配
列
し
て
い
る
。

い
て
の
具
体
的
な
説
明
が
あ
る
。

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
そ
の
他

・
古
典
の
作
品
を
写
真
や
絵
巻
と
と
も
に
掲
載
し
、
「
読
み
方
」
や
・
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
の
後
に
は
「
読
み
方
を
学
ぼ
う
」
が
あ
り
、

「
コ
ラ
ム
」
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

図
式
化
さ
れ
た
読
解
の
た
め
の
ス
キ
ル
が
示
さ
れ
て
い
る
。
巻
末

・
資
料
編
の
巻
末
に
「
漢
字
字
典
」
を
設
け
、
画
数
や
筆
順
を
掲
載

に
は
折
り
込
み
で
そ
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
学
年
が
上
が

し
て
い
る
。

る
と
、
そ
の
年
に
学
ん
だ
も
の
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

・
資
料
編
に
様
々
な
思
考
方
法
や
話
合
い
の
方
法
を
掲
載
し
て
い
る
。

○
学
習
の
進
め
方

○
読
書
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
各
単
元
末
に
、
学
習
内
容
の
習
得
と
活
用
を
図
る
学
習
の
手
引
き
・
単
元
末
や
脚
注
な
ど
、
随
所
に
読
書
紹
介
を
設
け
て
い
る
。

「
み
ち
し
る
べ
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
学
習
の
重
点
を
示
し
た
「
こ
・
各
学
年
と
も
、
巻
末
に
「
読
書
」
の
項
目
を
立
て
た
読
書
案
内
が

こ
が
大
事
」
を
設
け
て
い
る
。

あ
る
。

・
小
学
校
で
学
ん
だ
教
材
を
取
り
上
げ
、
別
の
観
点
か
ら
学
習
を
深
○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

め
る
単
元
が
あ
る
。

・
各
学
年
に
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
、
映
像
資
料
と
言
語
表
現
の
関

1
7

○
「
言
語
活
動
例
」
の
取
扱
い

係
に
つ
い
て
考
え
る
教
材
や
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て

・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
言
語
活
動
例
に
基
づ
く
学
習
活
動
例

取
り
上
げ
た
教
材
が
あ
る
。

教
出

が
あ
り
、
図
表
や
写
真
を
用
い
た
具
体
的
な
活
動
例
が
あ
る
。

○
そ
の
他

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
巻
末
に
「
学
び
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
設
定
し
、
各
単
元
で
の
学
習

・
各
学
年
に
「
四
季
の
た
よ
り
」
を
設
定
し
、
季
節
を
感
じ
さ
せ
る

内
容
を
振
り
返
り
、
さ
ら
に
考
え
を
進
め
る
た
め
の
学
習
活
動
を

和
歌
や
俳
句
、
季
節
の
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。

紹
介
し
て
い
る
。

・
各
学
年
の
巻
末
の
付
録
に
は
、
古
典
作
品
の
冒
頭
文
や
伝
統
芸
能
、
・
巻
末
の
「
言
葉
の
自
習
室
」
に
は
、
指
導
領
域
別
に
学
習
の
補
充

日
本
の
名
著
の
一
節
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
文
学

を
す
る
た
め
の
教
材
を
紹
介
し
て
い
る
。

に
ゆ
か
り
の
あ
る
風
景
を
都
道
府
県
別
に
紹
介
し
て
い
る
。
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国
語

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
学
習
の
進
め
方

○
読
書
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
「
学
習
」
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
学
習
を
振
り
返
る
「
次
へ
つ
な
げ
よ
う
」
・
各
巻
に
ま
と
め
て
本
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
読
み
終
え

や
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
「
学
習
の
窓
」
が
あ
る
。

た
本
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
欄
を
設
け
て
い
る
。
他
学
年
で
の
推
薦
書

・
単
元
ご
と
に
「
漢
字
を
確
認
し
よ
う
」
を
設
定
し
、
新
出
漢
字
の

に
つ
い
て
も
書
名
を
紹
介
し
て
い
る
。

整
理
・
演
習
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
教
材
末
に
、
同
じ
著
者
の
関
連
書
籍
紹
介
が
あ
る
。

○
「
言
語
活
動
例
」
の
取
扱
い

○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

3
8

・
各
領
域
と
も
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
言
語
活
動
例
に
基
づ
・
全
て
の
学
年
で
、
情
報
に
つ
い
て
考
え
る
教
材
を
設
定
し
、
情
報

き
、
各
学
年
に
応
じ
た
具
体
的
な
学
習
活
動
を
設
定
し
て
い
る
。

の
収
集
、
活
用
、
発
信
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る

光
村

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

学
習
活
動
を
段
階
的
に
設
定
し
て
い
る
。

・
各
学
年
に
、
「
読
む
こ
と
」
の
領
域
で
複
数
の
古
典
教
材
を
掲
載
○
そ
の
他

し
て
い
る
ほ
か
、
資
料
に
も
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
つ
い
て
の
紹
・
各
学
年
に
、
新
聞
を
素
材
と
し
た
コ
ラ
ム
や
学
習
活
動
が
あ
る
。

介
が
あ
る
。

・
4
7
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
出
身
作
家
や
関
連
す
る
作
品

・
各
学
年
に
設
定
さ
れ
た
音
読
教
材
に
つ
い
て
は
、
毛
筆
で
書
写
さ

を
取
り
上
げ
た
資
料
が
あ
る
。

れ
た
原
文
と
併
せ
て
掲
載
し
て
い
る
。

・
各
学
年
で
、
「
季
節
の
し
お
り
」
と
し
て
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
関

・
新
出
漢
字
を
、
筆
順
と
と
も
に
一
覧
表
に
し
て
示
し
て
い
る
。

連
す
る
伝
統
的
な
言
語
文
化
を
扱
っ
た
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。

－8－



書
写

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
･
資
料

等
の
分
量

項
目

総
硬

毛
毛

漢
生

漢
原

発
筆

筆
筆

字
活

字
寸

展
ペ

教
教

教
と

と
表

大
教

材
材

材
仮

書
手

材
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

（

（

名
写

本
数

ー
楷

行
の

数
発
行
者
の

ジ
書

書
調

番
号
・
略
称

)

)

和

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
巻
頭
に
「
学
習
の
は
じ
め
に
」
と
し
て
学
習
の
進
め
方
を
示
し
、
各
教
材
ご
と
に
「
調

１
べ
よ
う
」
「
確
か
め
よ
う
」
「
広
げ
よ
う
」
と
し
て
学
習
の
要
点
を
表
示
し
て
い
る
。

・
・
各
毛
筆
教
材
ご
と
に
「
書
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
ペ
ー
ジ
の
端
に
付
し
て
、
学
習
の

２
２

手
引
き
と
し
て
い
る
。

・
1
4
8
1
6
3
1
1
1
1
5
5
2
1

7
3

・
「
し
ょ
し
ゃ
の
た
ね
」
と
し
て
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
、
学
習
に
関
連
し
た
教
材
や
資
料
を

東
書

３
紹
介
し
て
い
る
。

年
・
「
し
ょ
し
ゃ
の
つ
ぼ
」
と
し
て
生
活
に
広
が
る
関
連
事
項
を
紹
介
し
て
い
る
。

・
発
展
教
材
と
し
て
、
「
漢
字
の
成
立
」
「
書
の
古
典
作
品
」
「
筆
記
用
具
の
紹
介
」
「
用

具
の
製
造
過
程
」
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
Ｂ
５
変
型
判
。

・
生
徒
が
主
体
的
に
学
べ
る
よ
う
に
学
習
の
手
順
を
示
し
、
ペ
ー
ジ
ご
と
に
「
○
○
し
よ

１
う
」
と
い
う
言
葉
で
学
習
内
容
を
ガ
イ
ド
し
て
い
る
。

・
・
各
単
元
の
扉
に
教
材
で
取
り
上
げ
る
文
字
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
導
入
に
使
え
る
よ
う
に

１
１

２
1
2
2
1
7
6

4
8
1
5
8

1
6

7
し
て
い
る
。

・
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
や
ね
ら
い
、
ま
と
め
を
示
し
て
い
る
。

学
図

３
・
い
ろ
は
歌
を
原
寸
大
で
掲
載
し
、
字
源
と
草
書
体
を
併
せ
て
表
示
し
て
い
る
。

年
・
「
書
写
の
窓
」
と
し
て
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
、
冒
頭
に
８
種
類
の
筆
記
具
の
違
い
を
取
り

上
げ
る
な
ど
、
学
習
に
関
連
し
た
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

・
発
展
教
材
と
し
て
、
臨
書
や
篆
刻
を
紹
介
し
て
い
る
。
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書
写

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
･
資
料

等
の
分
量

項
目

総
硬

毛
毛

漢
生

漢
原

発
筆

筆
筆

字
活

字
寸

展
ペ

教
教

教
と

と
表

大
教

材
材

材
仮

書
手

材
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

（

（

名
写

本
数

ー
楷

行
の

数
発
行
者
の

ジ
書

書
調

番
号
・
略
称

)

)

和

・
Ｂ
５
判
。

・
学
年
の
枠
を
越
え
て
系
統
的
に
学
べ
る
よ
う
、
1
0
の
単
元
に
分
け
、
見
開
き
で
教
材
を

１
配
置
し
て
い
る
。

・
・
各
教
材
ご
と
に
「
考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う
」
と
し
て
課
題
を
提
示
し
、
学
習
の
ポ
イ

１
５

２
ン
ト
を
示
し
て
最
後
に
「
振
り
返
ろ
う
」
と
し
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
1
1
6
1
5
6
1
2
1
0
3
5
1
6

4
2

・
単
元
ご
と
に
「
学
習
の
ま
と
め
」
の
ペ
ー
ジ
で
硬
筆
教
材
を
設
け
て
、
学
習
成
果
を
確

三
省
堂

３
認
さ
せ
て
い
る
。

年
・
「
生
活
に
生
か
そ
う
」
と
い
う
単
元
を
各
学
年
ご
と
に
設
け
、
生
活
と
書
の
接
続
を
図

っ
て
い
る
。

・
発
展
教
材
と
し
て
「
い
ろ
は
歌
」
の
中
で
字
源
を
紹
介
し
た
り
、
「
文
字
の
変
遷
」
「
文

房
四
宝
」
「
書
の
名
手
た
ち
」
を
取
り
上
げ
た
り
し
て
い
る
。

・
Ｂ
５
判
。

・
学
習
内
容
や
手
順
を
示
し
、
主
体
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
配
列
し
て
い
る
。

１
・
各
教
材
ご
と
に
「
目
標
」
「
考
え
よ
う
」
「
生
か
そ
う
」
と
し
て
学
習
の
要
点
を
表
示

・
し
、
「
振
り
返
ろ
う
」
と
し
て
自
己
評
価
欄
を
設
け
て
い
る
。

１
７

２
・
課
題
ご
と
に
筆
の
穂
の
写
真
を
用
い
て
、
筆
使
い
・
筆
脈
を
説
明
し
、
解
説
を
加
え
て

・
1
4
2
2
3
1
4
1
3
1
3
4
3
1
0

4
3

い
る
。

教
出

３
・
古
典
文
学
や
現
代
文
を
硬
筆
教
材
に
取
り
上
げ
、
国
語
と
の
関
連
を
図
っ
て
い
る
。

年
・
「
文
字
は
残
る
」
「
あ
の
人
が
残
し
た
文
字
」
と
し
て
、
文
学
者
や
偉
人
の
筆
跡
を
取

り
上
げ
、
紹
介
し
て
い
る
。

・
発
展
教
材
と
し
て
「
文
房
四
宝
の
製
造
過
程
・
生
産
地
」
「
文
字
の
変
遷
」
「
日
本
建

築
と
書
」
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
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書
写

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
･
資
料

等
の
分
量

項
目

総
硬

毛
毛

漢
生

漢
原

発
筆

筆
筆

字
活

字
寸

展
ペ

教
教

教
と

と
表

大
教

材
材

材
仮

書
手

材
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

（

（

名
写

本
数

ー
楷

行
の

数
発
行
者
の

ジ
書

書
調

番
号
・
略
称

)

)

和

・
Ｂ
５
判
。

・
各
教
材
ご
と
に
、
「
目
標
」
「
学
習
の
窓
」
「
学
習
を
振
り
返
る
」
と
し
て
学
習
の
流
れ

１
を
表
示
し
て
い
る
。

・
・
自
己
評
価
を
お
こ
な
う
た
め
の
評
価
欄
を
設
け
て
い
る
。

３
８

２
・
興
味
・
関
心
に
つ
な
が
る
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
、「
文
字
の
歴
史
」「
季
節
の
し
お
り
」「
デ

・
1
1
8
1
7
6
1
3
2
0
2
9
1
5

3
2

ザ
イ
ン
と
文
字
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、
日
常
生
活
へ
の
接
続
を
図
っ
て
い
る
。

光
村

３
・
硬
筆
教
材
に
古
典
文
学
を
取
り
上
げ
、
国
語
（
古
典
）
へ
の
関
連
を
図
っ
て
い
る
。

年
・
巻
末
の
資
料
編
に
「
活
用
の
ヒ
ン
ト
」
と
し
て
、
情
報
の
整
理
や
発
信
の
仕
方
を
取
り

上
げ
、
他
教
科
と
の
関
連
を
図
っ
て
い
る
。

・
発
展
教
材
と
し
て
、
「
書
体
の
変
遷
」
や
「
文
房
四
宝
の
製
造
過
程
」
な
ど
を
掲
載
し

て
い
る
。
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書
写

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
筆
使
い

○
毛
筆
教
材
で
取
り
扱
っ
て
い
る
文
字
（
下
線
は
原
寸
大
）

・
朱
墨
と
薄
墨
の
２
色
で
、
筆
使
い
や
穂
先
の
動
き
を
示
し
て
い
る
。
・
楷
書
：
大
志
、
美
し
い
緑
、
探
究
、
伝
統
の
技
、
夢
の
実
現
(
1
/
8
）
、

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
、
「
ス
ー
」
「
ト
ン
」
「
ピ
タ
ッ
」
と
い
う

温
故
知
新
(
1
/
8
)

言
葉
で
筆
使
い
を
表
し
て
い
る
。

・
行
書
：
大
洋
、
和
音
、
永
遠
、
花
鳥
風
月
、
詩
集
、
国
際
社
会
、
流

○
字
形
、
配
列

れ
る
雲
、
豊
か
な
自
然
、
栄
光
の
か
け
橋
、
感
謝
す
る
心

２
・
教
材
の
上
下
に
▽
△
印
を
付
け
、
文
字
の
中
心
を
示
し
て
い
る
。

(
1
/
8
)
、
希
望
に
輝
く
春
(
1
/
8
)
、
信
念
を
貫
く
(
1
/
8
)
、
生

・
各
文
字
に
点
線
や
枠
で
補
助
線
を
つ
け
、
字
間
は
●
で
示
し
、
文

命
を
尊
ぶ
(
1
/
8
)

東
書

字
の
概
形
や
配
列
を
示
し
て
い
る
。

・
小
筆
：
夏
山
の
緑
う
つ
り
し
小
窓
か
な
、
五
十
音
（
２
種
類
）

○
日
常
生
活
や
学
習
活
動
に
生
か
す
工
夫

○
そ
の
他

・
目
標
を
書
こ
う
、
ポ
ス
タ
ー
、
年
賀
状
、
都
道
府
県
名
、
手
紙
・
漢
字
表
：
巻
末
に
、
常
用
漢
字
と
人
名
用
漢
字
の
楷
書
及
び
行
書
の

の
書
き
方
、
職
場
体
験
の
お
礼
状
、
好
き
な
言
葉
を
書
こ
う
、
看

一
覧
表
を
設
け
て
い
る
。

板
、
案
内
表
示
、
の
し
紙
、
ノ
ー
ト
の
書
き
方
、
絵
は
が
き
、
メ
・
巻
末
に
「
書
写
テ
ス
ト
に
挑
戦
」
を
設
け
、
既
習
の
内
容
に
つ
い
て

ー
ル
文
、
書
き
初
め
、
卒
業
作
品
、
新
聞
の
書
き
方
を
示
し
て
い

到
達
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

○
筆
使
い

○
毛
筆
教
材
で
取
り
扱
っ
て
い
る
文
字
（
下
線
は
原
寸
大
）

・
朱
墨
と
薄
墨
の
２
色
で
、
筆
使
い
や
穂
先
の
動
き
を
示
し
て
い
る
。
・
楷
書
：
天
地
、
登
頂
成
功
、
ぶ
な
の
森
、
輝
け
未
来
(
1
/
8
)
、
山
紫

・
朱
の
点
線
で
基
本
的
な
点
画
に
つ
い
て
解
説
を
付
し
て
い
る
。

水
明
、
理
想
は
高
く
、
目
標
達
成
(
1
/
8
)
、
心
の
ふ
れ
合
い
、

○
字
形
、
配
列

大
志
を
抱
け
(
1
/
8
)

・
点
画
・
部
分
・
組
み
立
て
・
文
字
の
形
に
分
解
し
て
、
説
明
を
加
・
行
書
：
栄
光
、
草
原
、
自
主
独
立
(
1
/
8
)
、
雲
海
、
紅
葉
林
道
、
親

１
１

え
て
い
る
。

し
い
友
、
宇
宙
の
神
秘
(
1
/
8
)
、
全
力
を
尽
く
す
、
旅
立
ち

・
原
寸
大
手
本
の
上
下
に
▽
△
印
を
つ
け
て
、
文
字
や
行
の
中
心
を

の
春
(
1
/
8
)

学
図

示
し
て
い
る
。

・
小
筆
：
い
ろ
は
歌
（
２
種
類
）

○
日
常
生
活
や
学
習
活
動
に
生
か
す
工
夫

○
そ
の
他

・
新
聞
、
色
紙
、
お
礼
状
、
年
賀
状
、
送
り
状
、
エ
ア
メ
ー
ル
、
・
漢
字
表
：
常
用
漢
字
の
行
書
体
を
五
十
音
順
に
一
覧
表
に
し
て
い

の
し
袋
、
作
文
用
紙
、
書
き
初
め
、
メ
モ
、
ポ
ス
タ
ー
、
看
板
、

る
。

文
化
祭
、
作
品
づ
く
り
、
短
冊
、
ち
ら
し
書
き
の
書
き
方
を
示
し
・
綴
じ
込
み
の
原
寸
大
手
本
に
は
、
厚
手
で
表
面
の
光
沢
の
な
い
紙
を

て
い
る
。

使
用
し
て
い
る
。
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書
写

○
筆
使
い

○
毛
筆
活
動
教
材
で
取
り
扱
っ
て
い
る
文
字
（
下
線
は
原
寸
大
）

・
朱
墨
と
薄
墨
の
２
色
で
筆
使
い
や
穂
先
の
動
き
を
示
し
て
い
る
。
・
楷
書
：
春
光
、
若
枝
、
風
月
、
新
緑
、
夏
め
く
空

○
字
形
・
配
列

・
行
書
：
名
作
、
永
久
、
再
会
、
雪
花
、
自
然
を
楽
し
む
、
大
望
を

・
毛
筆
教
材
の
上
下
に
▼
▲
印
を
つ
け
、
文
字
や
行
の
中
心
を
示

抱
く
(
1
/
8
)
、
温
故
知
新
(
1
/
8
)
、
平
和
の
鐘
(
1
/
8
)
、
燃
ゆ

し
て
い
る
。

る
思
い
(
1
/
8
)
、
山
光
澄
我
心
、
旅
立
ち
の
時
（
1
/
8
)

１
５

・
文
字
の
概
形
や
大
き
さ
、
字
間
を
補
助
線
を
用
い
て
示
し
て
い

・
小
筆
：
い
ろ
は
歌
、
五
十
音

る
。

○
そ
の
他

三
省
堂

・
毛
筆
手
本
の
横
に
縮
小
手
本
を
載
せ
、
字
形
の
関
係
や
線
の
間

・
漢
字
表
：
小
学
校
と
中
学
校
の
使
用
漢
字
に
分
け
て
、
楷
書
・
行

隔
、
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

a
書
を
並
列
さ
せ
て
い
る
。

○
日
常
生
活
や
学
習
活
動
に
生
か
す
工
夫

・
男
女
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
鳥
の
イ
ラ
ス
ト
を
登
場
さ
せ
、
学
習
の

・
目
標
、
年
賀
状
、
書
き
初
め
、
本
の
紹
介
、
球
技
大
会
、
手
紙

ヒ
ン
ト
を
提
示
し
て
い
る
。

の
書
き
方
、
電
話
メ
モ
、
看
板
、
座
右
の
銘
、
旅
行
の
ち
ら
し
、

・
各
教
材
ご
と
に
学
ん
だ
こ
と
を
、
「
生
活
に
生
か
そ
う
」
と
い
う
ペ

短
冊
、
掲
示
物
、
卒
業
記
念
冊
子
の
書
き
方
を
示
し
て
い
る
。

ー
ジ
を
使
っ
て
日
常
生
活
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
。

・
図
書
の
紹
介
を
掲
載
し
、
読
書
活
動
と
の
関
連
を
図
っ
て
い
る
。

○
筆
使
い

○
毛
筆
活
動
教
材
で
取
り
扱
っ
て
い
る
文
字
（
下
線
は
原
寸
大
）

・
朱
墨
と
薄
墨
の
２
色
で
穂
先
の
動
き
や
筆
使
い
を
示
し
て
い
る
。
・
楷
書
：
天
地
、
活
気
、
い
ろ
は
歌
、
新
た
な
決
意
(
1
/
8
)
、
広
が
る

・
穂
の
写
真
で
穂
先
の
向
き
や
筆
圧
を
図
示
し
て
い
る
。

世
界
、
出
発
、
実
現
、
古
典
に
学
ぶ

○
字
形
・
配
列

・
行
書
：
和
、
大
木
、
栄
光
、
平
和
、
天
地
清
新
、
理
想
、
名
作
、

・
余
白
や
字
間
を
○
の
大
き
さ
で
示
し
て
い
る
。

永
遠
、
伝
統
文
化
、
初
志
、
雲
海
、
開
花
、
喜
び
の
声
、

１
７

・
教
材
の
上
下
に
●
印
や
点
線
等
を
つ
け
、
文
字
や
行
の
中
心
を

自
然
、
銀
河
、
有
終
完
美
、
輝
く
未
来
、
夢
を
信
じ
る

示
し
て
い
る
。

（
1
/
8
)
、
創
造
、
旅
立
ち
の
朝
、
友
好
の
精
神
(
1
/
8
)
、
功

教
出

○
日
常
生
活
や
学
習
活
動
に
生
か
す
工
夫

を
奏
す
る
（
1
/
8
)
、
新
春
に
誓
う
(
1
/
8
)

・
カ
ー
ド
、
手
紙
、
原
稿
用
紙
、
レ
ポ
ー
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
、

・
小
筆
：
い
ろ
は
歌
（
２
種
類
）

年
賀
状
、
色
紙
、
短
冊
、
看
板
、
黒
板
の
書
き
方
、
ク
ラ
ス
旗
、

○
そ
の
他

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
、
一
筆
箋
、
包
み
紙
、
伝
票
、

・
漢
字
表
：
小
学
校
と
中
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
の
行
書
を
部
首
別

志
願
理
由
書
、
は
が
き
の
書
き
方
を
示
し
て
い
る
。

a
に
配
列
し
て
い
る
。

・
原
稿
用
紙
の
書
き
方
な
ど
日
常
生
活
に
即
し
た
事
柄
に
つ
い
て

・
行
書
の
筆
使
い
を
図
解
し
て
お
り
、
基
礎
的
な
技
法
を
丁
寧
に
解

書
き
方
を
示
し
て
い
る
。

説
し
て
い
る
。
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書
写

○
筆
使
い

○
毛
筆
活
動
教
材
で
取
り
扱
っ
て
い
る
文
字
（
下
線
は
原
寸
大
）

・
朱
墨
と
薄
墨
の
２
色
で
穂
先
の
動
き
や
筆
使
い
を
示
し
て
い
る
。

・
筆
の
動
き
を
穂
の
写
真
で
示
し
て
い
る
。

・
楷
書
：
地
球
、
将
来
の
夢
、
探
究
、
挑
戦
、
静
か
な
海
、
大
志
を

・
筆
の
角
度
や
筆
圧
の
強
弱
を
筆
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
て
示

抱
く
(
1
/
8
)
、
初
富
士
を
望
む
（
1
/
8
)

し
て
い
る
。

・
行
書
：
緑
、
木
立
、
月
光
、
不
言
実
行
(
1
/
8
)
、
探
究
、
花
鳥
風
月

○
字
形
・
配
列

変
わ
ら
ぬ
友
情
、
調
和
、
紅
花
、
夕
映
え
の
空
、
新
た
な

３
８

・
す
べ
て
の
教
材
の
上
下
に
▼
▲
印
を
つ
け
、
文
字
や
行
の
中
心

目
標
(
1
/
8
)
、
銀
河
、
流
れ
る
雲
、
輝
け
る
未
来
へ
、
無
限

を
示
し
て
い
る
。

の
可
能
性
(
1
/
8
)

光
村

○
日
常
生
活
や
学
習
活
動
に
生
か
す
工
夫

・
小
筆
：
い
ろ
は
歌
（
２
種
類
）
、
俳
句
「
目
に
は
青
葉

山
ほ
と
と

・
手
紙
、
封
筒
、
は
が
き
、
送
り
状
、
願
書
、
の
し
袋
、
原
稿
用

ぎ
す

初
が
つ
を
」

紙
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
新
聞
、

○
そ
の
他

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
フ
リ
ッ
プ
、
本
の
紹
介
カ
ー
ド
、
本
の
帯
、

・
漢
字
表
：
常
用
漢
字
の
楷
書
及
び
行
書
を
五
十
音
順
に
一
覧
表
に

し
お
り
、
ポ
ッ
プ
、
読
書
記
録
、
学
校
行
事
、
黒
板
、
看
板
、

a
し
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
、
色
紙
、
カ
ー
ド
の
書
き
方
を
示
し
て
い
る
。

・
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
し
、
写
真
や
図
解
を
通
じ
て
視
覚
的
に
も

・
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
用
い
、
情
報
の
扱
い
方
や
職
場
体
験
活
動
と
の

理
解
を
図
っ
て
い
る
。

関
連
を
図
っ
て
い
る
。
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社
会
（
地
理
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
世
界
の
様
々
な
地
域

日
本
の
様
々
な
地
域

統
写

文
図

コ
索

ペ
計

真
書

版
ラ

引

－

世
世

世
世

日
世

日
身

資
・

資
資

ム
ジ

界
界

界
界

本
界

本
近

料
挿

料
料

の
各

の
の

の
と

の
な

絵
地

地
諸

様
地

比
諸

地
域

の
地

々
域

べ
地

域
構

人
域

な
構

た
域

の
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

成
々

地
成

日
調

の
域

本
査

生
の

の
活

調
地

と
査

域
発
行
者
の

環
的

番
号
・
略
称

境
特 色

・
学
習
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
促
し
た
り
、
読
図
や
考
察
の
視
点

を
示
す
た
め
に
、
見
開
き
の
導
入
部
分
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

２
発
問
を
設
定
し
た
り
し
て
い
る
。

3
0
2
1
6
2
2
7
2
1
2
1
4
3
6
8
7
1
8
1
3
2
5
3
6
3
6
2
7
6
7
3
7
9
8
・
見
開
き
の
終
末
部
分
に
、
学
習
の
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
で
、
知

東
書

識
の
定
着
を
図
る
た
め
の
「
確
認
」
を
設
定
し
て
い
る
。

・
地
理
の
基
礎
的
な
技
能
の
習
得
を
図
る
た
め
、
「
地
理
ス
キ
ル
・

ア
ッ
プ
」
を
設
定
し
て
い
る
。

・
学
習
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
促
し
た
り
、
学
習
課
題
を
示
す
た

め
に
、
見
開
き
の
導
入
部
分
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
発
問
を
設

1
7

定
し
た
り
し
て
い
る
。

2
9
2
1
2
1
8
7
1
９

1
2
2
4
9
0
1
5
1
1
1
3
7
0
2
0
2
4
0
4
3
5
8
0
・
見
開
き
の
終
末
部
分
に
、
学
習
の
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
で
、
知

教
出

識
の
定
着
を
図
る
た
め
の
「
ふ
り
か
え
る
」
を
設
定
し
て
い
る
。

・
地
理
の
基
礎
的
な
技
能
の
習
得
を
図
る
た
め
、
「
地
理
に
ア
プ
ロ

ー
チ
」
を
設
定
し
て
い
る
。
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社
会
（
地
理
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
世
界
の
様
々
な
地
域

日
本
の
様
々
な
地
域

統
写

文
図

コ
索

ペ
計

真
書

版
ラ

引

－

世
世

世
世

日
世

日
身

資
・

資
資

ム
ジ

界
界

界
界

本
界

本
近

料
挿

料
料

の
各

の
の

の
と

の
な

絵
地

地
諸

様
地

比
諸

地
域

の
地

々
域

べ
地

域
構

人
域

な
構

た
域

の
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

成
々

地
成

日
調

の
域

本
査

生
の

の
活

調
地

発
行
者
の

と
査

域
番
号
・
略
称

環
的

境
特 色

・
学
習
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
促
し
た
り
、
学
習
課
題
を
示
す
た

め
に
、
見
開
き
の
導
入
部
分
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
発
問
を
設

4
6

定
し
た
り
し
て
い
る
。

2
9
0
1
3
1
9
7
7
9
1
3
3
5
9
9
1
0
1
4
4
4
8
5
3
0
1
9
6
1
0
4
8
1
6
・
見
開
き
の
終
末
部
分
に
、
学
習
の
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
で
、
知

帝
国

識
の
定
着
を
図
る
た
め
の
「
確
認
し
よ
う
」
を
設
定
し
て
い
る
。

・
地
理
の
基
礎
的
な
技
能
の
習
得
を
図
る
た
め
、
「
技
能
を
み
が
く
」

を
設
定
し
て
い
る
。

・
学
習
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
促
す
た
め
に
、
見
開
き
の
導
入
部

分
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
問
い
か
け
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

1
1
6

問
い
か
け
に
答
え
る
た
め
の
用
語
を
載
せ
て
活
用
を
促
し
て
い
る
。

2
9
0
1
2
1
8
7
0
1
2
1
8
3
8
8
6
1
4
1
2
0
4
3
0
1
8
2
2
5
6
8
6
6
1
・
見
開
き
の
終
末
部
分
に
、
学
習
の
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
で
、
知

日
文

識
の
定
着
を
図
る
た
め
の
「
学
習
の
確
認
」
を
設
定
し
て
い
る
。

・
地
理
の
基
礎
的
な
技
能
の
習
得
を
図
る
た
め
、
「
ス
キ
ル
U
P
」
を

設
定
し
て
い
る
。

－16－



社
会
（
地
理
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

・
「
世
界
か
ら
見
た
日
本
の
姿
」
の
「
自
然
環
境
」
か
ら
我
が
国
の
地
域
的

・
世
界
や
日
本
の
諸
地
域
に
関
す
る
地
理
的
認
識
を
深
め
さ
せ
る
た
め
、
因

特
色
を
見
い
だ
す
単
元
に
お
い
て
、
「
自
然
災
害
と
防
災
へ
の
取
り
組
み
」

果
関
係
が
分
か
る
記
述
と
そ
れ
を
補
足
す
る
資
料
を
提
示
し
て
い
る
。

で
防
災
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

○
世
界
の
様
々
な
地
域
に
つ
い
て

・
地
域
的
特
色
を
九
州
地
方
「
環
境
問
題
・
環
境
保
全
」
、
中
国
・
四
国
地

・
人
々
の
生
活
と
環
境
の
様
子
に
つ
い
て
、
「
常
夏
の
島
で
暮
ら
す
人
々
（
フ

方
「
人
口
、
都
市
・
村
落
」
、
近
畿
地
方
「
歴
史
的
背
景
」
、
中
部
地
方
「
産

ィ
ジ
ー
）
」
や
「
雪
と
氷
の
中
で
暮
ら
す
人
々
（
イ
ヌ
イ
ッ
ト
）
」
な
ど
を

業
」
、
関
東
地
方
「
他
地
域
と
の
結
び
付
き
」
、
東
北
地
方
「
生
活
・
文
化
」
、

２
例
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
・
仏
教
な
ど
世
界

北
海
道
地
方
「
自
然
環
境
」
を
中
核
に
し
、
単
元
ご
と
に
学
習
課
題
を
設

的
に
広
が
る
宗
教
の
分
布
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。

定
し
て
い
る
。

東
書

・
地
域
的
特
色
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
州
「
急
速
に
進
む
成
長
と
変
化
」
、

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
「
国
ど
う
し
の
統
合
に
よ
る
変
化
」
、
ア
フ
リ
カ
州
「
特

・
「
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
調
査
」
で
統
計
数
値
の
活
用
法
な
ど
を
示

定
の
生
産
品
に
た
よ
る
生
活
か
ら
の
変
化
」
、
北
ア
メ
リ
カ
州
「
盛
ん
な

し
て
い
る
。
ま
た
、
身
近
な
地
域
調
査
で
は
「
地
形
図
の
読
み
取
り
方
」

な
農
業
や
工
業
の
特
色
」
、
南
ア
メ
リ
カ
州
「
開
発
の
進
展
と
環
境
問
題
」
、

で
地
形
図
を
読
み
取
る
地
理
的
技
能
の
習
得
方
法
を
示
し
て
い
る
。

オ
セ
ア
ニ
ア
州
「
強
ま
る
ア
ジ
ア
と
の
結
び
付
き
」
を
学
習
テ
ー
マ
と
し
、

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

各
州
の
地
域
的
特
色
を
考
察
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
見
開
き
最
後
や
章
末
に
学
習
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る

○
日
本
の
様
々
な
地
域
に
つ
い
て

学
習
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

域
的
特
色
を
見
出
す
単
元
に
お
い
て
、
「
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」

・
世
界
や
日
本
の
諸
地
域
に
関
す
る
地
理
的
認
識
を
深
め
さ
せ
る
た
め
、
学

で
防
災
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

習
課
題
を
明
示
し
た
上
で
、
本
文
記
述
と
資
料
を
提
示
し
て
い
る
。

・
九
州
地
方
「
環
境
問
題
と
環
境
保
全
」
、
中
国
・
四
国
地
方
「
人
口
や
都

○
世
界
の
様
々
な
地
域
に
つ
い
て

市
・
村
落
」
、
近
畿
地
方
「
歴
史
的
背
景
」
、
中
部
地
方
「
産
業
」
、
関
東

・
人
々
の
生
活
と
環
境
の
様
子
に
つ
い
て
、
「
熱
帯
の
地
域
と
人
々
の
暮
ら

地
方
「
他
地
域
と
の
結
び
つ
き
」
、
東
北
地
方
「
生
活
・
文
化
」
、
北
海
道

1
7

し
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
」
、
「
冷
帯
・
寒
帯
の
地
域
と
人
々
の
暮
ら
し
（
イ
ヌ

地
方
「
自
然
環
境
」
を
中
核
に
し
、
単
元
ご
と
に
学
習
課
題
を
設
定
し
て

イ
ッ
ト
）
」
な
ど
を
例
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム

い
る
。

教
出

教
・
仏
教
な
ど
世
界
的
に
広
が
る
宗
教
の
分
布
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

・
地
域
的
特
色
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
州
「
多
様
性
と
経
済
発
展
」
、
ア
フ

・
「
地
域
の
多
様
な
す
が
た
を
調
べ
よ
う
」
で
統
計
数
値
の
活
用
法
な
ど
を

リ
カ
州
「
人
々
の
暮
ら
し
と
そ
の
変
化
」
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
「
統
合
を
強

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
身
近
な
地
域
調
査
で
は
「
地
域
を
な
が
め
て
」
で

め
る
国
々
」
、
北
ア
メ
リ
カ
州
「
世
界
に
与
え
る
影
響
力
」
、
南
ア
メ
リ
カ

地
形
図
を
読
み
取
る
地
理
的
技
能
の
習
得
方
法
を
示
し
て
い
る
。

州
「
開
発
と
環
境
」
、
オ
セ
ア
ニ
ア
州
「
他
地
域
と
の
結
び
つ
き
」
を
学

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

習
テ
ー
マ
と
し
、
各
州
の
地
域
的
特
色
を
考
察
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
・
見
開
き
最
後
や
章
末
の
「
学
習
の
ま
と
め
と
表
現
」
に
お
い
て
、
「
ま
と

○
日
本
の
様
々
な
地
域
に
つ
い
て

め
よ
う
」
「
話
し
合
お
う
」
な
ど
、
学
習
し
た
内
容
を
文
章
で
表
現
し
な

・
「
世
界
か
ら
み
た
日
本
の
す
が
た
」
の
「
自
然
環
境
」
か
ら
我
が
国
の
地

が
ら
整
理
す
る
学
習
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。
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社
会
（
地
理
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
日
本
の
様
々
な
地
域
に
つ
い
て

・
世
界
や
日
本
の
諸
地
域
に
関
す
る
地
理
的
認
識
を
深
め
さ
せ
る
た
め
、
因

・
「
日
本
の
姿
」
の
「
自
然
環
境
」
か
ら
我
が
国
の
地
域
的
特
色
を
見
い
だ

果
関
係
が
分
か
る
記
述
と
そ
れ
を
補
足
す
る
資
料
を
提
示
し
て
い
る
。

す
単
元
に
お
い
て
、
「
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
」
で
防
災
に
つ
い
て
取

○
世
界
の
様
々
な
地
域
に
つ
い
て

り
上
げ
て
い
る
。

・
人
々
の
生
活
と
環
境
の
様
子
に
つ
い
て
、
「
暑
い
地
域
の
暮
ら
し
（
イ
ン

・
九
州
地
方
「
自
然
環
境
」
、
中
国
・
四
国
地
方
「
他
地
域
と
の
結
び
つ
き
」
、

ド
ネ
シ
ア
）
」
、
「
寒
い
地
域
の
暮
ら
し
（
シ
ベ
リ
ア
）
」
な
ど
を
例
示
し
て

近
畿
地
方
「
環
境
保
全
」
、
中
部
地
方
「
産
業
」
、
関
東
地
方
「
人
口
や

4
6

い
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
・
仏
教
な
ど
世
界
的
に
広
が

都
市
」
、
東
北
地
方
「
生
活
・
文
化
」
、
北
海
道
地
方
「
歴
史
的
背
景
」
を

る
宗
教
の
分
布
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。

中
核
に
し
、
単
元
の
学
習
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。

帝
国

・
地
域
的
特
色
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
州
「
巨
大
な
人
口
と
急
速
な
経
済
発

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

展
」
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
「
国
境
を
こ
え
た
結
び
つ
き
に
よ
る
変
化
」
、
ア
フ

・
「
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
調
査
」
で
統
計
数
値
の
活
用
法
な
ど
を
示

リ
カ
州
「
人
々
の
生
活
の
変
化
と
自
立
へ
の
課
題
」
、
北
ア
メ
リ
カ
州
「
世

し
て
い
る
。
ま
た
、
「
身
近
な
地
域
調
査
」
で
は
地
形
図
を
読
み
取
る
地

界
に
影
響
を
与
え
る
産
業
と
文
化
」
、
南
ア
メ
リ
カ
州
「
進
む
開
発
と
環

理
的
技
能
の
習
得
方
法
を
示
し
て
い
る
。

境
問
題
」
、
オ
セ
ア
ニ
ア
州
「
他
文
化
社
会
の
形
成
と
ア
ジ
ア
と
の
結
び

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

つ
き
」
を
学
習
テ
ー
マ
と
し
、
各
州
の
地
域
的
特
色
を
考
察
で
き
る
よ
う

・
見
開
き
最
後
の
「
説
明
し
よ
う
」
や
章
末
の
「
学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う
」

に
し
て
い
る
。

な
ど
で
、
学
習
内
容
を
文
章
で
説
明
す
る
学
習
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

・
「
世
界
か
ら
み
た
日
本
の
姿
」
の
「
自
然
環
境
」
か
ら
我
が
国
の
地
域
的

・
世
界
や
日
本
の
諸
地
域
に
関
す
る
地
理
的
認
識
を
深
め
さ
せ
る
た
め
、
世

特
色
を
見
い
だ
す
単
元
に
お
い
て
、
「
災
害
に
そ
な
え
る
た
め
に
」
で
防

界
と
日
本
の
現
在
の
様
子
を
示
す
図
版
や
コ
ラ
ム
な
ど
を
提
示
し
て
い
る
。

災
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

○
世
界
の
様
々
な
地
域
に
つ
い
て

・
九
州
地
方
「
環
境
問
題
や
環
境
保
全
」
、
中
国
・
四
国
地
方
「
人
口
や
都

・
人
々
の
生
活
と
環
境
の
様
子
に
つ
い
て
「
暑
い
地
域
に
生
き
る
人
々
（
マ

市
・
村
落
」
、
近
畿
地
方
「
歴
史
的
背
景
」
、
中
部
地
方
「
産
業
」
、
関
東

レ
ー
シ
ア
）
」
、
「
寒
い
地
域
に
生
き
る
人
々
（
ア
ラ
ス
カ
）
」
な
ど
を
例
示

地
方
「
他
地
域
と
の
結
び
つ
き
」
、
東
北
地
方
「
生
活
・
文
化
」
、
北
海
道

1
1
6

し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
・
仏
教
な
ど
の
世
界
的

地
方
「
自
然
環
境
」
を
中
核
に
し
、
単
元
の
学
習
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。

に
広
が
る
宗
教
の
分
布
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

日
文

・
地
域
的
特
色
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
州
「
経
済
成
長
に
よ
る
社
会
の
変
化
」
、
・
「
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
調
査
」
で
写
真
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
統
計

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
「
E
U
統
合
に
よ
る
社
会
の
変
化
」
、
ア
フ
リ
カ
州
「
主
な

資
料
を
用
い
て
、
地
域
の
特
色
の
ま
と
め
方
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
地

生
産
品
に
た
よ
る
経
済
か
ら
の
変
化
」
、
北
ア
メ
リ
カ
州
「
世
界
じ
ゅ
う

形
図
の
見
方
を
知
る
」
で
は
地
形
図
の
読
み
取
り
方
、
活
用
の
仕
方
と
い

に
影
響
を
あ
た
え
る
産
業
」
、
南
ア
メ
リ
カ
州
「
開
発
・
環
境
問
題
と
人

っ
た
地
理
的
技
能
の
習
得
方
法
を
示
し
て
い
る
。

々
の
生
活
」
、
オ
セ
ア
ニ
ア
州
「
他
地
域
と
の
結
び
つ
き
の
変
化
」
を
学

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

習
テ
ー
マ
と
し
、
各
州
の
地
域
的
特
色
を
考
察
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
・
「
学
習
の
確
認
と
活
用
」
に
お
い
て
、
「
発
表
し
よ
う
」
「
説
明
し
よ
う
」

○
日
本
の
様
々
な
地
域
に
つ
い
て

な
ど
文
章
に
ま
と
め
る
作
業
を
取
り
入
れ
た
課
題
設
定
が
さ
れ
て
い
る
。
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社
会
（
歴
史
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
歴

古
中

近
近

現
歴

統
年

写
文

図
コ

索
索

ペ
史

代
世

世
代

代
史

計
表

真
書

版
ラ

引
引

－

の
ま

の
の

の
の

地
資

・
資

資
ム

（

（

ジ
と

で
日

日
日

日
図

料
絵

料
料

人
事

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

ら
の

本
本

本
本

画
物

象
え

日
と

と
資

）

）

発
行
者
の

方
本

世
世

料
番
号
・
略
称

界
界

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
巻
末
に
折
り
込
み
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
章
の
最
初
と
最
後
に
略
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

２
・
単
元
の
最
初
に
学
習
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。

3
0
0
1
4
4
3
3
4
4
4
9
8
3
6
9
5
2
6
1
3
5
6
7
7
1
1
1
2
6
5
3
4
6
1
0
5
9
・
各
ペ
ー
ジ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
吹
き
出
し
を
設
け
、

東
書

資
料
を
読
み
取
る
視
点
を
示
し
て
い
る
。

・
学
習
の
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
に
つ
い
て
示
し
た
「
歴

史
ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ
」
や
、
各
章
末
に
は
地
域
の
歴

史
を
調
べ
る
「
わ
た
し
た
ち
歴
史
探
検
隊
」
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
巻
末
に
折
り
込
み
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
章
の
最
初
に
略
年
表
、
最
後
に
学
習
内
容
を
整
理

1
7

す
る
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

2
9
2
9
3
8
3
4
4
3
1
0
4
3
1
5
7
3
8
1
1
5
3
5
3
0
1
2
7
5
3
3
6
7
8
1
9
・
単
元
の
最
初
に
学
習
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。

教
出

・
各
ペ
ー
ジ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
吹
き
出
し
を
設
け
、

資
料
を
読
み
取
る
視
点
を
示
し
て
い
る
。

・
学
習
方
法
を
示
し
た
「
読
み
解
こ
う
」
や
本
文
に
関

連
す
る
内
容
を
紹
介
す
る
「
歴
史
の
窓
」
と
い
う
コ

ラ
ム
を
設
け
て
い
る
。
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社
会
（
歴
史
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
歴

古
中

近
近

現
歴

統
年

写
文

図
コ

索
索

ペ
史

代
世

世
代

代
史

計
表

真
書

版
ラ

引
引

－

の
ま

の
の

の
の

地
資

・
資

資
ム

（

（

ジ
と

で
日

日
日

日
図

料
絵

料
料

人
事

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

ら
の

本
本

本
本

画
物

象
え

日
と

と
資

）

）

発
行
者
の

方
本

世
世

料
番
号
・
略
称

界
界

・
Ｂ
５
判
。

・
巻
末
に
折
り
込
み
年
表
を
掲
載
し
、
ま
た
章
末
に
時

代
を
整
理
す
る
た
め
の
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

3
5

・
単
元
の
最
初
に
「
め
あ
て
」
を
表
示
し
て
い
る
。
「
ま

3
0
8
9
5
2
3
2
5
6
1
0
2
2
8
8
3
2
3

6
5
2
8
5
2
9
3

4
1
2
5
7
1
0
0
8

と
め
て
み
よ
う
」
「
深
め
よ
う
」
で
は
、
学
習
内
容

清
水

の
振
り
返
り
を
設
定
し
て
い
る
。

・
各
章
の
最
初
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
吹
き
出
し
を
設
け
、

資
料
を
読
み
取
る
た
め
の
視
点
を
示
し
て
い
る
。

・
学
習
内
容
を
深
め
る
「
歴
史
の
と
び
ら
」
「
も
っ
と

知
り
た
い
歴
史
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
。

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
巻
末
に
折
り
込
み
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
部
の
最
初
と
最
後
に
時
代
の
特
色
を
と
ら
え
、
整

4
6

理
す
る
た
め
の
図
版
や
略
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

2
8
6
1
1
3
8
3
6
5
1
9
8
2
8
9
8
4
3
1
9
6
9
7
6
7
8
0

1
2
1
3
1
1
7
4
8
・
単
元
の
最
初
に
学
習
課
題
を
設
定
し
、
末
に
習
得
し

帝
国

た
知
識
の
確
認
と
説
明
に
よ
る
定
着
を
促
し
て
い
る
。

・
各
ペ
ー
ジ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
吹
き
出
し
を
設
け
、

資
料
を
読
み
取
る
視
点
を
示
し
て
い
る
。

・
学
習
内
容
を
深
め
る
「
歴
史
を
探
ろ
う
」
な
ど
の
コ

ラ
ム
を
設
け
て
い
る
。
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社
会
（
歴
史
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
歴

古
中

近
近

現
歴

統
年

写
文

図
コ

索
索

ペ
史

代
世

世
代

代
史

計
表

真
書

版
ラ

引
引

－

の
ま

の
の

の
の

地
資

・
資

資
ム

（

（

ジ
と

で
日

日
日

日
図

料
絵

料
料

人
事

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

ら
の

本
本

本
本

画
物

象
え

日
と

と
資

）

）

発
行
者
の

方
本

世
世

料
番
号
・
略
称

界
界

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
巻
末
に
折
り
込
み
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
各
編
の
最
初
に
略
年
表
・
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
。

1
1
6

・
単
元
の
最
初
に
学
習
課
題
を
設
定
し
、
末
に
「
学
習

3
1
0
8
4
4
3
8
5
0
9
7
3
6
1
0
6
6
1
2
2
6
3
2
5
5
1
2
7
5
3
2
5
9
5
7
4

の
確
認
と
活
用
」
を
設
定
し
、
習
得
し
た
知
識
の
確

日
文

認
と
活
用
を
促
し
て
い
る
。

・
各
ペ
ー
ジ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
吹
き
出
し
を
設
け
、

資
料
を
読
み
取
る
視
点
を
示
し
て
い
る
。

・
学
習
内
容
を
深
め
る
「
歴
史
を
掘
り
下
げ
る
」
「
先

人
に
学
ぶ
」
な
ど
の
コ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
。

・
Ｂ
５
判
。

・
巻
末
に
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
各
章
の
最
初
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
会
話
を
通
し

2
2
5

て
資
料
を
読
み
取
る
視
点
を
示
し
て
い
る
。

3
0
4
1
8
5
6
2
8
4
4
9
8
2
8
5
6
1
4
1
0
4
0
5
2
8
1
0
8
6
5
2
6
5
6
0
2
・
単
元
の
最
初
に
学
習
課
題
を
設
定
し
、
単
元
の
ま
と

自
由
社

め
と
し
て
「
ま
と
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
設
け
て
、

習
得
し
た
知
識
の
確
認
と
活
用
を
促
し
て
い
る
。

・
学
習
内
容
を
深
め
、
発
展
さ
せ
る
「
も
っ
と
知
り
た

い
」
「
人
物
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
「
外
の
目
か
ら
見
た

日
本
人
」
な
ど
の
コ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
。
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社
会
（
歴
史
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
歴

古
中

近
近

現
歴

統
年

写
文

図
コ

索
索

ペ
史

代
世

世
代

代
史

計
表

真
書

版
ラ

引
引

－

の
ま

の
の

の
の

地
資

・
資

資
ム

（

（

ジ
と

で
日

日
日

日
図

料
絵

料
料

人
事

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

ら
の

本
本

本
本

画
物

象
え

日
と

と
資

）

）

発
行
者
の

方
本

世
世

料
番
号
・
略
称

界
界

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
巻
末
に
折
り
込
み
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

各
章
の
最
初
に
略
年
表
、
最
後
に
学
習
内
容
を
整
理

2
2
7

す
る
た
め
の
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

3
0
6
8
5
2
3
2
5
3
9
8
2
7
7
7
3
4
1
2
6
4
3
2
7
7
1
6
6
4
3
6
8
6
5
・
単
元
の
最
初
に
学
習
課
題
を
設
定
し
、
単
元
末
で
習

育
鵬
社

得
し
た
知
識
の
確
認
と
活
用
を
促
し
て
い
る
。

・
各
ペ
ー
ジ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
吹
き
出
し
を
設
け
、

資
料
を
読
み
取
る
視
点
を
示
し
て
い
る
。

・
学
習
内
容
を
深
め
る
た
め
の
「
課
題
学
習
」
や
「
人

物
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

・
Ａ
４
判
。

・
巻
末
に
、
図
版
や
写
真
が
組
み
込
ま
れ
た
年
表
を
掲

載
し
て
い
る
。

2
2
9

・
各
章
の
最
初
に
は
写
真
や
略
地
図
を
掲
載
し
、
そ
の

3
3
2
6
4
6
3
1
5
5
1
1
1
3
6
9
9
3
5
1
0
6
2
5
5
7
8
3
3
5
1
2
5
1
1
1
5

時
代
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。

学
び
舎

・
学
習
内
容
を
深
め
た
り
、
発
展
さ
せ
た
り
す
る
「
フ

ォ
ー
カ
ス
」
や
「
歴
史
を
体
験
す
る
」
な
ど
の
コ
ラ

ム
を
設
け
て
い
る
。

・
各
章
の
最
後
に
、
学
習
の
ま
と
め
を
促
す
た
め
の
「
章

を
ふ
り
か
え
る
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
定
し
て
い
る
。

－22－



社
会
（
歴
史
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

・
我
が
国
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
時
代
の
特
色
を

・
学
び
方
に
つ
い
て
は
、
第
１
章
の
｢
歴
史
の
と
ら
え
方
｣
の
中
で
テ
ー
マ
学

ま
と
め
る
学
習
を
章
末
に
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
で
学
習
し
た

習
に
つ
い
て
の
手
順
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
時
代
に
対
す
る
興
味
・
関

歴
史
上
の
人
物
と
も
関
連
さ
せ
、
学
習
内
容
の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

心
を
高
め
る
た
め
、
「
歴
史
に
ア
ク
セ
ス
」
「
テ
ィ
ー
ブ
レ
イ
ク
」
「
女
性

○
人
物
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て

コ
ラ
ム
」
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
人
物
3
4
6
名
（
う
ち
外
国
人
6
6
名
）
、
文
化
遺
産
4
9
件
（
う
ち
外
国
関
係
1
8
○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

２
件
）
。
巻
頭
に
日
本
の
世
界
遺
産
や
国
宝
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
章
末
に
学
習
内
容
の
説
明
を
し
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
「
こ
の
時
代

○
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て

の
特
色
を
と
ら
え
よ
う
」
な
ど
を
設
け
て
い
る
。

東
書

・
古
代
で
は
「
古
代
国
家
の
歩
み
と
東
ア
ジ
ア
世
界
」
、
中
世
で
は
「
東
ア

○
人
権
の
歴
史
に
つ
い
て

ジ
ア
世
界
と
の
関
わ
り
と
社
会
の
変
動
」
、
近
世
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

・
「
解
放
令
か
ら
水
平
社
へ
」
な
ど
で
部
落
差
別
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上

と
の
出
会
い
と
全
国
統
一
」「
江
戸
幕
府
の
成
立
と
鎖
国
」
、
近
代
で
は
「
欧

げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
強
ま
る
戦
時
体
制
」
な
ど
で
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

米
の
進
出
と
日
本
の
開
国
」
「
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
」
「
第
二
次
世
界

の
人
々
、
「
女
性
運
動
と
男
子
普
通
選
挙
の
実
現
」
な
ど
で
女
性
、
「
北
海

大
戦
と
日
本
」
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ

道
と
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
」
な
ど
で
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
内
容
を
取
り
上
げ

い
て
記
述
し
、
現
代
で
は
「
戦
後
日
本
の
発
展
と
国
際
社
会
」
「
新
た
な

て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
足
尾
銅
山
と
田
中
正
造
」
な
ど
で
環
境
問
題
、
「
冷

時
代
の
日
本
と
世
界
」
で
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
役
割
に
つ
い
て

戦
後
の
国
際
社
会
」
な
ど
で
地
域
紛
争
や
テ
ロ
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題

記
述
し
て
い
る
。

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

・
歴
史
の
流
れ
を
振
り
返
る
た
め
に
、
イ
ラ
ス
ト
等
で
歴
史
の
と
ら
え
方
を

・
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
吹
き
出
し
に
よ
る
問

紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
で
学
習
し
た
歴
史
上
の
人
物
と
関
連
さ

い
か
け
や
呼
び
か
け
が
あ
る
。

せ
、
学
習
内
容
の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

・
資
料
の
読
み
取
り
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
「
読
み
解
こ
う
」
を
設
け

○
人
物
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て

て
い
る
。

・
人
物
3
6
7
名
（
う
ち
外
国
人
8
4
名
）
、
文
化
遺
産
2
4
件
（
う
ち
外
国
関
係
1
0
○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

1
7

件
）
。

・
各
単
元
で
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
「
ふ
り
か
え
る
」
を
設
け
て
い
る
。

○
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て

・
学
習
内
容
を
活
用
し
て
、
時
代
の
特
色
や
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
「
学

教
出

・
古
代
で
は
「
大
帝
国
の
出
現
と
律
令
国
家
の
形
成
」
、
中
世
で
は
「
ゆ
れ

習
の
ま
と
め
と
表
現
」
を
設
け
て
い
る
。

動
く
武
家
政
治
と
社
会
」
、
近
世
で
は
「
結
び
つ
く
世
界
と
の
出
会
い
」「
幕

○
人
権
の
歴
史
に
つ
い
て

藩
体
制
の
確
立
と
鎖
国
」
、
近
代
で
は
「
近
代
世
界
の
確
立
と
ア
ジ
ア
」「
第

・
「
残
さ
れ
た
差
別
」
な
ど
で
部
落
差
別
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
い

一
次
世
界
大
戦
と
民
族
独
立
の
動
き
」
「
第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本
の
敗

る
。
ま
た
、
「
皇
民
化
政
策
」
な
ど
で
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
人
々
、
「
社

戦
」
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て
記
述

会
運
動
の
高
ま
り
」
な
ど
で
女
性
、
「
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
文
化
」
な
ど

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
で
は
「
世
界
の
多
極
化
と
日
本
」
「
冷
戦
の
終

で
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
足
尾
鉱
毒

結
と
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
で
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
役
割
に
つ
い

事
件
」
な
ど
で
環
境
問
題
、
「
地
域
紛
争
と
テ
ロ
事
件
」
な
ど
で
地
域
紛

て
記
述
し
て
い
る
。

争
や
テ
ロ
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
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社
会
（
歴
史
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

・
我
が
国
の
歴
史
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で

・
章
の
最
初
に
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
各
時
代
の
特
徴
的
な
写
真
や

系
統
的
に
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
が
近
代
ア
ジ
ア
史
の
中
で
果
た

資
料
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
を
深
め
る
た
め
の
「
地
図
で

し
た
役
割
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

み
る
世
界
史
」
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

○
人
物
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

・
人
物
2
5
7
名
（
う
ち
外
国
人
5
9
名
）
、
文
化
遺
産
2
8
件
（
う
ち
外
国
関
係
1
3
・
巻
頭
に
「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
づ
く
り
を
は
じ
め
よ
う
」
を
掲
載
す
る
ほ
か
、

3
5

件
）
。

各
章
末
に
は
、
そ
の
章
の
で
き
ご
と
を
時
系
列
で
把
握
で
き
る
よ
う
な
年

○
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て

表
と
生
徒
が
作
業
を
行
っ
て
歴
史
理
解
を
進
め
る
課
題
を
掲
載
し
て
い
る
。

清
水

・
古
代
で
は
「
律
令
国
家
の
成
立
」
、
中
世
で
は
「
武
士
の
政
権
と
東
ア
ジ

○
人
権
の
歴
史
に
つ
い
て

ア
の
う
ご
き
」
、
近
世
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
大
と
ア
ジ
ア
の
交
易
」「
江

・
「
平
等
と
尊
厳
を
求
め
て
」
な
ど
で
部
落
差
別
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上

戸
幕
府
の
成
立
と
進
展
」
、
近
代
で
は
「
ア
ジ
ア
の
近
代
化
と
日
本
の
う

げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
植
民
地
の
民
衆
と
戦
争
」
な
ど
で
在
日
韓
国
・
朝

ご
き
」
「
第
一
次
世
界
大
戦
と
そ
の
後
の
世
界
」
「
第
二
次
世
界
大
戦
と
戦

鮮
人
の
人
々
、
「
家
の
制
度
と
女
性
」
な
ど
で
女
性
、
「
北
海
道
の
開
拓
と

時
下
の
人
び
と
」
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に

ア
イ
ヌ
」
な
ど
で
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
で
は
「
冷
戦
下
の
世
界
と
日
本
の

「
社
会
問
題
と
環
境
問
題
の
発
生
」
な
ど
で
環
境
問
題
、
「
続
く
地
域
紛

経
済
成
長
」
「
現
代
の
社
会
と
今
後
の
課
題
」
で
国
際
社
会
に
お
け
る
我

争
」
な
ど
で
地
域
紛
争
や
テ
ロ
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
記
述

が
国
の
役
割
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

・
基
礎
・
基
本
と
な
る
事
柄
を
重
視
し
な
が
ら
、
各
時
代
の
特
色
を
大
き
な

・
各
時
代
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
、
各
時
代
の
人
々
を
描
い
た
イ
ラ

視
点
で
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
と
の

ス
ト
を
「
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」
で
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
言
語
活
動
を

関
係
や
地
域
の
動
き
な
ど
、
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
で
紹
介
し
て
い
る
。

通
し
て
、
思
考
・
判
断
・
表
現
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
「
ト

○
人
物
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て

ラ
イ
ア
ル
歴
史
」
や
「
技
能
を
み
が
く
」
の
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
人
物
3
1
1
名
（
う
ち
外
国
人
4
9
名
）
、
文
化
遺
産
3
1
件
（
う
ち
外
国
関
係
1
7
○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

4
6

件
）
。

・
各
部
の
最
後
の
「
学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う
」
で
は
、
時
代
の
要
点
を
整
理

○
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て

し
、
資
料
の
活
用
を
通
し
て
時
代
の
特
色
を
説
明
さ
せ
て
い
る
。

帝
国

・
古
代
で
は
「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
倭
（
日
本
）
」
、
中
世
で
は
「
武
家
政
権
の

○
人
権
の
歴
史
に
つ
い
て

内
と
外
」
、
近
世
で
は
「
大
航
海
に
よ
っ
て
結
び
つ
く
世
界
」
「
武
士
に
よ

・
「
古
い
身
分
制
度
の
廃
止
」
な
ど
で
部
落
差
別
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上

る
支
配
の
完
成
」
、
近
代
で
は
「
欧
米
諸
国
に
お
け
る
『
近
代
化
』
」
「
高

げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
日
本
の
占
領
政
策
」
な
ど
で
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

ま
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
意
識
」
「
ア
ジ
ア
と
太
平
洋
に
広
が
る
戦
線
」
な

の
人
々
、
「
女
性
に
よ
る
社
会
運
動
」
な
ど
で
女
性
、
「
生
活
を
変
え
ら
れ

ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て
記
述
し
て
い

た
ア
イ
ヌ
の
人
々
」
な
ど
で
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

る
。
ま
た
、
現
代
で
は
「
世
界
の
多
極
化
と
日
本
の
成
長
」
「
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
、
「
社
会
問
題
の
発
生
」
な
ど
で
環
境
問
題
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

の
日
本
と
世
界
」
で
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
役
割
に
つ
い
て
記
述

進
む
世
界
」
な
ど
で
地
域
紛
争
や
テ
ロ
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い

し
て
い
る
。

て
記
述
し
て
い
る
。
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社
会
（
歴
史
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

・
各
章
の
見
開
き
で
何
を
学
ぶ
か
を
「
学
習
課
題
」
で
明
確
に
示
し
て
い
る
。
・
学
習
を
深
め
る
た
め
に
「
先
人
に
学
ぶ
」
「
歴
史
を
掘
り
下
げ
る
」
「
と
ら

ま
た
、
章
末
の
「
学
習
の
確
認
と
活
用
」
で
、
習
得
し
た
知
識
を
確
認
し
、

え
よ
う
時
代
の
転
換
」
「
図
版
特
集
」
と
い
う
単
元
内
容
に
関
連
す
る
資

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
文
章
で
説
明
す
る
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を

料
や
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
。

各
時
代
の
学
習
で
繰
り
返
す
こ
と
で
、
各
時
代
の
特
色
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

我
が
国
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ
を
確
実
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
・
各
単
元
の
「
学
習
の
確
認
と
活
用
」
で
、
学
習
し
た
内
容
に
つ
い
て
説
明

1
1
6

○
人
物
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て

す
る
活
動
を
取
り
入
れ
た
り
、
各
編
の
「
と
ら
え
よ
う
！
○
○
の
特
色
」

・
人
物
2
4
6
名
（
う
ち
外
国
人
5
1
名
）
、
文
化
遺
産
3
0
件
（
う
ち
外
国
関
係
1
1

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
各
時
代
の
特
色
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
言
葉
で

日
文

件
）
。

表
現
す
る
学
習
活
動
を
設
け
た
り
し
て
い
る
。

○
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て

○
人
権
の
歴
史
に
つ
い
て

・
古
代
で
は
「
古
代
国
家
の
展
開
」
、
中
世
で
は
「
室
町
幕
府
と
下
剋
上
」
、

・
「
身
分
制
の
廃
止
と
四
民
平
等
」
な
ど
で
部
落
差
別
に
関
す
る
内
容
を
取

近
世
で
は
「
中
世
か
ら
近
世
へ
」
「
江
戸
幕
府
の
成
立
と
東
ア
ジ
ア
」
、
近

り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
強
ま
る
戦
時
体
制
」
な
ど
で
在
日
韓
国
・
朝

代
で
は
「
欧
米
の
発
展
と
ア
ジ
ア
の
植
民
地
化
」
「
第
一
次
世
界
大
戦
と

鮮
人
の
人
々
、
「
差
別
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
」
な
ど
で
女
性
、
「
ア
イ
ヌ

戦
後
の
世
界
」
「
第
二
次
世
界
大
戦
と
日
本
」
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

と
沖
縄
の
近
代
と
現
代
」
な
ど
で
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
内
容
を
取
り
上
げ
て

の
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
で
は

い
る
。
さ
ら
に
、「
公
害
克
服
の
歴
史
を
調
べ
る
」
な
ど
で
環
境
問
題
、「
多

「
平
和
と
民
主
化
へ
の
動
き
」
「
国
際
化
す
る
世
界
と
日
本
」
で
国
際
社

極
化
す
る
世
界
と
日
本
」
な
ど
で
地
域
紛
争
や
テ
ロ
な
ど
、
様
々
な
人
権

会
に
お
け
る
我
が
国
の
役
割
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

問
題
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

・
歴
史
を
、
過
去
と
現
在
と
い
う
一
連
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
で
大
観
さ
せ

・
知
識
の
定
着
を
図
る
た
め
に
、
各
単
元
に
「
ま
と
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と

て
い
る
。
ま
た
、
ワ
イ
ド
コ
ラ
ム
を
設
け
、
「
我
が
国
の
歴
史
の
大
き
な

い
う
言
語
活
動
を
促
す
ま
と
め
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

流
れ
」
が
理
解
で
き
る
よ
う
記
述
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ま
と
め
学
習
で

各
章
の
「
ま
と
め
」
と
し
て
、
用
語
を
1
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
た
「
歴
史
豆

学
習
し
た
内
容
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
て
い
る
。

辞
典
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

○
人
物
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

2
2
5

・
人
物
2
6
5
名
（
う
ち
外
国
人
4
7
名
）
、
文
化
遺
産
2
1
件
（
う
ち
外
国
関
係
４

・
時
代
の
特
色
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
、
2
0
0
字
～
4
0
0
字
程

件
）
。

度
の
作
文
を
書
か
せ
る
「
ひ
と
こ
と
」
作
文
の
コ
ー
ナ
ー
や
、
意
見
交
換

自
由
社

○
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て

会
を
す
す
め
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

・
古
代
で
は
「
古
代
国
家
の
形
成
」
、
中
世
で
は
「
武
家
政
治
の
展
開
」
、
近

○
人
権
の
歴
史
に
つ
い
て

世
で
は
「
戦
国
時
代
か
ら
天
下
統
一
へ
」
「
江
戸
幕
府
の
政
治
」
、
近
代
で

・
「
四
民
平
等
」
な
ど
で
部
落
差
別
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

は
、
「
欧
米
諸
国
の
ア
ジ
ア
進
出
」
「
第
一
次
世
界
大
戦
と
そ
の
影
響
」
「
第

ま
た
、
「
国
民
の
動
員
」
で
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
人
々
、
「
大
正
デ
モ
ク

二
次
世
界
大
戦
と
日
本
」
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
国
際
関
係

ラ
シ
ー
と
社
会
運
動
」
な
ど
で
女
性
、
「
朝
鮮
・
琉
球
・
蝦
夷
地
」
な
ど

や
文
化
交
流
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
で
は
「
占
領
と
冷

で
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
社
会
問
題

戦
」
「
高
度
経
済
成
長
と
日
本
の
発
展
」
で
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国

の
発
生
」
な
ど
で
環
境
問
題
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
記
述
し

の
役
割
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

て
い
る
。
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社
会
（
歴
史
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

・
各
時
代
の
歴
史
の
流
れ
が
つ
か
め
る
よ
う
に
「
歴
史
絵
巻
」
が
設
け
ら
れ

・
学
習
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
「
人
物
コ
ラ
ム
」
「
な
で

て
い
る
。
ま
た
、
各
時
代
を
象
徴
す
る
歴
史
的
事
象
を
「
○
○
の
世
界
へ

し
こ
日
本
史
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

よ
う
こ
そ
！
」
で
取
り
上
げ
、
時
代
の
特
色
の
理
解
を
促
し
て
い
る
。

い
る
。
ま
た
、
「
課
題
学
習
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
調
べ
方
や
ま
と
め
方

○
人
物
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て

な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
人
物
4
3
6
名
（
う
ち
外
国
人
7
6
名
）
、
文
化
遺
産
2
6
件
（
う
ち
外
国
関
係
９

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

2
2
7

件
）
。

・
「
学
習
の
ま
と
め
」
で
、
各
時
代
を
代
表
す
る
人
物
や
歴
史
的
事
象
を
取

○
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て

り
上
げ
、
自
分
の
言
葉
で
各
時
代
の
特
色
を
表
現
す
る
学
習
課
題
を
掲
載

育
鵬
社

・
古
代
で
は
「
『
日
本
』
の
国
の
成
り
立
ち
」
、
中
世
で
は
「
武
家
政
治
の
動

し
て
い
る
。

き
」
、
近
世
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
出
会
い
」
「
江
戸
幕
府
の
政
治
」
、

○
人
権
の
歴
史
に
つ
い
て

近
代
で
は
「
欧
米
諸
国
の
進
出
と
幕
末
の
危
機
」
「
第
一
次
世
界
大
戦
前

・
「
身
分
制
の
改
革
」
な
ど
で
部
落
差
別
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
い

後
の
日
本
と
世
界
」
「
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
日
本
と
世
界
」
な

る
。
ま
た
、「
国
家
総
動
体
制
」
な
ど
で
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
人
々
、「
社

ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て
記
述
し
て
い

会
運
動
の
高
ま
り
」
な
ど
で
女
性
、
「
蝦
夷
地
と
の
交
易
」
な
ど
で
ア
イ

る
。
ま
た
、
現
代
で
は
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
民
主
化
と
再
建
」
「
経

ヌ
の
人
々
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
財
閥
の
成
長
と
労

済
大
国
・
日
本
の
国
際
的
役
割
」
で
我
が
国
の
国
際
的
役
割
に
つ
い
て
記

働
者
」
な
ど
で
環
境
問
題
、
「
冷
戦
の
終
結
」
な
ど
で
地
域
紛
争
や
テ
ロ

述
し
て
い
る
。

な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

・
学
習
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
時
代
を
象
徴
す
る
人
物

・
歴
史
の
大
き
な
流
れ
が
つ
か
め
る
よ
う
に
、
原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
各
部

や
地
域
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設

で
学
習
課
題
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
的
事
象
へ
の
関
心
を
高
め

け
て
い
る
。
ま
た
、
章
末
の
「
歴
史
を
体
験
す
る
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

る
た
め
に
、
各
章
の
初
め
に
時
代
を
象
徴
す
る
写
真
資
料
な
ど
を
取
り
上

体
験
活
動
の
手
順
や
歴
史
学
習
の
手
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

げ
て
い
る
。

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

○
人
物
や
文
化
遺
産
に
つ
い
て

・
「
学
習
の
ま
と
め
」
で
は
討
論
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
言
葉
で
各
時
代

2
2
9

・
人
物
3
5
6
名
（
う
ち
外
国
人
1
2
5
名
）
、
文
化
遺
産
2
1
件
（
う
ち
外
国
関
係

の
特
色
を
説
明
し
た
り
、
班
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
り
す
る
学

９
件
）
。

習
課
題
を
掲
載
し
て
い
る
。

学
び
舎

○
国
際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て

○
人
権
の
歴
史
に
つ
い
て

・
古
代
で
は
「
日
本
の
古
代
国
家
」
、
中
世
で
は
「
武
士
の
世
」
、
近
世
で
は

・
「
古
い
身
分
の
廃
止
と
新
し
い
身
分
」
な
ど
で
部
落
差
別
に
関
す
る
内
容

「
世
界
が
つ
な
が
る
時
代
」
、
近
代
で
は
「
世
界
は
近
代
へ
」
「
帝
国
主
義

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
帰
れ
な
い
人
び
と
」
な
ど
で
在
日
韓
国

の
時
代
」
「
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
代
」
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
国

・
朝
鮮
人
の
人
々
、
「
女
性
た
ち
が
団
結
す
べ
き
と
き
が
き
た
」
な
ど
で

際
関
係
や
文
化
交
流
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
で
は
「
現

女
性
、
「
昆
布
を
と
る
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
」
な
ど
で
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
内

代
の
日
本
と
世
界
」
で
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
役
割
に
つ
い
て
記

容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
日
本
列
島
を
お
お
う
公
害
」
な
ど

述
し
て
い
る
。

で
環
境
問
題
、
「
冷
戦
の
終
結
と
そ
の
後
の
世
界
」
な
ど
で
地
域
紛
争
や

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

テ
ロ
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
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社
会
（
公
民
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
私

私
私

私
よ

統
写

文
図

地
コ

索
ペ

た
た

た
た

り
計

真
書

版
図

ラ
引

－

ち
ち

ち
ち

よ
資

・
資

資
ム

ジ
と

と
と

と
い

料
挿

料
料

現
経

政
国

社
絵

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

代
済

治
際

会
社

社
を

会
会

目
の

指
発
行
者
の

諸
し

番
号
・
略
称

課
て

題

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
見
開
き
ご
と
に
「
学
習
課
題
」
を
掲
示
し
、
説
明
・
要
約
な
ど
の
言
語
活

動
に
よ
っ
て
学
習
内
容
を
ま
と
め
る
「
確
認
」
を
設
定
し
て
い
る
。

２
・
各
章
末
に
学
習
し
た
知
識
や
概
念
を
確
認
す
る
「
こ
の
章
の
学
習
を
確
認

2
5
4
2
8
5
0
8
4
3
7
8

8
2
1
8
7
9
2
2
0
2
4
4
6
5
6
6

し
よ
う
」
を
設
定
し
て
い
る
。

東
書

・
学
習
内
容
を
深
め
る
た
め
に
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
行
う
作
業
や
活
動
を

示
し
た
「
公
民
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻
頭
に
「
現
代
社
会
の
歩
み
」
と
い
う
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
参
考
法
令
と
、
「
日
本
の
無
形
文
化
遺
産
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
見
開
き
ご
と
に
学
習
課
題
を
発
問
形
式
で
提
示
し
、
学
習
内
容
を
整
理
す

る
た
め
の
「
ふ
り
か
え
る
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
定
し
て
い
る
。

1
7

・
各
章
末
に
、
学
習
内
容
を
振
り
返
る
た
め
の
「
学
習
の
ま
と
め
と
表
現
」

2
5
6
2
2
6
0
8
4
3
0
8

5
4
1
7
0
2
1
7
4

1
2
0
5
0
7

を
設
定
し
て
い
る
。

教
出

・
学
習
に
関
連
す
る
話
題
か
ら
身
近
な
話
題
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
と
し
て
、

「
公
民
の
窓
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
「
日
本
と
世
界
の
歩
み
」
と
い
う
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
参
考
法
令
を
掲
載
し
て
い
る
。
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社
会
（
公
民
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
私

私
私

私
よ

統
写

文
図

地
コ

索
ペ

た
た

た
た

り
計

真
書

版
図

ラ
引

－

ち
ち

ち
ち

よ
資

・
資

資
ム

ジ
と

と
と

と
い

料
挿

料
料

現
経

政
国

社
絵

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

代
済

治
際

会
社

社
を

会
会

目
の

指
発
行
者
の

諸
し

番
号
・
略
称

課
て

題

・
Ｂ
５
判
。

・
見
開
き
ご
と
に
学
習
の
ね
ら
い
を
発
問
形
式
で
提
示
し
て
い
る
。

・
各
編
の
最
後
に
、
学
習
内
容
を
振
り
返
る
た
め
の
「
ま
と
め
」
を
設
定
し

3
5

て
い
る
。

2
3
0
1
8
6
2
7
4
1
3
1
5
5
6
1
6
8
2
5
7
5

3
2
5
5
0
7
･
学
習
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
、
図
版
や
写
真
資
料
を
も
と
に
解
説
す
る
「
も

清
水

っ
と
知
り
た
い
公
民
」
や
、
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る
「
深
め
る
公
民
」
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
紹
介
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
「
現
代
社
会
の
う
ご
き
」
の
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
参
考
法
令
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
見
開
き
ご
と
に
「
学
習
課
題
」
を
提
示
し
、
学
習
内
容
を
整
理
す
る
「
確

認
し
よ
う
」
「
説
明
し
よ
う
」
を
設
定
し
て
い
る
。

4
6

・
学
習
内
容
に
関
連
し
た
実
社
会
の
事
例
を
紹
介
す
る
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」

2
4
2
2
8
5
0
8
4
3
7
8

6
9

9
2
3
6
1
5
6
3
7
3
8
2
2

を
掲
載
し
て
い
る
。

帝
国

・
１
～
２
章
ご
と
に
学
習
し
た
内
容
を
整
理
す
る
た
め
の
「
学
習
を
ふ
り
か

え
ろ
う
」
を
設
定
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
参
考
法
令
と
、
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
歩
み
」
を
年
表
と
し
て

掲
載
し
て
い
る
。
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社
会
（
公
民
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
私

私
私

私
よ

統
写

文
図

地
コ

索
ペ

た
た

た
た

り
計

真
書

版
図

ラ
引

－

ち
ち

ち
ち

よ
資

・
資

資
ム

ジ
と

と
と

と
い

料
挿

料
料

現
経

政
国

社
絵

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

代
済

治
際

会
社

社
を

会
会

目
の

指
発
行
者
の

諸
し

番
号
・
略
称

課
て

題

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
見
開
き
ご
と
に
「
学
習
課
題
」
を
提
示
し
、
学
習
内
容
を
振
り
返
る
た
め

の
「
学
習
の
確
認
と
活
用
」
を
設
定
し
て
い
る
。

1
1
6

・
学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ
ム
と
し
て
、「
公
民
プ
ラ
ス
α
」

2
6
4
3
0
5
6
8
8
3
0
1
2
8
7
1
5
0
6
2
2
0
2
3
5
7
5
4
4

を
掲
載
し
て
い
る
。

日
文

・
各
編
の
章
末
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
公
民
」
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
習
得
し
た
知

識
と
「
見
方
や
考
え
方
」
の
活
用
場
面
を
設
定
し
て
い
る
。

・
巻
頭
に
「
日
本
の
現
代
史
年
表
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
参
考
法
令
と
、
用
語
解
説
・
類
似
用
語
集
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
Ｂ
５
判
。

・
見
開
き
ご
と
に
学
習
課
題
を
提
示
し
、
「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
」
で
学
習

内
容
の
要
点
を
示
し
て
い
る
。

2
2
5

･
学
習
内
容
へ
の
関
心
や
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
「
ミ
ニ
知
識
」
や

2
4
0
3
6
3
6
7
0
3
4
1
8
5
3
1
5
3
5
1
7
9

1
2
4
6
4
1

「
も
っ
と
知
り
た
い
」
を
設
定
し
て
い
る
。

自
由
社

・
各
章
末
に
学
習
内
容
を
再
確
認
し
、
さ
ら
に
発
展
的
な
学
習
へ
と
つ
な
げ

る
た
め
に
「
学
習
の
ま
と
め
と
発
展
」
を
設
定
し
て
い
る
。

・
巻
頭
に
「
世
界
に
誇
る
日
本
の
先
端
技
術
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
参
考
法
令
と
、
「
わ
が
国
の
領
域
」
の
図
版
を
掲
載
し
て
い
る
。
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社
会
（
公
民
的
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
私

私
私

私
よ

統
写

文
図

地
コ

索
ペ

た
た

た
た

り
計

真
書

版
図

ラ
引

－

ち
ち

ち
ち

よ
資

・
資

資
ム

ジ
と

と
と

と
い

料
挿

料
料

現
経

政
国

社
絵

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

代
済

治
際

会
社

社
を

会
会

目
の

指
発
行
者
の

諸
し

番
号
・
略
称

課
て

題

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
見
開
き
ご
と
に
学
習
の
ね
ら
い
を
発
問
形
式
で
提
示
し
て
い
る
。

・
各
章
末
に
「
学
習
の
ま
と
め
」
を
設
定
し
て
い
る
。

2
2
7

・
学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
コ
ラ
ム
と
し
て
、
「
理
解
を
深
め
よ

2
5
6
3
4
5
0
7
8
2
5
1
3
7
4
1
9
1
9
3
1
3
4
1
5
4
5
5
4

う
」
「
考
え
よ
う
」
を
掲
載
し
、
「
や
っ
て
み
よ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

育
鵬
社

定
し
て
い
る
。

・
「
戦
後
の
日
本
と
世
界
の
主
な
で
き
ご
と
」
の
年
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
参
考
法
令
と
、
「
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
て
」
の
写
真
資
料

を
掲
載
し
て
い
る
。
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社
会
（
公
民
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

・
「
地
球
社
会
と
私
た
ち
」
で
「
国
際
社
会
の
仕
組
み
」
や
「
さ
ま
ざ
ま
な

・
現
代
社
会
の
特
色
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
「
情
報
化
」
「
少
子
高
齢
化
」
な

国
際
問
題
」
「
こ
れ
か
ら
の
地
球
社
会
と
日
本
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

ど
で
取
り
上
げ
、
現
代
日
本
の
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
た
り
、
「
私

・
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
を
、「
公
民
に
ア
ク
セ
ス
」
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

た
ち
の
生
活
と
文
化
の
役
割
」
「
暮
ら
し
に
生
き
る
伝
統
文
化
」
な
ど
で

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

我
が
国
の
伝
統
文
化
に
関
心
を
も
た
せ
た
り
し
て
い
る
。

・
「
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
」
に
つ
い
て
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
を

○
民
主
政
治
の
意
義
、
国
民
生
活
の
向
上
と
経
済
活
動
と
の
関
わ
り
及
び
現

養
う
た
め
に
、
学
校
や
住
民
同
士
で
の
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
を
事
例
と
し
て

２
代
の
社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
い
る
。

・
「
個
人
の
尊
重
と
日
本
国
憲
法
」
で
憲
法
や
権
利
に
つ
い
て
、
「
現
代
の
民

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

東
書

主
政
治
」
「
国
の
政
治
の
仕
組
み
」
「
地
方
自
治
と
私
た
ち
」
で
政
治
内
容

・
終
章
「
よ
り
良
い
社
会
を
目
指
し
て
」
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
員
制
度
や
司
法
制
度
改
革
に
つ

向
け
た
課
題
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
手
順
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

い
て
も
記
述
し
て
い
る
。

・
「
確
認
」
で
自
分
の
考
え
を
説
明
し
た
り
、
深
め
た
り
す
る
課
題
を
設
定

・
「
消
費
生
活
と
経
済
」
「
生
産
と
労
働
」
「
価
格
の
働
き
と
金
融
」
「
政
府
の

し
て
い
る
。

役
割
と
国
民
の
福
祉
」
な
ど
で
経
済
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

○
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て

・
「
現
代
社
会
の
特
色
と
私
た
ち
」
「
私
た
ち
の
生
活
と
文
化
」
「
現
代
社
会

・
部
落
差
別
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ
の
差
別
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の
差
別
、

の
見
方
や
考
え
方
」
で
現
代
生
活
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

男
女
平
等
、
障
害
者
の
権
利
に
つ
い
て
、
「
人
権
と
共
生
社
会
」
な
ど
で

○
国
際
協
調
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
い
る
。

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
国
際
協
調
に
つ
い
て

・
現
代
社
会
の
特
色
を
「
つ
な
が
る
私
た
ち
と
世
界
」
「
世
代
を
超
え
た
つ

・
「
国
際
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
」
で
「
国
際
社
会
と
国
家
」
や
「
国
際
社

な
が
り
へ
」
な
ど
で
取
り
上
げ
、
現
代
日
本
の
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高

会
が
抱
え
る
課
題
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

め
た
り
、
「
理
解
し
、
尊
重
し
合
う
こ
と
」
な
ど
で
我
が
国
の
伝
統
文
化

・
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
を
、「
読
ん
で
深
く
考
え
よ
う
」
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
｡

に
関
心
を
も
た
せ
た
り
し
て
い
る
。

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

○
民
主
政
治
の
意
義
、
国
民
生
活
の
向
上
と
経
済
活
動
と
の
関
わ
り
及
び
現

・
「
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
」
に
つ
い
て
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
を

1
7

代
の
社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て

養
う
た
め
に
、
正
社
員
・
非
正
規
社
員
の
格
差
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車
場

・
「
人
間
を
尊
重
す
る
日
本
国
憲
法
」
で
憲
法
や
権
利
に
つ
い
て
、
「
民
主
主

問
題
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

教
出

義
と
日
本
の
政
治
」
「
司
法
権
の
独
立
と
裁
判
」
「
地
方
自
治
と
住
民
の
参

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

加
」
で
政
治
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
員
制
度
や
司

・
身
近
な
社
会
的
事
象
を
テ
ー
マ
に
し
た
討
論
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

法
制
度
改
革
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。

行
う
「
言
葉
で
伝
え
合
お
う
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
「
消
費
生
活
と
市
場
経
済
」
「
生
産
の
し
く
み
と
企
業
・
金
融
」
「
財
政
と

○
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て

政
府
の
役
割
」
で
経
済
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

・
部
落
差
別
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ
の
差
別
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の
差
別
、

・
「
私
た
ち
が
生
き
る
現
代
社
会
」
「
現
代
に
つ
な
が
る
伝
統
と
文
化
」
「
私

男
女
平
等
、
障
害
者
の
権
利
に
つ
い
て
、
「
法
の
下
の
平
等
と
は
」
な
ど
で

た
ち
が
つ
く
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
」
で
現
代
生
活
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

取
り
上
げ
て
い
る
。
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社
会
（
公
民
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

・
「
こ
ん
に
ち
の
国
際
社
会
」
で
「
国
際
政
治
の
し
く
み
」
や
「
国
際
社
会

・
現
代
社
会
の
特
色
を
「
少
子
高
齢
社
会
の
未
来
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時

の
課
題
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

代
」
な
ど
で
取
り
上
げ
、
現
代
日
本
の
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
た
り
、
・
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
。

「
私
た
ち
の
生
活
と
文
化
」
な
ど
で
我
が
国
の
伝
統
文
化
に
関
心
を
も
た

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

せ
た
り
し
て
い
る
。

・
「
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
」
に
つ
い
て
は
、
平
日
の
体
育
館
の
利
用

○
民
主
政
治
の
意
義
、
国
民
生
活
の
向
上
と
経
済
活
動
と
の
関
わ
り
及
び
現

方
法
な
ど
の
身
近
な
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

3
5

代
の
社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

・
「
人
権
の
尊
重
と
日
本
国
憲
法
」
で
憲
法
や
権
利
に
つ
い
て
、「
国
民
主
権
」
・
各
編
の
終
わ
り
に
、
学
習
内
容
に
関
わ
る
語
句
に
つ
い
て
説
明
す
る
問
題

清
水

「
平
和
主
義
」
で
政
治
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
員
制

を
掲
載
し
て
い
る
。

度
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。

・
「
卒
業
論
文
を
書
い
て
み
よ
う
」
で
、
テ
ー
マ
設
定
の
方
法
、
調
査
方
法

・
「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
経
済
」
「
生
産
の
し
く
み
と
企
業
」
「
政
府
の
役
割

な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
。

と
財
政
」
「
社
会
保
障
と
福
祉
の
充
実
」
で
経
済
内
容
に
つ
い
て
記
述
し

○
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て

て
い
る
。

・
部
落
差
別
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ
の
差
別
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の
差
別
、

・
「
私
た
ち
と
現
代
社
会
」
で
現
代
生
活
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

男
女
平
等
、
障
害
者
の
権
利
に
つ
い
て
、
「
平
等
権
(
１
)
(
２
)
」
な
ど
で

○
国
際
協
調
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
い
る
。

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

方
」
で
現
代
生
活
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

・
現
代
社
会
の
特
色
を
「
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
代
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

○
国
際
協
調
に
つ
い
て

進
む
現
代
」
な
ど
で
取
り
上
げ
、
現
代
日
本
の
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高

・
「
私
た
ち
と
国
際
社
会
」
で
「
世
界
平
和
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
や
「
環

め
た
り
、
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
」
「
文
化
の
継
承
と
創
造
」
な
ど
で
我
が

境
問
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

国
の
伝
統
文
化
に
関
心
を
も
た
せ
た
り
し
て
い
る
。

・
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
を
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

○
民
主
政
治
の
意
義
、
国
民
生
活
の
向
上
と
経
済
活
動
と
の
関
わ
り
及
び
現

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

4
6

代
の
社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て

・
「
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
」
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
起
こ
っ

・
「
民
主
主
義
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
「
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

て
い
る
問
題
を
事
例
と
し
て
掲
載
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
の
方
法

帝
国

「
国
民
と
し
て
国
の
政
治
を
考
え
よ
う
」
「
住
民
と
し
て
地
方
自
治
に
つ
い

を
取
り
上
げ
て
い
る
。

て
考
え
よ
う
」
で
政
治
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
員

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

制
度
や
司
法
制
度
改
革
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。

・
「
持
続
可
能
な
社
会
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
で
1
0
0
0
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト

・
「
私
た
ち
の
生
活
と
経
済
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
「
消
費
者
と
し
て
経
済
を

を
作
成
す
る
課
題
学
習
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
。

考
え
よ
う
」
「
企
業
を
通
し
て
経
済
を
考
え
よ
う
」
「
納
税
者
と
し
て
経
済

○
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て

を
考
え
よ
う
」
で
経
済
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

・
部
落
差
別
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ
の
差
別
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の
差
別
、

・
「
私
た
ち
の
生
き
る
現
代
社
会
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
「
私
た
ち
の
生
活
と

男
女
平
等
、
障
害
者
の
権
利
に
つ
い
て
、
「
現
代
社
会
に
残
る
差
別
」
な

文
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
「
私
た
ち
の
生
き
る
現
代
社
会
の
見
方
・
考
え

ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
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社
会
（
公
民
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

・
「
私
た
ち
と
国
際
社
会
」
で
「
国
家
と
国
際
社
会
」
や
「
国
際
社
会
の
課

・
「
少
子
高
齢
化
の
社
会
と
日
本
の
挑
戦
」
「
進
む
情
報
化
と
変
わ
る
私
た
ち

題
と
私
た
ち
の
取
り
組
み
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

の
社
会
」
な
ど
で
現
代
日
本
の
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
た
り
、
「
受

・
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
記
述
が
あ
る
。

け
つ
ぎ
、
創
造
す
る
日
本
の
伝
統
・
文
化
」
な
ど
で
我
が
国
の
伝
統
と
文

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

化
に
関
心
を
も
た
せ
た
り
し
て
い
る
。

・
「
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
」
や
問
題
解
決
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

○
民
主
政
治
の
意
義
、
国
民
生
活
の
向
上
と
経
済
活
動
と
の
関
わ
り
及
び
現

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
議
論
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど

1
1
6

代
の
社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て

の
学
習
方
法
を
用
い
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
公
民
」
を
設
け
て
い
る
。

・
「
個
人
の
尊
重
と
日
本
国
憲
法
」
で
憲
法
や
権
利
に
つ
い
て
、
「
国
民
主
権

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

日
文

と
日
本
の
政
治
」
で
政
治
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判

・
終
編
「
私
た
ち
の
課
題
」
で
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
て
、
具
体
的
な

員
制
度
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
と
レ
ポ
ー
ト
作
成
手
順
を
掲
示
し
て
い
る
。

・
「
消
費
生
活
と
経
済
の
し
く
み
」
「
金
融
の
し
く
み
と
お
金
の
価
値
」
「
財

○
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て

政
と
国
民
の
福
祉
」
な
ど
で
経
済
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

・
部
落
差
別
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ
の
差
別
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の
差
別
、

・
「
私
た
ち
が
生
き
る
現
代
社
会
の
特
色
」
「
現
代
社
会
の
文
化
と
私
た
ち
」

男
女
平
等
、
障
害
者
の
権
利
に
つ
い
て
、
「
等
し
く
生
き
る
権
利
」
な
ど

で
現
代
生
活
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

で
取
り
上
げ
て
い
る
。
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」
で
は
、

○
国
際
協
調
に
つ
い
て

点
字
の
実
物
教
材
を
掲
載
し
て
い
る
。

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

・
序
章
「
現
代
日
本
の
自
画
像
」
の
「
人
類
の
歴
史
と
国
家
」
「
グ
ロ
ー
バ

・
「
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
」
に
つ
い
て
は
、
「
学
校
と
ル
ー
ル
」
で
学

ル
化
が
進
む
世
界
」
「
文
化
の
継
承
と
創
造
」
な
ど
で
我
が
国
に
対
す
る

校
生
活
で
の
部
活
動
の
体
育
館
利
用
を
事
例
と
し
て
、
ま
た
、
「
共
同
社

関
心
を
高
め
た
り
我
が
国
の
伝
統
文
化
に
関
心
を
も
た
せ
た
り
し
て
い
る
。

会
と
利
益
社
会
」
で
効
率
と
公
正
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

○
民
主
政
治
の
意
義
、
国
民
生
活
の
向
上
と
経
済
活
動
と
の
関
わ
り
及
び
現

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

代
の
社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て

・
章
末
ご
と
に
「
学
習
の
ま
と
め
」
と
し
て
、
単
元
ご
と
に
重
要
語
句
を
活

2
2
5

・
「
立
憲
国
家
と
国
民
」
「
日
本
国
憲
法
と
立
憲
的
民
主
政
治
」
で
政
治
内
容

用
し
て
1
0
0
～
2
0
0
字
程
度
で
内
容
整
理
す
る
学
習
活
動
を
設
け
て
い
る
。

を
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
学
習
の
発
展
」
で
は
4
0
0
字
程
度
で
ま
と
め
る
発
展
学
習
に
つ
い

自
由
社

・
「
国
民
生
活
と
経
済
」
で
経
済
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

て
掲
載
し
て
い
る
。

・
「
現
代
日
本
の
自
画
像
」
「
個
人
と
社
会
生
活
」
で
現
代
生
活
に
つ
い
て
記

・
レ
ポ
ー
ト
、
卒
業
論
文
の
作
成
方
法
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
実
践
例
を
終
章
の

述
し
て
い
る
。

「
課
題
の
探
求
」
に
掲
載
し
て
い
る
。

○
国
際
協
調
に
つ
い
て

○
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て

・
「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
」
で
「
国
際
社
会
の
し
く
み
」
「
国
際
連
合
の

・
部
落
差
別
、
外
国
人
参
政
権
の
権
利
に
つ
い
て
、
「
も
っ
と
知
り
た
い
」

は
た
ら
き
と
国
際
政
治
」
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
障
害
者
の
権
利
な
ど
に
つ
い
て
、
「
社

・
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
を
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

会
資
本
の
充
実
」
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
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社
会
（
公
民
的
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
本
的
な
目
標
の
達
成
に
つ
い
て

・
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
を
「
理
解
を
深
め
よ
う
」
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

・
現
代
社
会
の
特
色
を
「
私
の
家
庭
と
少
子
高
齢
化
」
「
世
界
と
か
か
わ
る

○
能
力
と
態
度
の
育
成
に
つ
い
て

私
」
な
ど
で
取
り
上
げ
、
現
代
日
本
の
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
た
り
、
・
「
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
」
に
つ
い
て
、
文
化
祭
の
劇
に
お
け
る
主

「
文
化
の
意
義
と
影
響
」
「
日
本
の
伝
統
文
化
」
な
ど
で
我
が
国
の
伝
統
文

役
の
選
定
や
家
族
旅
行
の
行
き
先
な
ど
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

化
に
関
心
を
も
た
せ
た
り
し
て
い
る
。

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て

○
民
主
政
治
の
意
義
、
国
民
生
活
の
向
上
と
経
済
活
動
と
の
関
わ
り
及
び
現

・
課
題
設
定
の
た
め
の
ウ
ェ
ビ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
活
用
や
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

2
2
7

代
の
社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て

ョ
ン
に
よ
る
発
表
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
方
法
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
「
私
た
ち
の
生
活
と
政
治
－
日
本
国
憲
法
の
基
本
原
則
－
」
で
憲
法
や
権

・
「
社
会
科
の
ま
と
め
」
で
「
テ
ー
マ
を
決
め
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
よ
う
」

育
鵬
社

利
に
つ
い
て
、
「
－
民
主
政
治
と
政
治
参
加
－
」
で
政
治
内
容
に
つ
い
て

と
い
う
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い
る
。

記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。

・
新
聞
の
社
説
を
比
較
す
る
調
査
活
動
や
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
裁
判
の
傍
聴
な

・
「
私
た
ち
の
生
活
と
経
済
」
で
経
済
内
容
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

ど
の
学
習
方
法
を
「
や
っ
て
み
よ
う
」
に
掲
載
し
て
い
る
。

・
「
私
た
ち
の
生
活
と
現
代
社
会
」
で
現
代
生
活
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

○
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て

○
国
際
協
調
に
つ
い
て

・
部
落
差
別
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ
の
差
別
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の
差
別
、

・
「
私
た
ち
と
国
際
社
会
の
課
題
」
で
「
国
家
と
国
際
社
会
」
や
「
持
続
可

男
女
平
等
、
障
害
者
の
権
利
に
つ
い
て
「
と
も
に
生
き
る
た
め
に
」
や
「
理

能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

解
を
深
め
よ
う
」
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
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地
図

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

項
目

総
基

主
日

世
統

索
写

統
図

基
基

主
主

鳥
国

ペ
本

題
本

界
計

引
真

計
版

本
本

題
題

瞰
旗

－

図
図

全
全

資
・

資
資

図
図

図
図

図
掲

ジ
図

図
料

絵
料

料
載

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

世
世

画
世

日
世

日
国

界
界

資
界

本
界

本
数

発
行
者
の

日
日

料
番
号
・
略
称

本
本

・
色
調
は
、
彩
度
を
落
と
し
た
色
調
の
黄
色
、
緑
色
、
茶
色
な

ど
に
よ
る
等
高
段
彩
表
現
と
レ
リ
ー
フ
表
現
を
用
い
て
い
る
。

・
基
本
図
の
ペ
ー
ジ
に
は
「
注
目
し
た
い
記
号
」
を
例
示
し
て

２
い
る
。

1
8
4
6
2
9
1
1

3
1
0
1
3
1
9
6
7
8
2
0
2
0
4
3
1
1
8
1
2
0
3
1
9
6
・
テ
ー
マ
資
料
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
ジ
ャ
ン
プ
」
と
表
記
し
て

東
書

関
連
す
る
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。

・
「
日
本
の
災
害
と
防
災
」
に
つ
い
て
、
特
設
の
ペ
ー
ジ
を
設

け
て
い
る
。

・
北
方
領
土
、
竹
島
、
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
は
、
端
島
の
写
真

と
と
も
に
日
本
固
有
の
領
土
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

・
色
調
は
黄
緑
や
茶
色
に
よ
る
等
高
段
彩
表
現
と
レ
リ
ー
フ
表

現
を
用
い
て
い
る
。

・
基
本
図
な
ど
の
ペ
ー
ジ
に
、
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
表
記
し

4
6

て
、
学
習
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

1
7
6
6
8
8
3
1

3
7

9
1
5
4
1
0
1
2
3
2
7
3
5
1
2
3
1
2
1
2
7
1
9
6
・
基
本
図
や
資
料
図
に
は
、
「
地
図
を
見
る
目
」
と
し
て
地
図

帝
国

を
見
る
際
の
着
眼
点
を
提
示
し
て
い
る
。

・
「
日
本
の
災
害
と
防
災
」
に
つ
い
て
、
資
料
図
の
中
に
特
設

ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

・
北
方
領
土
、
竹
島
、
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
は
、
写
真
と
と
も

に
日
本
固
有
の
領
土
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
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地
図

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
構
成
上
の
特
徴
に
つ
い
て

○
主
題
図
に
つ
い
て

・
こ
の
地
図
の
活
用
方
法
→
世
界
の
主
題
図
→
世
界
の
基
本
図
と
資
料
→
世

・
基
本
的
な
主
題
図
と
し
て
、
世
界
に
関
し
て
は
基
本
資
料
と
し
て
「
自
然

界
の
諸
地
域
→
日
本
の
諸
地
域
→
日
本
の
基
本
図
と
資
料
→
統
計
資
料
→

環
境
」
「
降
水
量
」
、
各
州
の
特
徴
的
な
主
題
図
を
載
せ
て
い
る
。

さ
く
い
ん
の
順
で
全
体
を
構
成
し
て
い
る
。

・
日
本
に
関
し
て
は
、
基
本
資
料
と
し
て
「
自
然
環
境
」
「
降
水
量
」
「
人

○
世
界
地
図
に
つ
い
て

口
密
度
」
「
工
業
」
「
農
業
」
と
、
テ
ー
マ
資
料
で
は
各
地
域
に
お
け
る

・
巻
頭
ペ
ー
ジ
で
世
界
の
国
々
を
大
観
で
き
る
よ
う
に
全
図
で
示
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
に
応
じ
た
主
題
図
を
載
せ
て
い
る
。

２
・
極
地
方
を
含
め
た
大
陸
地
図
を
示
し
て
い
る
。

○
地
球
儀
・
地
図
帳
の
活
用
に
つ
い
て

○
日
本
地
図
に
つ
い
て

・
「
こ
の
地
図
の
活
用
方
法
」
で
、
地
図
帳
の
活
用
方
法
を
示
し
て
い
る
。

東
書

・
地
方
別
の
基
本
図
を
1
0
0
万
分
の
１
の
縮
尺
で
、
北
海
道
は
南
北
に
分
け
た

・
世
界
の
基
本
図
と
し
て
、
地
球
儀
を
型
取
っ
た
位
置
図
を
掲
載
し
、
日
本

1
0
0
万
分
の
１
と
全
図
を
2
0
0
万
分
の
１
の
縮
尺
で
掲
載
し
て
い
る
。
東
京

の
基
本
図
に
は
八
方
位
を
掲
載
し
て
い
る
。

都
と
そ
の
周
辺
な
ど
は
5
0
万
分
の
１
の
縮
尺
で
掲
載
し
て
い
る
。

○
統
計
資
料
に
つ
い
て

・
「
災
害
」
に
つ
い
て
は
九
州
・
東
北
・
北
陸
で
取
り
上
げ
、
東
日
本
大
震

・
自
然
、
気
候
、
人
口
、
文
化
、
産
業
の
五
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
、
資
料

災
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る

図
、
帯
グ
ラ
フ
、
表
で
示
し
て
い
る
。

・
「
領
土
」
に
つ
い
て
は
日
本
全
体
の
基
本
図
に
お
い
て
、
竹
島
の
所
属
す

・
世
界
の
国
別
統
計
で
は
、
１
か
国
当
た
り
９
項
目
の
デ
ー
タ
を
、
日
本
の

る
県
名
を
掲
載
し
て
い
る
。

統
計
で
は
、
１
都
道
府
県
当
た
り
９
項
目
の
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
る
。

○
構
成
上
の
特
徴
に
つ
い
て

○
主
題
図
に
つ
い
て

・
地
図
帳
の
使
い
方
→
世
界
の
主
題
図
→
世
界
の
基
本
図
と
資
料
→
日
本
の

・
基
本
的
な
主
題
図
と
し
て
、
世
界
に
関
し
て
は
基
本
資
料
と
し
て
「
自
然

基
本
図
と
資
料
→
統
計
→
さ
く
い
ん
の
順
で
全
体
を
構
成
し
て
い
る
。

・
産
業
・
く
ら
し
」
「
気
温
・
降
水
量
」
「
人
口
密
度
」
、
各
州
に
お
け
る

○
世
界
地
図
に
つ
い
て

特
徴
の
あ
る
主
題
図
を
載
せ
て
い
る
。

・
巻
頭
ペ
ー
ジ
で
世
界
の
国
々
を
大
観
で
き
る
よ
う
に
全
図
で
示
し
て
い
る
。
・
日
本
に
関
し
て
は
、
基
本
資
料
と
し
て
「
自
然
・
産
業
・
暮
ら
し
」
「
農

・
「
大
陸
か
ら
日
本
を
見
わ
た
す
地
図
」
を
示
し
て
い
る
。

業
」
「
工
業
」
「
降
水
量
」
と
、
特
徴
的
な
主
題
図
を
載
せ
て
い
る
。

4
6

○
日
本
地
図
に
つ
い
て

○
地
球
儀
・
地
図
帳
の
活
用
に
つ
い
て

・
地
方
別
の
基
本
図
を
1
0
0
万
分
の
１
の
縮
尺
で
、
北
海
道
は
南
北
に
分
け
た

・
「
こ
の
地
図
帳
の
使
い
方
」
で
、
地
図
帳
の
活
用
方
法
を
示
し
て
い
る
。

帝
国

1
0
0
万
分
の
1
と
全
図
を
2
0
0
万
分
の
１
の
縮
尺
で
掲
載
し
て
い
る
。
東
京
都

・
世
界
の
基
本
図
に
地
球
儀
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
位
置
図
、
日
本
の
基
本
図
に

と
そ
の
周
辺
な
ど
は
5
0
万
分
の
１
の
縮
尺
で
掲
載
し
て
い
る
。

は
八
方
位
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
「
災
害
」
に
つ
い
て
は
防
災
の
コ
ー
ナ
ー
を
近
畿
・
関
東
・
中
部
・
東
北

○
統
計
資
料
に
つ
い
て

地
方
で
設
け
、
東
日
本
大
震
災
と
阪
神
淡
路
大
震
災
に
つ
い
て
も
取
り
上

・
自
然
、
気
候
、
世
界
、
日
本
の
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
、
帯
グ
ラ
フ
や

げ
て
い
る
。

表
で
示
し
て
い
る
。

・
「
領
土
」
に
つ
い
て
は
日
本
列
島
全
図
に
お
い
て
、
尖
閣
諸
島
、
竹
島
、

・
世
界
の
国
別
統
計
で
は
、
１
か
国
当
た
り
1
0
項
目
の
デ
ー
タ
を
、
日
本
の

国
後
島
の
写
真
と
所
属
す
る
道
県
名
を
掲
載
し
て
い
る
。

統
計
で
は
、
１
都
道
府
県
当
た
り
1
8
項
目
の
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
る
。

－36－



数
学

内
容
別
配
当

教
材
・
資
料

項
目

総
ペ
ー
ジ
数

等
の
分
量

ペ
数

図
関

資
個

ー ジ
と

形
数

料
に

式
の

応
内
示
学

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

活
じ

容
さ
習

発
行
者
の

用
た

の
れ
指

番
号
・
略
称

指
教
て
導

導
材
い
要

の
な
領

教
い
に

材

１
年

2
9
6
9
4

6
6

3
6

2
0
1
3
4

2

２
東
書

２
年

2
3
8
4
4

6
6

3
5

1
9
1
1
1

6

３
年

2
8
2
8
0

7
7

3
0

1
3
1
4
8

1
4

１
年

3
1
6
1
1
2
7
8

3
8

2
4
1
3
3

1
0

４
２
年

2
5
0
5
6

7
4

3
8

2
4
1
1
1

7
大
日
本

３
年

3
0
6
9
0

8
8

3
4

1
6
1
5
3

1
3

１
年

3
1
2
1
1
1
6
9

3
7

2
6
1
1
4

5

1
1

学
図

２
年

2
5
6
5
3

6
7

3
7

2
2

8
6

6

３
年

3
1
2
8
5

8
5

3
4

1
6
1
4
4

1
5

・
紙
面
で
は
確
認
し
に
く
い
動
的
な
内
容
を
、
ペ
ー
ジ
上
部
や
下
部
の
右
の
隅
に
｢
パ
ラ
パ
ラ
マ
ン

ガ
｣の
形
式
で
掲
載
し
て
い
る
。

・
本
文
の
側
注
に
吹
き
出
し
や
囲
み
、
図
解
な
ど
で
学
び
方
が
身
に
付
く
よ
う
に
問
題
解
決
の
進
め

方
を
示
し
て
い
る
。

・
各
学
年
の
巻
末
に
は
、
ミ
シ
ン
目
を
入
れ
て
切
り
取
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
教
材
が
あ
る
。

・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
｢
発
展
｣
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
使
用
す
る
文
字
の
大
き
さ
を
１
年
と
２
、
３
年
で
変
え
て
い
る
。

・
本
文
の
側
注
に
既
習
事
項
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
思
い
出
そ
う
」
を
設
け
て
い
る
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
箇
所
に
パ
ソ
コ
ン
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
各
学
年
の
巻
末
に
は
、
ミ
シ
ン
目
を
入
れ
て
切
り
取
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
教
材
が
あ
る
。

・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
｢
も
っ
と
数
学
！
｣
マ
ー
ク
を
付

け
て
い
る
。

・
側
注
に
学
年
間
の
つ
な
が
り
が
意
識
で
き
る
よ
う
に
「
振
り
返
り
」
を
提
示
し
た
り
、
生
徒
の
問

い
を
「
お
し
え
て
！
」
で
明
示
し
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
説
明
し
て
い
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
作
図
ソ
フ
ト
な
ど
が
活
用
で
き
る
問
題
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
マ
ー
ク
を
付
け
て
い

る
。

・
各
学
年
の
巻
末
に
は
、
ミ
シ
ン
目
を
入
れ
て
切
り
取
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
教
材
が
あ
る
。

・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
｢
発
展
｣
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。
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数
学

内
容
別
配
当

教
材
・
資
料

項
目

総
ペ
ー
ジ
数

等
の
分
量

ペ
数

図
関

資
個

ー ジ
と

形
数

料
に

式
の

応
内
示
学

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

活
じ

容
さ
習

発
行
者
の

用
た

の
れ
指

番
号
・
略
称

指
教
て
導

導
材
い
要

の
な
領

教
い
に

材

１
年

3
2
6
1
1
5
7
2

3
5

2
3
2
4
4

3

1
7

教
出

２
年

2
5
4
5
4

7
4

3
7

1
9
1
7
6

4

３
年

3
0
0
8
5

8
9

3
1

2
5
2
3
1

1
2

１
年

3
3
4
9
2

6
4

3
2

2
3
1
5
4

3

6
1

２
年

2
6
6
4
4

5
8

3
4

1
9
1
3
0

6
啓
林
館

３
年

3
4
0
7
4

8
0

2
8

1
3
1
8
6

9

１
年

2
8
4
9
8

6
2

3
0

2
2
1
2
3

5

1
0
4

数
研

２
年

2
3
0
4
8

6
2

3
4

1
7
1
1
5

4

３
年

2
8
8
8
0

8
0

2
8

1
3
1
3
9

1
0

・
章
の
初
め
に
は
問
題
形
式
で
既
習
事
項
を
確
認
す
る
「
〇
章
を
学
習
す
る
前
に
｣
を
、
章
の
終
わ

り
に
は
穴
埋
め
形
式
で
基
礎
的
・
基
本
的
な
事
項
を
確
認
す
る
｢
学
習
の
ま
と
め
｣
を
設
け
て
い
る
。

・
ペ
ー
ジ
下
部
に
「
数
学
メ
モ
」
が
あ
り
、
学
習
事
項
を
確
認
で
き
る
内
容
や
他
教
科
と
の
横
断
的

な
つ
な
が
り
等
を
示
し
て
い
る
。

・
各
学
年
の
巻
末
に
は
、
ミ
シ
ン
目
を
入
れ
て
切
り
取
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
教
材
が
あ
る
。

・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
｢
発
展
｣マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
全
体
を
本
冊
（
必
修
内
容
）
と
Ma
t
h
Na
v
i（
本
冊
の
学
習
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
、
深
め
た
構
成
）

に
分
け
て
い
る
。

・
本
文
の
側
注
に
学
習
事
項
の
ポ
イ
ン
ト
や
学
習
で
身
に
付
け
た
い
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
、
ミ
シ
ン
目
を
入
れ
て
切
り
取
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
教
材
（
１

年
、
３
年
）
が
あ
る
。

・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
｢
発
展
｣マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
巻
頭
に
既
習
事
項
を
ま
と
め
た
「
ク
イ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ジ
」
や
基
本
問
題
を
ま
と
め
た
「
ド
リ
ル
で

チ
ャ
ー
ジ
」
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
難
易
度
が
上
が
る
小
問
に
は
三
つ
葉
マ
ー
ク
を
付
け
て
い

る
。

・
本
文
の
側
注
に
は
、
既
習
事
項
と
密
接
に
関
係
す
る
箇
所
に
「
ふ
り
か
え
り
」
を
設
け
て
い
る
。

・
各
学
年
の
巻
末
に
は
、
ミ
シ
ン
目
を
入
れ
て
切
り
取
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
教
材
が
あ
る
。

・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
｢
発
展
｣マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。
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数
学

内
容
別
配
当

教
材
・
資
料

項
目

総
ペ
ー
ジ
数

等
の
分
量

ペ
数

図
関

資
個

ー ジ
と

形
数

料
に

式
の

応
内
示
学

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

活
じ

容
さ
習

発
行
者
の

用
た

の
れ
指

番
号
・
略
称

指
教
て
導

導
材
い
要

の
な
領

教
い
に

材

１
年

3
0
8
1
0
7
6
2

4
2

2
3
1
6
9

6

1
1
6

日
文

２
年

2
4
6
4
8

6
6

3
7

2
0
1
5
6

4

３
年

2
8
8
8
1

7
7

3
3

1
9
1
3
7

1
3

・
既
習
事
項
を
思
い
起
こ
す
た
め
の
「
次
の
章
を
学
ぶ
前
に
」
を
設
け
て
い
る
。

・
初
出
の
用
語
を
使
っ
た
具
体
例
を
「
表
現
の
例
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
習
慣
を
定

着
さ
せ
る
た
め
に
、
家
庭
学
習
を
促
す
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

・
巻
末
に
は
、
ミ
シ
ン
目
を
入
れ
て
切
り
取
り
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
教
材
（
１
年
、
３
年
）
が
あ

る
。

・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
｢
発
展
｣マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。
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数
学

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
基
礎
・
基
本
が
確
実
に
身
に
付
く
よ
う
に
例
と
同
じ
型
で
数
値
の
み
を
変

・
式
や
図
な
ど
を
使
っ
て
多
様
な
考
え
を
伝
え
合
い
深
め
て
い
く
言
語
活
動

え
た
問
題
「
た
し
か
め
」
を
設
け
て
い
る
。

を
通
し
て
、
数
学
的
な
思
考
力
や
表
現
力
を
育
成
す
る
「
学
び
合
い
の
ペ

・
多
く
見
ら
れ
る
誤
答
例
を
取
り
上
げ
、
同
じ
誤
り
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

ー
ジ
」
が
あ
る
。

「
ま
ち
が
い
例
」
を
示
し
て
い
る
。

○
数
学
を
活
用
す
る
こ
と
や
数
学
の
有
用
性
を
実
感
す
る
た
め
の
工
夫

・
巻
末
に
中
学
校
３
年
間
の
学
習
内
容
を
系
統
的
に
振
り
返
っ
て
確
認
で
き

・
社
会
や
職
業
に
お
け
る
数
学
の
活
用
を
「
数
学
の
ま
ど
」
や
「
社
会
と
つ

る
よ
う
に
「
学
び
の
つ
な
が
り
」
を
設
け
て
い
る
。

な
が
る
」
で
取
り
上
げ
、
数
学
を
学
ぶ
意
義
や
有
用
性
が
実
感
で
き
る
よ

２
○
数
学
的
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
工
夫

う
に
し
て
い
る
。

・
各
節
の
導
入
に
、
数
や
図
形
の
性
質
を
見
付
け
た
り
、
数
学
を
利
用
し
て

○
個
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
た
め
の
工
夫

東
書

問
題
を
解
決
し
た
り
、
考
え
を
説
明
し
伝
え
合
っ
た
り
す
る
数
学
的
活
動

・
既
習
事
項
の
う
ち
定
着
が
不
十
分
な
も
の
を
取
り
上
げ
、
分
か
ら
な
け
れ

を
促
す
数
学
的
活
動
「
Ｑ
」
を
提
示
し
て
い
る
。

ば
自
分
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
「
ち
ょ
っ
と
確
認
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

・
板
書
を
書
き
写
す
だ
け
で
な
く
、
数
学
的
な
思
考
力
や
表
現
力
を
伸
ば
す

○
単
元
等
の
配
置
・
構
成
に
関
す
る
工
夫

た
め
に
、
ノ
ー
ト
の
記
述
例
を
「
数
学
マ
イ
ノ
ー
ト
」
で
示
し
て
い
る
。

・
お
う
ぎ
形
の
計
量
に
つ
い
て
は
、
｢平
面
の
図
形
｣の
中
で
扱
っ
て
い
る
。
等

○
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫

式
、
不
等
式
に
つ
い
て
は
、
｢文
字
と
式
｣の
単
元
で
扱
っ
て
い
る
。（
１
年
）

・
有
名
選
手
や
日
常
の
生
活
の
中
で
目
に
す
る
物
を
題
材
と
し
た
り
、
数
学

・
素
因
数
分
解
は
、「
平
方
根
」
の
中
で
扱
っ
て
い
る
。
２
次
方
程
式
で
は
、

の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
課
題
を
取
り
上
げ
た
り
し
て
い
る
。

平
方
根
を
使
っ
た
解
き
方
、
解
の
公
式
、
因
数
分
解
を
使
っ
た
解
き
方
の

・
高
等
学
校
の
学
習
内
容
で
あ
る
発
展
的
な
学
習
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

順
に
構
成
し
て
い
る
。
（
３
年
）

○
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
課
題
解
決
の
過
程
で
は
多
様
な
考
え
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
、
相
手
の

・
「
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
」
や
節
末
の
「
練
習
」
、
章
末
の
「
章
の
問
題
」
、
巻
末

考
え
の
理
解
や
自
分
の
考
え
の
伝
達
な
ど
、
数
学
を
通
し
て
他
者
と
の
コ

の
「
ま
と
め
の
問
題
」
な
ど
、
繰
り
返
し
練
習
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
身
に
付
け
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

○
数
学
的
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
工
夫

○
数
学
を
活
用
す
る
こ
と
や
数
学
の
有
用
性
を
実
感
す
る
た
め
の
工
夫

・
巻
頭
に
「
こ
の
教
科
書
の
使
い
方
」
「
数
学
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
」
を
示

・
各
章
に
「
利
用
」
の
節
を
設
け
、
学
ん
だ
こ
と
を
利
用
し
て
事
象
を
数
理

し
、
数
学
的
活
動
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
。

的
に
と
ら
え
、
数
や
式
、
図
、
表
、
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
て
考
察
し
表
現

・
各
項
は
数
学
的
活
動
を
重
視
し
て
構
成
し
、
典
型
的
な
活
動
に
は
「
見
い

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
数
学
の
有
効
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

４
だ
そ
う
」
「
利
用
し
よ
う
」
「
伝
え
よ
う
」
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

し
て
い
る
。

○
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫

○
個
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
た
め
の
工
夫

大
日
本

・
巻
頭
に
主
体
的
な
活
動
を
促
す
た
め
に
「
教
科
書
の
使
い
方
」
「
数
学
の

・
章
末
や
巻
末
に
は
豊
富
で
多
様
な
問
題
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
巻
末
に
そ
れ

世
界
へ
よ
う
こ
そ
（
学
習
の
進
め
方
）
」
「
ノ
ー
ト
の
つ
く
り
方
」
な
ど
を

ら
の
問
題
の
解
答
を
掲
載
し
て
い
る
。

示
し
て
い
る
。

○
単
元
等
の
配
置
・
構
成
に
関
す
る
工
夫

・
巻
末
に
「
M
a
t
h
f
u
l
(
マ
ス
フ
ル
)
」
を
設
け
、
数
学
の
歴
史
や
数
学
者
、
関

・
お
う
ぎ
形
の
計
量
に
つ
い
て
は
、
｢
空
間
の
図
形
｣
の
中
で
扱
っ
て
い
る
。
等

連
書
籍
、
美
術
や
音
楽
な
ど
芸
術
分
野
と
の
関
わ
り
を
紹
介
し
て
い
る
。

式
、
不
等
式
に
つ
い
て
は
、
｢文
字
と
式
｣の
単
元
で
扱
っ
て
い
る
。（
１
年
）

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
素
因
数
分
解
は
、
因
数
分
解
の
初
め
で
扱
っ
て
い
る
。
２
次
方
程
式
で
は
、

・
説
明
し
合
う
活
動
や
互
い
に
考
え
を
紹
介
し
合
う
活
動
を
積
極
的
に
取
り

因
数
分
解
を
使
っ
た
解
き
方
、
平
方
根
を
使
っ
た
解
き
方
、
解
の
公
式
の

入
れ
、
数
学
に
お
け
る
言
語
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

順
に
構
成
し
て
い
る
。
（
３
年
）
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数
学

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
積
極
的
な
話
合
い
や
説
明
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
、
マ
ー

・
各
節
の
最
後
に
、
内
容
の
確
認
を
す
る
た
め
の
問
題
｢
確
か
め
よ
う
｣
を
設

ク
を
付
け
て
示
し
て
い
る
。

け
て
い
る
。
ま
た
、
数
と
式
の
領
域
の
各
章
で
は
、
計
算
技
能
の
定
着
を

・
問
題
解
決
へ
の
道
筋
を
記
録
す
る
ノ
ー
ト
の
使
い
方
の
例
や
、
自
分
の
考

図
る
た
め
に
｢
計
算
力
を
高
め
よ
う
｣
を
設
定
し
て
い
る
。

え
た
こ
と
や
調
べ
た
こ
と
を
図
や
文
章
で
表
現
し
て
、
伝
え
合
え
る
レ
ポ

・
例
題
で
は
、
基
礎
的
知
識
や
技
能
を
見
返
せ
る
よ
う
に
、
解
答
を
ノ
ー
ト

ー
ト
の
作
成
例
を
示
し
て
い
る
。

形
式
で
示
し
て
い
る

○
数
学
を
活
用
す
る
こ
と
や
数
学
の
有
用
性
を
実
感
す
る
た
め
の
工
夫

○
数
学
的
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
工
夫

・
各
章
末
の
｢
活
用
｣
の
問
題
で
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
身
の
回
り
の
場
面
な
ど

1
1

・
各
章
に
、
重
点
を
お
い
て
学
習
で
き
る
ペ
ー
ジ
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
目

に
活
用
す
る
課
題
を
設
け
て
い
る
。

的
に
応
じ
て
帯
と
マ
ー
ク
の
種
類
で
示
し
て
い
る
。

○
個
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
た
め
の
工
夫

学
図

・
数
学
的
活
動
を
通
し
て
学
習
に
入
る
よ
う
、
観
察
・
操
作
・
実
験
な
ど
の

・
生
徒
の
習
熟
度
に
応
じ
て
、
知
識
を
さ
ら
に
深
め
広
げ
る
課
題
と
し
て
章

活
動
を
導
入
部
分
で
取
り
入
れ
て
い
る
。

末
問
題
の
次
に
｢
深
め
よ
う
｣
を
設
け
て
い
る
。

○
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫

○
単
元
等
の
配
置
・
構
成
に
関
す
る
工
夫

・
各
領
域
の
学
習
に
入
る
前
に
、
｢
ふ
り
か
え
り
｣
で
既
習
の
内
容
と
の
連
携

・
お
う
ぎ
形
の
計
量
に
つ
い
て
は
、
｢
空
間
図
形
｣
の
中
で
扱
っ
て
い
る
。
等

を
図
る
構
成
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

式
、
不
等
式
に
つ
い
て
は
、
｢１
次
方
程
式
｣の
単
元
で
扱
っ
て
い
る
。（
１
年
）

・
学
習
内
容
に
関
連
し
た
話
題
や
問
題
を
、
本
文
中
の
｢
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
｣
・
素
因
数
分
解
は
、
因
数
分
解
の
初
め
で
扱
っ
て
い
る
。
２
次
方
程
式
で
は
、

｢
ト
ラ
イ
｣
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

因
数
分
解
を
使
っ
た
解
き
方
、
平
方
根
を
使
っ
た
解
き
方
、
解
の
公
式
の

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

順
に
構
成
し
て
い
る
。
（
３
年
）

○
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
「
復
習
ペ
ー
ジ
」
で
は
、
小
学
校
や
中
学
校
で
の
既
習
事
項
に
つ
い
て
、

・
「
問
」
や
「
み
ん
な
で
数
学
」
で
は
、
自
分
の
考
え
を
説
明
し
た
り
、
ま

学
習
し
た
学
年
を
示
し
て
い
る
。

と
め
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
活
動
が
で
き
る
問
題
に
「
伝
え
よ
う
」

・
意
図
的
に
誤
答
を
取
り
上
げ
、
そ
の
誤
り
の
理
由
を
説
明
さ
せ
て
、
同
様

や
「
話
し
合
お
う
」
の
ラ
ベ
ル
を
付
け
て
い
る
。

の
誤
り
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

○
数
学
を
活
用
す
る
こ
と
や
数
学
の
有
用
性
を
実
感
す
る
た
め
の
工
夫

・
裏
見
返
し
で
は
、
小
・
中
の
学
習
内
容
の
関
連
や
図
形
に
関
す
る
事
項
を

・
「
数
学
ミ
ニ
辞
典
」
や
「
自
由
研
究
」
で
は
、
本
文
の
内
容
を
深
め
る
題

一
覧
で
き
る
よ
う
ま
と
め
て
い
る
。

材
や
社
会
生
活
に
関
連
す
る
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

1
7

○
数
学
的
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
工
夫

○
個
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
た
め
の
工
夫

・
数
学
的
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
「
み
ん
な
で
数
学
」
で
は
、
具
体
的

・
分
野
ご
と
に
「
練
習
問
題
」
、
巻
末
に
「
た
し
か
め
の
補
充
問
題
」
「
実

教
出

な
授
業
展
開
を
例
示
し
て
い
る
。

力
ア
ッ
プ
問
題
」
「
総
合
問
題
」
を
設
け
、
生
徒
の
理
解
度
に
応
じ
て
取

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
吹
き
出
し
を
用
い
て
、
既
習
内
容
の
確
認
、
解
法
の
き

り
組
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
ヒ
ン
ト
、
見
落
と
し
が
ち
な
事
項
を
示
し
て
い
る
。
○
単
元
等
の
配
置
・
構
成
に
関
す
る
工
夫

○
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫

・
お
う
ぎ
形
の
計
量
に
つ
い
て
は
、
「
平
面
図
形
」
の
中
で
扱
っ
て
い
る
。

・
生
徒
の
興
味
や
関
心
に
応
じ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
節
末
等
に
「
チ
ャ

等
式
、
不
等
式
に
つ
い
て
は
、「
文
字
と
式
」
の
単
元
で
扱
っ
て
い
る
。（
１
年
）

レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
」
を
、
章
末
に
は
「
数
学
の
広
場
」
を
設
け
て
い
る
。

・
素
因
数
分
解
は
、
因
数
分
解
の
終
わ
り
に
扱
っ
て
い
る
。
２
次
方
程
式
で

・
学
習
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
、
学
習
し
た
こ
と
の
よ
さ
を
考
え
さ
せ
る
問

は
、
因
数
分
解
を
使
っ
た
解
き
方
、
平
方
根
を
使
っ
た
解
き
方
、
解
の
公

題
や
学
習
感
想
の
書
き
方
を
示
し
て
い
る
。

式
の
順
に
構
成
し
て
い
る
。
（
３
年
）
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数
学

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
記
述
に
よ
る
表
現
力
を
養
う
た
め
に
「
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
」
を

・
新
た
な
内
容
を
学
習
す
る
際
に
、
す
で
に
学
習
し
た
関
連
す
る
内
容
を
「
ふ

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
巻
頭
に
は
「
ノ
ー
ト
の
く
ふ
う
」
を
設
け
て
い
る
。

り
か
え
り
」
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

・
「
み
ん
な
で
話
し
あ
っ
て
み
よ
う
」
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
答
え
や
解
決
方

・
「
基
本
の
た
し
か
め
」
に
は
、
理
解
が
不
十
分
な
問
題
が
あ
っ
た
場
合
に
、

法
が
あ
る
場
面
を
取
り
上
げ
、
「
説
明
し
、
伝
え
合
う
活
動
」
と
し
て
取

該
当
ペ
ー
ジ
に
戻
っ
て
復
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
学
習
を
定
着
さ
せ
る
問
題
「
く
り
返
し
練
習
」
に
、
多
く
の
問
題
を
用
意

○
数
学
を
活
用
す
る
こ
と
や
数
学
の
有
用
性
を
実
感
す
る
た
め
の
工
夫

し
て
い
る
。

・
「
身
の
ま
わ
り
へ
ひ
ろ
げ
よ
う
」
で
は
、
数
学
を
様
々
な
場
面
に
利
用
す

6
1

○
数
学
的
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
工
夫

る
活
動
の
よ
さ
を
感
じ
な
が
ら
学
習
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
数
学
的
活
動
を
取
り
入
れ
た
「
学
習
の
と
び
ら
」
を
節
ご
と
に
設
け
て
い
る
。

○
個
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
た
め
の
工
夫

啓
林
館

・
巻
頭
の
「
学
習
の
進
め
方
」
で
、
数
学
的
活
動
を
根
底
に
お
い
た
学
習
の

・
M
a
t
h
N
a
v
i
ブ
ッ
ク
「
学
び
を
つ
な
げ
よ
う
」
で
学
び
直
し
が
で
き
る
よ
う

進
め
方
を
紹
介
し
て
い
る
。

に
な
っ
て
い
る
。

○
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫

○
単
元
等
の
配
置
・
構
成
に
関
す
る
工
夫

・
数
学
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
話
題
を
「
数
学
展
望
台
」
で
扱
い
、
生
徒
が

・
お
う
ぎ
形
の
計
量
に
つ
い
て
は
、
「
平
面
図
形
」
の
中
で
扱
っ
て
い
る
。

学
習
に
対
す
る
興
味
と
意
欲
を
持
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

等
式
、
不
等
式
に
つ
い
て
は
、「
文
字
と
式
」
の
単
元
で
扱
っ
て
い
る
。（
１
年
）

・
「
ひ
ろ
が
る
数
学
」「
数
学
を
通
し
て
考
え
よ
う
」
で
、
日
常
生
活
や
社
会
、
・
素
因
数
分
解
は
因
数
分
解
の
前
に
扱
っ
て
い
る
。
２
次
方
程
式
で
は
、
平

他
教
科
と
数
学
と
の
関
わ
り
を
考
え
、
数
学
を
学
ぶ
意
欲
を
喚
起
し
て
い
る
。

方
根
を
使
っ
た
解
き
方
、
解
の
公
式
、
因
数
分
解
を
使
っ
た
解
き
方
の
順

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

に
構
成
し
て
い
る
。
（
３
年
）

○
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
巻
頭
に
ノ
ー
ト
の
つ
く
り
方
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
中
に
ノ
ー
ト

・
「
確
か
め
よ
う
」
「
確
認
し
よ
う
」
に
は
、
学
習
事
項
を
見
返
す
こ
と
が
で

を
と
る
際
に
注
意
し
た
こ
と
を
マ
ー
ク
を
付
け
て
示
し
て
い
る
。

き
る
よ
う
に
、
表
題
と
本
文
の
参
照
ペ
ー
ジ
を
付
け
て
い
る
。

○
数
学
を
活
用
す
る
こ
と
や
数
学
の
有
用
性
を
実
感
す
る
た
め
の
工
夫

○
数
学
的
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
工
夫

・
「
知
識
を
活
用
し
よ
う
」
で
は
、
身
に
付
け
た
知
識
や
考
え
方
を
活
用
す

・
学
習
の
き
っ
か
け
と
な
る
「
Ｑ
」
や
議
論
や
作
業
を
通
し
て
考
え
る
「
考

る
こ
と
で
、
身
の
回
り
の
問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
な
課
題
を
設
け
て
い

え
よ
う
」
「
や
っ
て
み
よ
う
」
な
ど
で
、
数
学
的
活
動
を
促
す
場
面
が
設

る
。

定
さ
れ
て
い
る
。

○
個
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
た
め
の
工
夫

1
0
4

○
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫

・
教
科
書
を
機
能
的
な
３
部
構
成
と
し
、
個
々
の
生
徒
に
対
応
し
て
、
ス
ム

・
「
章
の
と
び
ら
」
で
は
身
近
な
話
題
を
扱
い
、
そ
の
章
の
学
習
事
項
を
イ

ー
ズ
に
学
習
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

数
研

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
題
材
を
取
り
上
げ
、
数
学
へ
の
興
味
が
も
て
る
よ

・
そ
の
後
の
数
学
に
つ
な
が
る
発
展
的
な
内
容
を
抵
抗
な
く
学
ぶ
こ
と
が
で

う
に
配
慮
し
て
い
る
。

き
る
よ
う
、
体
系
的
な
流
れ
を
考
え
た
箇
所
に
配
置
し
て
い
る
。

・
学
習
意
欲
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
に
、
項
目
初
め
に
「
こ
こ
で
学
ぶ
こ
と
」
○
単
元
等
の
配
置
・
構
成
に
関
す
る
工
夫

と
し
て
学
ぶ
内
容
や
目
標
を
示
し
て
い
る
。

・
お
う
ぎ
形
の
計
量
に
つ
い
て
は
、
「
平
面
図
形
」
の
中
で
扱
っ
て
い
る
。

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

等
式
、
不
等
式
に
つ
い
て
は
、「
文
字
と
式
」
の
単
元
で
扱
っ
て
い
る
。（
１
年
）

・
周
囲
の
人
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
・
素
因
数
分
解
は
、
因
数
分
解
の
後
で
扱
っ
て
い
る
。
２
次
方
程
式
で
は
、

議
論
や
作
業
を
通
し
て
、
新
し
い
こ
と
が
ら
を
見
い
出
し
た
り
、
身
の
回

因
数
分
解
を
使
っ
た
解
き
方
、
平
方
根
を
使
っ
た
解
き
方
、
解
の
公
式
の

り
の
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
た
め
の
題
材
を
設
け
て
い
る
。

順
に
構
成
し
て
い
る
。

（
３
年
）
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数
学

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
学
習
習
慣
が
身
に
付
く
よ
う
に
ノ
ー
ト
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い

・
原
則
と
し
て
１
小
節
を
１
時
間
の
学
習
内
容
と
し
、
「
例
」
ご
と
に
見
出

る
。
ま
た
、
巻
頭
に
数
学
的
な
表
現
が
身
に
付
く
よ
う
に
「
○
○
さ
ん
の

し
を
付
け
て
い
る
。

ノ
ー
ト
」
を
例
示
し
て
い
る
。

・
既
習
事
項
を
示
し
た
り
、
参
考
に
な
る
ペ
ー
ジ
を
示
し
た
り
す
る
「
ふ
り

・
巻
末
の
「
数
学
レ
ポ
ー
ト
を
か
こ
う
」
で
は
、
数
学
的
活
動
の
過
程
を
振
り

か
え
り
」
を
設
け
て
い
る
。

返
り
、
そ
の
成
果
を
共
有
す
る
た
め
の
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
を
示
し
て
い
る
。

○
数
学
的
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
工
夫

○
数
学
を
活
用
す
る
こ
と
や
数
学
の
有
用
性
を
実
感
す
る
た
め
の
工
夫

・
巻
頭
の
「
数
学
の
学
習
で
大
切
な
こ
と
」
で
、
数
学
的
活
動
や
言
語
活
動

・
各
巻
末
に
は
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
を
育
成
す
る
た
め
の
課

1
1
6

に
取
り
組
む
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

題
学
習
で
あ
る
「
数
学
研
究
室
」
を
設
け
て
い
る
。

・
各
小
節
に
は
、
「
見
つ
け
よ
う
」
「
生
活
へ
の
利
用
」
「
説
明
し
よ
う
」
の

○
個
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
た
め
の
工
夫

日
文

よ
う
な
学
習
活
動
を
設
け
て
い
る
。

・
各
章
末
に
は
、
習
熟
度
に
応
じ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
「
く
り
返
し
練

○
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
工
夫

習
」
や
「
と
り
く
ん
で
み
よ
う
」
を
設
け
て
い
る
。

・
各
章
の
初
め
に
、
学
び
の
必
然
性
・
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
し
た
課
題
や

○
単
元
等
の
配
置
・
構
成
に
関
す
る
工
夫

身
近
な
話
に
よ
っ
て
、
学
習
意
欲
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
「
章
の
扉
」
が

・
お
う
ぎ
形
の
計
量
に
つ
い
て
は
、
「
空
間
図
形
」
の
中
で
扱
っ
て
い
る
。

設
け
ら
れ
て
い
る
。

等
式
、
不
等
式
に
つ
い
て
は
、「
文
字
と
式
」
の
単
元
で
扱
っ
て
い
る
。（
１
年
）

・
防
災
、
福
祉
・
生
活
、
数
学
史
な
ど
に
関
連
し
た
興
味
深
い
話
を
掲
載
し

・
素
因
数
分
解
は
、
因
数
分
解
の
後
で
扱
っ
て
い
る
。
２
次
方
程
式
で
は
、

た
「
数
学
の
た
ん
け
ん
」
や
他
教
科
に
関
連
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

因
数
分
解
を
使
っ
た
解
き
方
、
平
方
根
を
使
っ
た
解
き
方
、
解
の
公
式
の

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

順
に
構
成
し
て
い
る
。
（
３
年
）
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理
科

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

総
１

２
そ

実
観

補
発

読
単

安
項
目

分
分

の
験

察
充

展
み

元
全

ペ
野

野
他

の
の

的
的

物
の

面
例

例
な

な
資

ま
の

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

示
示

内
内

料
と

配
ー

数
数

容
容

め
慮

ジ
・

発
行
者
の

注 意
番
号
・
略
称

・
Ｂ
５
変
型
判
で
、
巻
末
に
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
が
あ
る
。

１
年

2
8
4
1
3
2
1
0
8
4
4

1
8

9
2
5

2
0

2
3

8
5
2
・
指
導
時
期
等
を
考
慮
し
、
１
分
野
２
分
野
を
交
え
て
配
列
し
て

２
い
る
。

・
グ
ラ
フ
の
線
を
色
以
外
で
も
区
別
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
ユ
ニ

東
書

２
年

3
0
2
1
3
6
1
3
2
3
4

2
2

3
2
7

2
7

5
1

8
5
0

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
て
い
る
。

・
単
元
の
初
め
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
、
既
習
事
項
を
復
習

で
き
る
よ
う
な
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

３
年

3
2
6
1
2
2
1
1
2
9
2

1
6

7
2
8

2
9

4
8

1
0

5
4
・
１
年
の
文
字
サ
イ
ズ
を
２
、
３
年
よ
り
も
大
き
く
し
て
い
る
。

・
Ｂ
５
判
。

１
年

2
8
0
1
3
5
1
2
5
2
0

2
3

1
1

2
5

2
5

6
2

8
4
8
・
各
学
年
の
観
察
・
実
験
の
時
期
等
を
考
慮
し
、
単
元
を
配
列
し

４
て
い
る
。

・
吹
き
出
し
の
文
章
の
改
行
位
置
を
考
慮
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー

大
日
本

２
年

3
0
4
1
4
6
1
3
6
2
2

2
6

3
2
8

4
1

6
8

8
4
5

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
て
い
る
。

・
単
元
の
初
め
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
、
既
習
事
項
を
復
習

で
き
る
よ
う
な
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

３
年

3
2
8
1
2
2
1
2
6
8
0

1
7

5
3
1

3
9

4
5

1
1

4
6
・
単
元
末
に
楽
し
み
な
が
ら
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

・
Ｂ
５
判
。

１
年

3
0
2
1
3
2
1
3
8
3
2

1
6

8
2
5

1
1

4
0

8
6
1
・
１
分
野
を
前
半
に
、
２
分
野
を
後
半
に
配
列
し
て
い
る
。

1
1

・
様
々
な
線
種
に
よ
る
グ
ラ
フ
で
色
覚
に
関
す
る
個
人
差
に
対
応

す
る
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
て
い
る
。

学
図

２
年

3
1
2
1
3
8
1
3
6
3
8

2
1

3
3
6

1
5

4
8

8
5
3
・
単
元
の
初
め
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
、
既
習
事
項
を
復
習

で
き
る
よ
う
な
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

・
文
字
は
左
、
写
真
や
図
版
は
右
に
配
置
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

３
年

3
2
2
1
1
8
1
1
8
8
6

1
4

6
3
4

2
5

4
1

9
3
6

た
紙
面
作
り
を
し
て
い
る
。
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理
科

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

総
１

２
そ

実
観

補
発

読
単

安
項
目

分
分

の
験

察
充

展
み

元
全

ペ
野

野
他

の
の

的
的

物
の

面
例

例
な

な
資

ま
の

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

示
示

内
内

料
と

配
ー

数
数

容
容

め
慮

ジ
・

発
行
者
の

注 意
番
号
・
略
称

・
Ｂ
５
判
。

１
年

2
8
2
1
1
8
1
2
4
4
0

1
8

1
0

4
1

2
4

6
5

8
7
1
・
１
分
野
を
前
半
に
、
２
分
野
を
後
半
に
配
列
し
て
い
る
。

1
7

・
紙
面
の
配
色
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
配
慮
し
て
い
る
。

教
出

２
年

2
8
4
1
1
8
1
2
8
3
8

2
3

6
4
7

3
0

6
2

8
6
1
・
本
文
中
に
あ
る
重
要
語
句
を
、
朱
色
の
太
文
字
を
使
っ
て
表
し
て

い
る
。

・
巻
末
に
カ
メ
ラ
作
成
シ
ー
ト
、
原
子
モ
デ
ル
カ
ー
ド
や
星
座
早

３
年

3
1
4
1
2
2
1
2
2
7
0

1
8

8
5
3

2
7

4
6

1
2

4
5

見
を
付
け
て
い
る
。

・
Ｂ
５
判
で
「
本
冊
」
と
「
マ
イ
ノ
ー
ト
」
の
２
分
冊
構
成
。

１
年

3
5
8
1
5
2
1
4
2
6
4

1
6

8
4
2

1
5

5
5

8
6
0
・
本
冊
は
「
生
命
」
「
地
球
」
「
物
質
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
構
成
し

6
1

て
い
る
。

・
紙
面
の
配
色
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

啓
林
館

２
年

3
7
0
1
6
4
1
4
8
5
8

2
4

4
4
5

2
2

6
8

8
5
5

に
配
慮
し
て
い
る
。

・
単
元
の
初
め
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
、
既
習
事
項
を
復
習

で
き
る
よ
う
な
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

３
年

3
9
4
1
5
2
1
1
6
1
2
6
1
6

7
4
7

3
1

5
7

1
0

4
3
・
１
年
の
文
字
サ
イ
ズ
を
２
、
３
年
よ
り
も
大
き
く
し
て
い
る
。
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理
科

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
自
主
学
習
に
も
役
立
つ
よ
う
、
課
題
を
「
？
」
で
示
し
、
結
論
を
・
「
学
び
を
活
か
し
て
考
え
よ
う
」
や
「
学
ん
だ
こ
と
を
つ
な
げ
よ

「
！
」
で
示
し
て
い
る
。

う
」
を
設
定
し
、
自
分
の
考
え
を
発
表
・
記
述
す
る
機
会
を
設
け

・
「
例
題
→
練
習
→
確
認
→
チ
ェ
ッ
ク
→
学
習
内
容
の
整
理
→
確
か

て
い
る
。

め
と
応
用
」
と
い
う
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
基
礎
・
基
本
の
習
得
・
基
礎
操
作
「
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」
や
「
私
の
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ

を
図
っ
て
い
る
。

り
、
結
果
と
考
察
を
科
学
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

２
○
観
察
・
実
験
等
の
工
夫

○
科
学
を
学
ぶ
意
義
や
有
用
性
を
実
感
さ
せ
、
科
学
へ
の
関
心
を
高

・
注
意
す
べ
き
観
点
を
類
型
化
し
た
ア
イ
コ
ン
で
示
し
て
い
る
。

め
る
工
夫

東
書

・
「
観
察
の
目
的
」
、
「
実
験
の
目
的
」
を
設
け
、
観
察
・
実
験
の
目
・
「
科
学
で
Ｇ
Ｏ
！
」
や
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
科
学
」
で
科
学
が
身
の
ま

的
を
明
確
化
し
て
い
る
。

わ
り
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
科
学
・
技

○
科
学
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図
る
工
夫

術
の
話
題
を
紹
介
し
て
い
る
。

・
観
察
・
実
験
の
結
果
を
分
析
・
解
釈
す
る
た
め
、
結
果
・
考
察
の
○
そ
の
他

視
点
を
示
し
て
い
る
。

・
各
章
の
初
め
に
「
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
」
で
既
習
事
項
を

・
単
元
末
に
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
例
と
研
究
の
手
順
を
示
し
て
い

確
認
し
て
か
ら
学
習
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

る
。

・
「
ど
こ
で
も
科
学
」
で
、
も
の
づ
く
り
の
推
進
を
し
て
い
る
。

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
つ
ま
ず
き
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
内
容
に
つ
い
て
、
「
例
題
」
と
・
「
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」
、「
実
験
ノ
ー
ト
」
の
書
き
方
を
、
ま
た
、

「
解
答
例
」
を
示
し
て
い
る
。

単
元
の
途
中
に
「
私
の
レ
ポ
ー
ト
」
を
示
し
て
い
る
。

・
本
文
中
に
「
問
い
」
、
章
末
に
「
章
末
問
題
」
、
単
元
末
に
「
単
・
「
こ
と
ば
に
関
す
る
豆
知
識
」
を
掲
載
し
、
言
語
へ
の
興
味
・
関

元
末
問
題
」
を
設
け
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

心
を
高
め
て
い
る
。

○
観
察
・
実
験
等
の
工
夫

○
科
学
を
学
ぶ
意
義
や
有
用
性
を
実
感
さ
せ
、
科
学
へ
の
関
心
を
高

４
・
課
題
文
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
疑
問
な
ど
を
提
示
し
、
観
察
・

め
る
工
夫

実
験
を
行
う
上
で
の
目
的
や
操
作
の
要
点
等
を
示
し
て
い
る
。

・
読
み
物
資
料
「
ト
ピ
ッ
ク
」
や
「
く
ら
し
の
中
の
理
科
」
で
、
科

大
日
本

・
環
境
汚
染
の
少
な
い
マ
イ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
実
験
を
紹
介
し
て
い

学
と
日
常
生
活
の
関
連
す
る
資
料
を
提
示
し
て
い
る
。

る
。

○
そ
の
他

○
科
学
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図
る
工
夫

・
各
単
元
の
冒
頭
見
開
き
で
、
「
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
こ
と
」
「
こ

・
科
学
的
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
養
う
よ
う
観
察
・
実
験

れ
か
ら
学
習
す
る
こ
と
」
を
提
示
し
て
い
る
。

の
後
に
は
「
結
果
か
ら
考
え
て
み
よ
う
」
を
設
け
て
い
る
。

・
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
態
度
の
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
、
自
然
環

・
学
習
し
た
こ
と
を
利
用
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

境
の
保
全
に
関
す
る
資
料
に
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

各
単
元
末
に
は
終
章
と
し
て
「
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
そ
う
」
を
設

け
て
い
る
。
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理
科

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
各
章
末
・
単
元
末
・
学
年
末
に
確
認
の
問
題
が
あ
り
、
基
礎
・
基
・
「
話
し
合
っ
て
み
よ
う
」
で
生
徒
同
士
の
意
見
交
流
を
促
し
て
い

本
の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

る
。

・
単
元
冒
頭
に
「
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
」
・
観
察
・
実
験
の
中
で
、
レ
ポ
ー
ト
の
例
を
示
し
て
い
る
。

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
章
ご
と
に
も
「
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
○
科
学
を
学
ぶ
意
義
や
有
用
性
を
実
感
さ
せ
、
科
学
へ
の
関
心
を
高

と
」
と
し
て
既
習
事
項
を
示
し
て
い
る
。

め
る
工
夫

1
1

○
観
察
・
実
験
等
の
工
夫

・
単
元
末
に
「
科
学
を
仕
事
に
活
か
す
」
と
し
て
、
内
容
と
関
連
す

・
実
験
の
コ
ツ
な
ど
を
「
ポ
イ
ン
ト
」
で
示
し
、
危
険
防
止
の
た
め

る
職
業
を
紹
介
し
て
い
る
。

学
図

に
「
注
意
」
を
設
け
、
安
全
に
実
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
○
そ
の
他

・
巻
末
資
料
と
し
て
前
学
年
に
学
習
し
た
器
具
の
使
い
方
等
を
示
し
・
年
間
を
通
し
て
計
画
が
必
要
で
あ
る
継
続
的
な
観
察
や
観
測
を
、

て
い
る
。

「
継
続
観
察
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。

○
科
学
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図
る
工
夫

・
生
徒
実
験
以
外
に
も
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し
て
様
々
な
観
察
・
実

・
「
活
用
」
や
「
表
現
」
の
マ
ー
ク
を
利
用
し
、
活
用
力
や
表
現
力

験
例
を
示
し
、
生
徒
実
験
の
さ
ら
な
る
探
究
と
し
て
「
L
e
t
'
s

の
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

T
r
y
」
を
設
け
て
い
る
。

・
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と
を
導
け
る
よ
う
に
、
「
結
果
」
と
「
考
察

と
ま
と
め
」
を
区
別
し
て
表
示
し
て
い
る
。

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
節
末
や
章
末
に
「
要
点
チ
ェ
ッ
ク
」
、
単
元
末
に
「
要
点
と
重
要
・
観
察
や
実
験
の
内
容
に
応
じ
て
「
話
し
合
お
う
」
を
設
定
し
、
生

用
語
の
整
理
」
を
設
け
、
自
ら
定
着
度
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

徒
相
互
の
意
見
交
流
を
促
し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

・
１
年
生
で
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
を
示
し
た
り
、
「
わ
た
し
の
レ
ポ

・
学
習
し
た
こ
と
が
身
に
付
く
よ
う
に
、
単
元
ご
と
に
「
基
礎
・
基

ー
ト
」
で
例
を
示
し
た
り
し
て
い
る
。

本
問
題
」
を
設
け
て
い
る
。

○
科
学
を
学
ぶ
意
義
や
有
用
性
を
実
感
さ
せ
、
科
学
へ
の
関
心
を
高

1
7

○
観
察
・
実
験
等
の
工
夫

め
る
工
夫

・
観
察
や
実
験
の
手
順
を
縦
の
流
れ
図
に
し
て
明
確
に
示
し
て
い
・
「
ハ
ロ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
科
学
と
実
生
活
と
の
関
連
や
環
境
に

教
出

る
。

つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
安
全
に
観
察
や
実
験
が
で
き
る
よ
う
、
マ
ー
ク
と
朱
色
の
文
字
で
○
そ
の
他

留
意
点
を
示
し
て
い
る
。

・
日
常
生
活
と
関
連
付
け
て
考
え
る
「
活
用
し
よ
う
」
や
単
元
ご
と

○
科
学
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図
る
工
夫

の
「
活
用
・
応
用
問
題
」
、
巻
末
に
「
学
年
末
総
合
問
題
」
を
設

・
結
果
と
考
察
の
視
点
を
分
け
て
示
し
、
次
ペ
ー
ジ
に
「
実
験
か
ら
」

け
、
学
習
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

を
掲
載
し
て
い
る
。

・
直
接
関
係
の
あ
る
既
習
事
項
を
「
思
い
出
そ
う
」
で
示
し
、
確
認

・
「
考
え
よ
う
」
を
示
し
、
学
習
内
容
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

を
促
し
て
い
る
。

い
る
。
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理
科

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
各
章
ご
と
に
「
用
語
の
確
認
」「
観
察
・
実
験
の
確
認
」「
要
点
の
確
・
生
徒
の
意
見
交
流
を
促
す
た
め
に
「
話
し
合
っ
て
み
よ
う
」
を
設

認
」
を
カ
ラ
ー
で
示
し
た
「
基
本
の
チ
ェ
ッ
ク
」
が
、
さ
ら
に
各
単

け
て
い
る
。

元
ご
と
に
「
力
だ
め
し
」
が
、
い
ず
れ
も
書
込
み
が
で
き
る
別
冊
「
マ
・
「
わ
た
し
の
レ
ポ
ー
ト
」
で
ま
と
め
の
例
を
示
し
て
い
る
。

イ
ノ
ー
ト
」
の
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

○
科
学
を
学
ぶ
意
義
や
有
用
性
を
実
感
さ
せ
、
科
学
へ
の
関
心
を
高

・
「
学
習
の
ま
と
め
」
や
「
用
語
の
確
認
」
で
青
色
シ
ー
ト
を
使
っ

め
る
工
夫

6
1

て
繰
り
返
し
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
「
ぶ
れ
い
く
T
i
m
e
」
で
日
常
生
活
と
関
連
付
け
た
り
、
単
元
末

○
観
察
・
実
験
等
の
工
夫

の
「
ひ
ろ
が
る
世
界
」
で
科
学
へ
の
関
心
を
高
め
た
り
し
て
い

啓
林
館

・
計
９
種
類
の
安
全
マ
ー
ク
な
ど
を
使
い
、
さ
ら
に
注
意
点
を
朱
書

る
。

き
に
し
て
安
全
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

○
そ
の
他

・
観
察
・
実
験
の
目
的
を
明
確
に
で
き
る
よ
う
「
目
的
」
を
設
け
て
い
る
。
・
既
習
事
項
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
「
ふ
り
返
り
」
が
設
け
ら
れ
て

○
科
学
的
な
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図
る
工
夫

い
る
。

・
科
学
的
な
思
考
力
を
育
て
る
た
め
に
、
実
験
結
果
を
整
理
す
る
視
・
「
別
の
方
法
に
ト
ラ
イ
」
で
材
料
や
方
法
を
変
え
た
観
察
・
実

点
や
考
察
す
る
視
点
を
示
し
て
い
る
。

験
や
「
た
め
し
て
み
よ
う
」
で
様
々
な
実
験
を
紹
介
し
て
い

・
グ
ラ
フ
の
書
き
方
や
読
み
取
る
力
な
ど
の
技
能
の
向
上
に
つ
な
が
る

る
。

よ
う
、
別
冊
で
観
察
・
実
験
に
関
連
し
た
課
題
を
示
し
て
い
る
。
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音
楽
（
一
般
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ

教
材
・
資
料
等
の
分
量

総
表
現

鑑
賞

項
目

ペ
表

鑑
楽

表
歌

創
我

諸
資

｜
典

現
唱

作
が

外
料

ジ
現

賞
・

と
教

教
国

国
運

鑑
材

材
や

の
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

指
賞

郷
様

・
・

土
々

発
行
者
の

音
そ

の
な

番
号
・
略
称

楽
の

伝
音

史
他

統
楽

等
音 楽

・
Ａ
Ｂ
変
型
判
。

１
年

9
6
5
7
2
5
4

7
2
5
4

6
1
5
1
1
・
巻
頭
に
有
名
な
作
曲
家
、
演
奏
家
、
演
出
家
の
写
真
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
た
「
W
i
t
h
M
y

H
e
a
r
t
音
楽
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

1
7

２
・
３
年

・
目
次
に
は
、
全
学
年
一
貫
し
て
教
材
を
「
三
つ
の
柱
」
に
分
け
て
示
し
て
い
る
。

上
9
6
4
8
2
8
3
1
4
2
3
4

3
1
7
1
0
・
「
題
材
」
と
「
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
見
開
き
の
左
上
に
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
用
語
や

教
出

記
号
」
及
び
題
材
に
関
連
し
た
教
材
・
資
料
の
ペ
ー
ジ
を
右
側
に
示
し
て
い
る
。

２
・
３
年

・
曲
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
の
歴
史
の
背
景
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
、
鑑
賞
教
材
の
ペ
ー
ジ
の
右

下
9
6
4
6
2
2
1
3
1
2
2
4
2

3
1
1
8

側
に
「
音
楽
史
年
表
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
折
り
込
み
ペ
ー
ジ
に
は
「
雅
楽
」
「
祭
の
音
楽
・
芸
能
」
な
ど
、
巻
末
に
は
「
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
楽
器
」
「
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
芸
術
」
「
日
本
の
楽
器
」
な
ど
の
写
真
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
Ａ
４
変
型
判
。

１
年

9
0
5
6
1
7
6

9
2
2
2

8
1
3
5
・
巻
頭
に
「
静
け
さ
と
日
本
の
音
」
「
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
を
胸
に
」
「
受
け
継
が
れ
る
祖
国
へ

の
思
い
」
な
ど
、
我
が
国
及
び
諸
外
国
の
音
楽
文
化
に
関
す
る
写
真
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

2
7

２
・
３
年

・
目
次
に
は
教
材
ご
と
に
学
習
の
目
標
を
示
し
て
い
る
。

上
9
0
5
3
2
1
3
1
1
2
0
4
1
4
1
1
7
・
「
音
楽
学
習
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
と
し
て
、
題
材
と
教
材
の
関
連
性
を
示
す
と
と
も
に
、
「
学
習
の

教
芸

窓
口
」
と
し
て
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
マ
ー
ク
で
示
し
て
い
る
。

２
・
３
年

・
西
洋
の
音
楽
史
を
日
本
の
歴
史
の
視
点
で
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
西
洋
の
鑑

下
9
0
4
8
1
8
7
1
5
1
7
3

2
1
4
1
0

賞
教
材
の
ペ
ー
ジ
に
「
こ
の
頃
、
日
本
で
は
…
!
?
」
を
発
展
的
学
習
と
し
て
示
し
て
い
る
。

・
巻
末
に
は
「
日
本
と
ア
ジ
ア
の
楽
器
」「
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
」「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
主
な
楽
器
」

「
歌
舞
伎
」「
文
楽
」「
能
」
「
世
界
の
祭
り
や
踊
り
」
な
ど
の
写
真
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。
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音
楽
（
一
般
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
題
材
・
配
列
等
の
特
徴

比
較
鑑
賞
が
で
き
る
教
材
を
収
録
し
て
い
る
。

・
各
学
年
と
も
、
「
音
楽
の
要
素
を
捉
え
な
が
ら
」
「
さ
ま
ざ
ま
な

○
〔
共
通
事
項
〕
の
取
扱
い
方

音
楽
文
化
」
「
歌
い
合
わ
せ

聴
き
深
め
る
喜
び
」
の
三
つ
に
ま

・
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
感
受
で
き
る
よ
う
に
、
各
学
年
に
「
ど
ん

と
め
ら
れ
て
お
り
、
表
現
・
鑑
賞
と
も
に
幅
広
い
音
楽
活
動
が
で

な
特
徴
が
あ
る
か
な
」
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
〔
共
通
事
項
〕
を
窓
口
に
、
段

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

階
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
各
地
域
や
学
校
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
教
材
や
活

○
我
が
国
の
伝
統
的
な
音
楽
の
取
扱
い
方

1
7

動
を
設
定
し
て
い
る
。

・
我
が
国
の
音
楽
文
化
を
基
盤
と
し
て
、
人
々
の
暮
ら
し
や
歴
史
な
ど
と
音
楽

○
表
現
領
域
の
特
徴

と
の
関
わ
り
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
「
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
」

教
出

・
「
音
の
ス
ケ
ッ
チ
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
器
楽
や
鑑
賞
の
学
習
と

と
「
ア
ジ
ア
や
諸
外
国
の
音
楽
」
を
関
連
さ
せ
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
て

関
連
さ
せ
た
り
、
地
域
や
生
活
に
あ
ふ
れ
る
音
に
着
目
し
た
り
し

い
る
。

な
が
ら
創
作
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
「
我
が
国
の
伝
統
的
な
歌
唱
」
に
つ
い
て
は
、
民
謡
、
能
(
謡
)
を
取
り
上
げ
、

・
我
が
国
や
諸
外
国
の
音
楽
文
化
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
歌
唱
共

雅
楽
や
筝
の
楽
譜
に
は
唱
歌
を
併
記
し
て
い
る
。

通
教
材
と
併
せ
て
、
諸
外
国
の
歌
曲
を
扱
っ
て
い
る
。

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
鑑
賞
領
域
の
特
徴

・
教
材
と
関
連
さ
せ
て
、
聴
き
取
っ
た
こ
と
や
感
じ
取
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
録

・
音
楽
の
多
様
性
を
感
じ
取
っ
た
り
、
理
解
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
、

し
な
が
ら
、
言
葉
で
伝
え
合
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

○
題
材
・
配
列
等
の
特
徴

け
て
い
る
。

・
各
学
年
と
も
前
半
に
表
現
教
材
、
次
に
鑑
賞
教
材
を
配
置
し
、
双

○
〔
共
通
事
項
〕
の
取
扱
い
方

方
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
指
導
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
〔
共
通
事
項
〕
を
支
え
と
し
て
基
礎
的
･
基
本
的
な
知
識
、
技
能
を
習
得
す
る

・
音
楽
の
特
徴
や
よ
さ
を
感
じ
取
っ
た
り
、
理
解
し
た
り
し
て
表
現

学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
各
教
材
と
〔
共
通
事
項
〕
と
の
関

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
「
こ
こ
が
分
か
れ
ば
G
r
a
d
e
u
p
!
」
と
い

連
を
「
学
習
の
窓
口
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。

う
コ
ラ
ム
な
ど
を
設
け
て
い
る
。

○
我
が
国
の
伝
統
的
な
音
楽
の
取
扱
い
方

2
7

○
表
現
領
域
の
特
徴

・
幅
広
い
分
野
か
ら
教
材
を
取
り
上
げ
、
「
能
」
「
歌
舞
伎
」
な
ど
で
は
舞
台
に

・
学
習
内
容
や
活
動
の
手
順
を
簡
潔
に
示
し
、
表
現
し
た
い
イ
メ

関
わ
る
資
料
を
示
し
て
、
文
化
的
な
側
面
か
ら
も
総
合
的
に
と
ら
え
ら
れ
る

教
芸

ー
ジ
を
も
っ
て
構
成
を
工
夫
し
た
り
、
歌
詞
の
リ
ズ
ム
や
抑
揚

よ
う
に
し
て
い
る
。

を
生
か
し
て
旋
律
を
創
作
し
た
り
す
る
学
習
が
系
統
的
に
で
き

・
「
我
が
国
の
伝
統
音
楽
」
の
鑑
賞
で
は
、
２
・
３
年
上
「
歌
舞
伎
」
で
長
唄
、

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

２
・
３
年
下
の
「
能
」
で
謡
、
「
雅
楽
」
で
唱
歌
を
扱
い
、
「
我
が
国
の
伝
統

○
鑑
賞
領
域
の
特
徴

的
な
歌
唱
」
と
関
連
付
け
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
作
曲
者
の
意
図
を
想
像
し
た
り
、
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

の
働
き
を
考
え
た
り
す
る
創
造
的
な
取
組
が
で
き
る
よ
う
に
「
曲

・
「
こ
こ
が
分
か
れ
ば
G
r
a
d
e
u
p
!
」
で
は
、
具
体
的
に
話
し
合
う
ポ
イ
ン
ト
を

の
よ
さ
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
」
な
ど
の
ペ
ー
ジ
を
設

示
し
な
が
ら
、
生
徒
同
士
で
話
し
合
う
活
動
を
提
示
し
て
い
る
。
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音
楽
（
器
楽
合
奏
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ

教
材
・
資
料

等
の
分
量

項
目

総 ペ
管

弦
打

和
合

独
楽

器
楽

資
｜

楽
楽

楽
楽

奏
奏

典
楽

器
ジ

器
器

器
器

曲
曲

・
曲

の
料

（

（

（

運
奏

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

和
和

和
指

法
楽

楽
楽

表
等

発
行
者
の

器
器

器
等

番
号
・
略
称

を
を

を
除

除
除

く
く

く

）

）

）

・
Ａ
Ｂ
変
型
判
。

１
・
巻
頭
と
巻
末
に
演
奏
家
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
写
真
「
W
i
t
h
M
y
H
e
a
r
t
音
楽
は
メ

1
7

・
ッ
セ
ー
ジ
」
を
掲
載
し
、
発
展
学
習
と
し
て
、
舞
台
芸
術
等
の
音
楽
の
制
作
現
場
の
写
真

２
1
1
0
1
6
1
0
0
3
2
2
7
5

5
6
5
7

7
を
掲
載
し
て
い
る
。

教
出

・
・
「
楽
器
の
基
礎
」
と
「
教
材
曲
集
」
で
構
成
し
て
い
る
。

３
・
「
創
作
」
や
「
鑑
賞
」
と
の
関
連
を
図
っ
た
教
材
を
収
録
し
て
い
る
。

年
・
巻
末
に
は
、
「
リ
コ
ー
ダ
ー
の
運
指
表
」
「
ギ
タ
ー
＆
キ
ー
ボ
ー
ド
コ
ー
ド
表
」
「
い
ろ
い

ろ
な
用
語
、
記
号
」
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
Ａ
４
変
型
判
。

１
・
巻
頭
に
発
展
的
学
習
と
し
て
、
演
奏
家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
写
真
資
料
「
楽
器
と
出
会
う
」

2
7

・
を
掲
載
し
て
い
る
。

２
9
8
1
3
8

4
2
2
3
3
4

3
5
2
1
9
7
・
「
L
e
t
'
s
p
l
a
y
i
n
s
t
r
u
m
e
n
t
s
!
」「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

セ
ミ
ナ
ー
」「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」「
名

教
芸

・
曲
ス
ケ
ッ
チ
」
で
構
成
し
て
い
る
。

３
・
「
創
作
」
や
「
鑑
賞
」
と
の
関
連
を
図
っ
た
教
材
を
収
録
し
て
い
る
。

年
・
巻
末
に
は
、
「
リ
コ
ー
ダ
ー
の
運
指
表
」
「
ギ
タ
ー
コ
ー
ド
の
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
一
覧
」
「
音

楽
の
約
束
」
「
日
本
の
伝
統
音
楽
の
楽
器
編
成
」
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。
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音
楽
（
器
楽
合
奏
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
楽
器
の
特
徴
、
教
材
等

・
ギ
タ
ー
の
タ
ブ
ラ
チ
ュ
ア
譜
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
リ
コ
ー
ダ
ー
、
ギ
タ
ー
、
和
楽
器
(
箏
、
三
味
線
、
篠
笛
、
太
鼓
、
○
我
が
国
の
伝
統
的
な
音
楽
の
取
扱
い
方

尺
八
)
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

・
我
が
国
の
様
々
な
音
楽
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
５
種
類
の

・
基
礎
を
生
か
し
た
表
現
の
工
夫
が
で
き
る
よ
う
に
、
リ
コ
ー
ダ
ー

和
楽
器
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

1
7

と
他
の
楽
器
を
組
み
合
わ
せ
た
合
奏
曲
や
、
身
体
の
部
位
を
使
っ

・
和
楽
器
に
よ
る
合
奏
を
取
り
入
れ
、
基
礎
で
身
に
付
け
た
知
識
技
能
を
生
か

て
表
現
す
る
曲
を
掲
載
し
て
い
る
。

し
て
我
が
国
の
伝
統
や
文
化
を
理
解
で
き
る
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
「
こ
き
り

教
出

・
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
中
か
ら
親
し
み
や
す
い
楽
曲
を
編
曲
し
た

こ
節
」
「
か
ん
つ
ば
き
」
な
ど
の
曲
を
掲
載
し
て
い
る
。

「
名
曲
旋
律
集
」
を
掲
載
し
、
生
徒
の
実
態
や
目
標
に
応
じ
て
選

・
「
音
の
ス
ケ
ッ
チ
」
で
は
、
筝
で
「
荒
城
の
月
」
の
旋
律
創
作
、
篠
笛
で
「
一

曲
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

番
星
み
つ
け
た
」
の
対
旋
律
創
作
を
扱
っ
て
い
る
。

○
基
礎
的
な
奏
法

・
箏
と
三
味
線
に
関
し
て
は
、
五
線
譜
と
併
せ
て
縦
譜
や
文
化
譜
を
掲
載
し
て

・
楽
器
の
奏
法
や
特
徴
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
細
部
の
写
真
な
ど

い
る
。

を
示
し
て
い
る
。

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
リ
コ
ー
ダ
ー
の
運
指
表
を
各
教
材
曲
の
楽
譜
の
横
に
掲
載
す
る
な

・
合
奏
や
和
楽
器
の
演
奏
と
「
鑑
賞
」
を
関
連
さ
せ
た
教
材
を
取
り
上
げ
、
音

ど
、
生
徒
自
ら
が
基
本
的
な
奏
法
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

楽
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
自
分
な
り
の
言
葉
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

て
い
る
。

い
る
。

○
楽
器
の
特
徴
、
教
材
等

○
我
が
国
の
伝
統
的
な
音
楽
の
取
扱
い
方

・
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
、
ギ
タ
ー
、
和
楽
器
(
箏
、
三
味
線
、
太
鼓
、

・
我
が
国
の
様
々
な
音
楽
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
５
種
類
の

篠
笛
、
尺
八
)
、
打
楽
器
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

和
楽
器
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

・
器
楽
の
学
習
活
動
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
で
き
る
よ
う
、
「
鑑

・
基
礎
的
な
奏
法
を
習
得
し
な
が
ら
我
が
国
の
伝
統
や
文
化
を
理
解
で
き
る
「
虫

2
7

賞
」
と
関
連
さ
せ
た
教
材
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

づ
く
し
」
「
姫
松
」
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
な
ど
の
曲
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
名
曲
の
主
題
を
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
で
演
奏
で
き
る
よ
う
に
編
曲

・
和
楽
器
に
親
し
む
と
と
も
に
、
箏
を
用
い
た
旋
律
創
作
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

教
芸

し
た
「
名
曲
ス
ケ
ッ
チ
」
を
掲
載
し
、
生
徒
の
実
態
や
目
標
に
応

創
作
活
動
を
関
連
さ
せ
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

じ
て
選
曲
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
箏
と
三
味
線
に
関
し
て
は
、
五
線
譜
と
併
せ
て
縦
譜
や
文
化
譜
を
掲
載
し
て

○
基
礎
的
な
奏
法

い
る
。

・
効
果
的
な
練
習
曲
や
Ｑ
＆
Ａ
を
交
え
て
、
各
楽
器
の
基
礎
的
な
奏

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

法
が
身
に
付
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

セ
ミ
ナ
ー
」
の
「
こ
こ
が
分
か
れ
ば
G
r
a
d
e
u
p
」
で
は
、

・
「
音
を
聴
い
て
確
か
め
よ
う
」
の
コ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
楽
器
の
音

学
習
の
目
標
や
ポ
イ
ン
ト
を
吹
き
出
し
等
で
明
確
に
示
し
、
合
奏
を
す
る
中

色
や
奏
法
の
特
徴
を
実
践
を
通
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

で
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
発
表
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

る
。
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美
術

内
容
別
配
当

教
材
・
資
料
等
の
分
量

ぺ
ー
ジ
数

総
項
目

表
表

鑑
総

生
美

生
ペ

現
現

賞
題

徒
術

徒

（

（

材
作

作
の

絵
デ

数
品

品
活

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

ー
や

ザ
等

動
ジ

彫
イ

場
発
行
者
の

刻
ン

面
番
号
・
略
称

）

や
の

工
写

芸
真

）

・
Ａ
４
判
で
、
１
年
及
び
２
･
３
年
の
２
分
冊
で
構
成
し
て
い
る
。

・
各
ペ
ー
ジ
を
、
「
絵
や
彫
刻
な
ど
」
「
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
」
「
資
料
等
」
に
分

１
年

5
8

2
1

2
1

1
5

1
1
1
2
5
1
0
0
7
4

類
し
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
色
分
け
し
て
示
し
て
い
る
。

９
・
学
習
資
料
と
し
て
、「
パ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
」「
道
具
箱
」「
色
彩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

等
を
設
定
し
、
巻
末
に
ま
と
め
て
提
示
し
て
い
る
。

開
隆
堂

・
自
己
と
社
会
、
美
術
と
社
会
の
関
わ
り
や
、
生
活
の
中
の
美
術
の
働
き
に
つ
い
て

考
え
る
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い
る
。

２
・
３
年

1
0
8
2
5

2
5

5
7

1
7
2
0
0
3
1
3
5
3
・
生
徒
作
品
を
多
く
掲
載
し
、
多
様
な
表
現
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。

・
Ａ
４
判
で
、
１
年
及
び
２
･
３
年
の
２
分
冊
で
構
成
し
て
い
る
。

・
各
ペ
ー
ジ
を
、
「
絵
や
彫
刻
な
ど
」
「
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
」
「
学
習
を
支
え
る

１
年

6
6

2
4

2
0

2
1

1
6

8
4
2
4
5
9
2

資
料
」
に
分
類
し
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
色
分
け
し
て
示
し
て
い
る
。

3
8

・
表
現
技
法
や
用
具
の
扱
い
方
や
形
・
色
・
材
料
・
光
な
ど
に
関
す
る
資
料
の
ペ
ー

ジ
を
巻
末
に
設
け
て
い
る
。

光
村

・
生
活
に
生
か
せ
る
美
術
の
活
動
を
取
り
上
げ
、
「
生
活
に
生
か
そ
う
」
マ
ー
ク
で

示
し
て
い
る
。

２
・
３
年

1
0
4
3
6

3
2

3
5

3
2
1
2
9
4
6
5
6
0
・
道
徳
の
学
習
と
関
連
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
、
マ
ー
ク
と
文
章
で
示
し
て
い
る
。
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美
術

内
容
別
配
当

教
材
・
資
料
等
の
分
量

ぺ
ー
ジ
数

総
項
目

表
表

鑑
総

生
美

生
ペ

現
現

賞
題

徒
術

徒

（

（

材
作

作
の

絵
デ

数
品

品
活

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

ー
や

ザ
等

動
ジ

彫
イ

場
発
行
者
の

刻
ン

面
番
号
・
略
称

）

や
の

工
写

芸
真

）

・
Ａ
４
よ
り
幅
が
２
㎝
広
い
ワ
イ
ド
判
で
、
１
年
及
び
２
･
３
年
上
、
２
･
３
年
下
の

１
年

5
8

2
0

1
9

1
8

1
8
1
2
5
1
7
5
3
8

３
分
冊
で
構
成
し
て
い
る
。

・
各
ペ
ー
ジ
を
、
「
絵
や
彫
刻
な
ど
」
「
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
」
「
学
習
に
役
立
つ

1
1
6

２
・
３
年

資
料
」
に
分
類
し
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
色
分
け
し
て
示
し
て
い
る
。

上
5
6

1
7

1
4

2
4

1
6

6
4
2
3
0
1
4
・
巻
末
に
、
表
現
や
鑑
賞
の
学
習
の
参
考
と
な
る
資
料
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

日
文

・
美
術
と
社
会
の
関
わ
り
を
示
す
事
例
を
、
「
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
な
ど
」
の
ペ
ー
ジ

２
・
３
年

を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

下
5
6

1
5

1
4

2
6

1
7

7
8
2
1
0
2
8
・
道
徳
の
内
容
項
目
と
関
連
の
あ
る
題
材
に
は
、
マ
ー
ク
と
文
章
で
示
し
て
い
る
。
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美
術

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
学
習
の
め
あ
て
や
題
材
の
配
列
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
各
題
材
の
学
習
の
目
的
を
主
文
で
、
学
習
の
振
り
返
り
を
４
観
点

・
言
語
活
動
や
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
表
現

で
末
尾
に
示
し
、
学
習
の
め
あ
て
を
明
確
に
し
て
い
る
。

や
鑑
賞
の
活
動
を
深
め
る
題
材
を
設
定
し
て
い
る
。

・
各
題
材
を
、
表
現
と
鑑
賞
の
活
動
を
関
連
付
け
て
、
一
体
的
に
示

・
鑑
賞
の
題
材
を
中
心
に
、
話
合
い
の
き
っ
か
け
と
な
る
問
い
か
け

し
て
い
る
。

を
し
て
い
る
。

９
○
表
現
の
題
材
の
特
徴
と
取
扱
い
の
工
夫

○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
関
連
す
る
学
習
を
ま
と
め
て
、
４
～
８
ペ
ー
ジ
で
展
開
す
る
大
型

・
発
想
や
表
現
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
､
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
コ
ン
ピ

開
隆
堂

の
題
材
の
ペ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い
る
。

ュ
ー
タ
の
活
用
例
を
示
し
て
い
る
。

・
基
礎
的
な
技
法
や
知
識
な
ど
、
表
現
活
動
の
参
考
と
な
る
資
料
を

・
目
次
に
著
作
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
す
文
章
を
示
し
て
い
る
。

別
枠
で
随
所
に
示
し
て
い
る
。

○
〔
共
通
事
項
〕
に
関
わ
る
題
材
の
取
扱
い
の
工
夫

○
鑑
賞
の
題
材
の
特
徴
と
取
扱
い
の
工
夫

・
各
題
材
の
主
文
で
、
〔
共
通
事
項
〕
の
内
容
を
意
識
さ
せ
る
呼
び

・
折
り
込
み
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
大
型
図
版
や
原
寸
大
の
作
品
を
提

か
け
を
し
て
い
る
。

示
し
て
い
る
。

・
巻
末
資
料
の
「
色
彩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
、
色
彩
に
関
す
る
内
容

・
「
問
い
か
け
」
を
設
定
し
、
鑑
賞
活
動
の
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。

を
取
り
上
げ
て
い
る
。

○
学
習
の
め
あ
て
や
題
材
の
配
列
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
各
題
材
の
目
標
を
示
す
と
と
も
に
、
目
標
の
文
頭
に
チ
ェ
ッ
ク
欄

・
鑑
賞
活
動
の
導
入
と
と
も
に
、
言
語
活
動
の
充
実
に
つ
な
が
る
よ

を
設
け
、
生
徒
が
自
己
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

う
、
巻
頭
に
「
感
じ
た
こ
と
を
話
し
合
お
う
」
を
設
定
し
て
い
る
。

・
各
題
材
を
、
「
表
現
中
心
の
題
材
」
と
「
鑑
賞
中
心
の
題
材
」
に

・
「
作
者
の
言
葉
」
を
別
枠
で
取
り
上
げ
、
言
葉
を
通
し
て
作
者
の

分
け
て
示
し
て
い
る
。

心
情
や
意
図
に
気
付
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

3
8

○
表
現
の
題
材
の
特
徴
と
取
扱
い
の
工
夫

○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
「
み
ん
な
の
工
夫
」
で
は
、
複
数
の
生
徒
の
作
品
が
完
成
に
至
る

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
写
真
を
活
用
し
た
表
現
活
動
や
鑑
賞
レ
ポ
ー
ト

光
村

ま
で
の
過
程
を
生
徒
の
言
葉
と
共
に
示
し
て
い
る
。

作
成
な
ど
の
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

・
「
発
想
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」
で
は
、
作
家
が
発
想
、
構

・
巻
末
資
料
で
肖
像
権
や
著
作
権
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

想
す
る
過
程
を
示
し
、
発
想
や
構
想
の
手
が
か
り
と
し
て
い
る
。

○
〔
共
通
事
項
〕
に
関
わ
る
題
材
の
取
扱
い
の
工
夫

○
鑑
賞
の
題
材
の
特
徴
と
取
扱
い
の
工
夫

・
各
題
材
の
目
標
の
下
に
「
Ｑ
」
マ
ー
ク
を
付
け
て
、
〔
共
通
事
項
〕

・
原
寸
大
で
作
品
を
鑑
賞
す
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

の
内
容
を
意
識
さ
せ
る
問
い
か
け
を
し
て
い
る
。

・
美
術
作
品
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
掲
載
作
品
に
関
連

・
巻
末
資
料
に
、
「
色
と
光
の
特
徴
を
知
ろ
う
」
「
形
と
材
料
の
特
徴

し
た
詩
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

を
知
ろ
う
」
を
設
け
て
い
る
。
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美
術

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
学
習
の
め
あ
て
や
題
材
の
配
列
の
工
夫

付
け
て
、
関
連
が
あ
る
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
示
し
て
い
る
。

・
題
材
ご
と
に
ペ
ー
ジ
の
冒
頭
に
、
４
観
点
の
学
習
目
標
を
「
学
び

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

の
ね
ら
い
」
と
し
て
示
し
て
い
る
。

・
鑑
賞
の
題
材
の
主
文
を
中
心
と
し
て
、
話
合
い
の
き
っ
か
け
と
な

・
各
題
材
を
、
「
表
現
す
る
活
動
を
主
に
し
た
内
容
」
と
「
鑑
賞
す

る
内
容
を
示
し
て
い
る
。

る
活
動
を
主
に
し
た
内
容
」
に
分
け
て
示
し
て
い
る
。

・
掲
載
作
品
の
随
所
に
「
作
者
の
言
葉
」
を
添
え
て
い
る
。

1
1
6

○
表
現
の
題
材
の
特
徴
と
取
扱
い
の
工
夫

○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
作
品
だ
け
で
な
く
、
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
や
作
者
の
言
葉
、
情
景

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

日
文

写
真
な
ど
を
示
し
、
発
想
や
構
想
の
手
が
か
り
と
し
て
い
る
。

た
表
現
や
鑑
賞
活
動
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
用
具
の
扱
い
方
な
ど
、
表
現
活
動
の
参
考
と
な
る
巻
末
資
料
の
ペ

・
美
術
に
関
す
る
知
的
財
産
権
や
肖
像
権
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
促

ー
ジ
を
「
参
照
」
マ
ー
ク
を
付
け
て
示
し
て
い
る
。

す
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

○
鑑
賞
の
題
材
の
特
徴
と
取
扱
い
の
工
夫

○
〔
共
通
事
項
〕
に
関
わ
る
題
材
の
取
扱
い
の
工
夫

・
「
教
科
書
美
術
館
」
と
し
て
、
大
型
図
版
や
原
寸
大
の
作
品
を
掲

・
各
題
材
の
学
び
の
ね
ら
い
、
学
習
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
、
〔
共

載
し
た
り
、
浮
世
絵
を
和
紙
に
印
刷
し
た
り
し
て
い
る
。

通
事
項
〕
の
内
容
を
示
し
て
い
る
。

・
表
現
活
動
と
の
一
体
化
が
図
れ
る
よ
う
に
、
「
参
照
」
マ
ー
ク
を

・
巻
末
資
料
で
形
・
色
彩
・
光
な
ど
に
関
す
る
内
容
を
扱
っ
て
い
る
。
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保
健
体
育

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

保
健
分
野

体
育
分
野

総
項
目

ペ ー ジ
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

発
行
者
の

番
号
・
略
称

・
Ａ
Ｂ
判
。

・
「
こ
の
教
科
書
の
使
い
方
」
と
し
て
、
巻
頭
見
開
き
で
具
体
的
な
使
い
方

を
示
し
て
い
る
。

２
・
「
保
健
体
育
の
学
習
方
法
」
と
し
て
、
巻
頭
見
開
き
で
示
し
て
い
る
。

1
90

29
1
9
30

47
1
1
1
5
10

2
21

84
20
1
26
3
6

6
・
学
習
内
容
の
関
連
事
項
を
各
項
目
ご
と
に
ペ
ー
ジ
の
下
に
「
保
健
体
育
ク

東
書

イ
ズ
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
口
絵
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
健
康
や
安
全
に
関
係
し
た
仕
事
を
し
て
い
る
人

の
具
体
的
な
言
葉
や
食
に
関
し
て
の
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
各
学
年
ご
と
に
「
保
健
編
」「
体
育
編
」
を
ま
と
め
て
分
け
ら
れ
て
い
る
。

・
Ａ
Ｂ
変
型
判
。

・
「
こ
の
教
科
書
で
学
習
す
る
み
な
さ
ん
へ
」
と
し
て
、
具
体
的
な
使
い
方

を
示
し
て
い
る
。

４
・
具
体
的
な
目
標
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
「
今
日
の
学
習
課

1
60

24
1
6
24

41
1
6
1
4
12

2
44

95
82

11
9
6

0
題
」
を
示
し
て
い
る
。

大
日
本

・
各
項
目
ご
と
に
学
習
内
容
の
重
要
語
句
を
本
文
中
で
強
調
し
て
表
記
す
る

と
と
も
に
、
章
末
の
「
学
習
の
ま
と
め
」
に
改
め
て
示
し
て
い
る
。

・「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
技
術
と
学
び
方
の
例
」
で
各
領
域
ご
と
に
運
動
の
特
性

を
説
明
し
て
い
る
。

・
口
絵
で
食
に
関
し
て
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

心 身 の 機 能 の 発 達 と 心 の 健 康

健 康 と 環 境

運 動 や ス ポ ー ツ の 多 様 性

健 康 な 生 活 と 疾 病 の 予 防

注 釈 及 び 用 語 説 明

実 習 及 び 作 業

情 報 （ イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 活 用 ）

表 及 び グ ラ フ

図 及 び 写 真

課 題 （ 問 題 等 も 含 む ）

運 動 や ス ポ ー ツ が 心 身 の 発 達 に 与 え る 効 果 と 安 全

文 化 と し て の ス ポ ー ツ の 意 義

（ 口 絵 含 め ず ）

１ ・ ２ ・ ３ 年 １ ・ ２ ・ ３ 年

傷 害 の 防 止
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保
健
体
育

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

保
健
分
野

体
育
分
野

総

項
目

ペ ー ジ
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

発
行
者
の

番
号
・
略
称

・
Ｂ
５
判
。

・
「
こ
の
教
科
書
の
使
い
方
」
と
し
て
、
巻
頭
見
開
き
で
具
体
的
な
使
い
方

を
示
し
て
い
る
。
「
保
健
体
育
の
学
び
方
」
も
示
し
て
い
る
。

5
0

・
各
項
目
の
学
習
課
題
が
図
等
で
示
さ
れ
、
本
文
中
に
重
要
語
句
を
太
字
で

1
74

26
1
8
24

48
1
0
1
8
10

2
97

53
85

16
9
5
51

示
す
と
と
も
に
、
重
要
語
句
の
注
釈
と
用
語
の
解
説
を
掲
載
し
て
い
る
。

大
修
館

ま
た
、
資
料
の
大
切
な
こ
と
を
吹
き
出
し
を
使
っ
て
示
し
て
い
る
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
手
段
を
活
用
で

き
る
よ
う
関
連
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
。

・
図
表
の
出
典
一
覧
が
１
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

・
各
ペ
ー
ジ
、
本
文
の
横
に
補
足
資
料
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
Ｂ
５
判
。

・
「
こ
の
教
科
書
の
使
い
方
」
で
教
科
書
の
構
成
と
学
習
の
流
れ
と
学
習
方

法
を
示
し
て
い
る
。

2
2
4

・
用
語
解
説
や
関
連
情
報
な
ど
を
、
各
時
間
の
ペ
ー
ジ
内
の
サ
イ
ド
解
説
や

1
90

26
2
2
28

46
1
4
1
2
13

2
32

68
14
5
86

11
18

資
料
内
の
注
釈
、
メ
モ
や
ガ
イ
ド
な
ど
で
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

学
研

れ
の
項
目
で
何
を
行
う
か
が
、
マ
ー
ク
で
示
さ
れ
て
い
る
。

・「
リ
ン
ク
」
を
設
け
、
参
考
に
な
る
関
連
サ
イ
ト
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
実
習
が
多
く
、
「
心
の
健
康
」
や
「
酒
・
た
ば
こ
・
薬
物
」
な
ど
で
も
取

り
入
れ
て
い
る
。

・
口
絵
で
食
に
関
し
て
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

心 身 の 機 能 の 発 達 と 心 の 健 康

健 康 と 環 境

健 康 な 生 活 と 疾 病 の 予 防

注 釈 及 び 用 語 説 明

実 習 及 び 作 業

情 報 （ イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 活 用 ）

表 及 び グ ラ フ

図 及 び 写 真

課 題 （ 問 題 等 も 含 む ）

文 化 と し て の ス ポ ー ツ の 意 義

１ ・ ２ ・ ３ 年 １ ・ ２ ・ ３ 年

傷 害 の 防 止
（ 口 絵 含 め ず ）

運 動 や ス ポ ー ツ の 多 様 性

運 動 や ス ポ ー ツ が 心 身 の 発 達 に 与 え る 効 果 と 安 全
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保
健
体
育

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
導
入
（
課
題
把
握
）
と
学
習
の
進
め
方

・「
ポ
イ
ン
ト
」
で
資
料
を
読
み
取
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。

・
各
項
目
の
「
今
日
の
学
習
」
で
、
学
習
の
内
容
を
明
確
に
し
て
い
る
。

○
作
業
や
実
習
を
通
し
た
学
習

・
各
項
目
の
「
や
っ
て
み
よ
う
」
で
、
学
習
の
課
題
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

・
実
習
資
料
の
「
心
肺
蘇
生
法
」
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
「
止
血
法
」
「
包
帯
法
」
の
項
目

○
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
と
自
己
評
価
の
配
慮

で
、
処
置
や
手
順
（
操
作
）
等
を
写
真
や
図
で
示
し
て
い
る
。

・
各
章
末
に
「
確
認
の
問
題
」
と
「
活
用
の
問
題
」
が
あ
り
、
項
目
ご
と
の
学
習

○
発
展
的
な
学
習
の
内
容

２
ポ
イ
ン
ト
の
復
習
と
学
習
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
学
習
・
学
習
内
容
を
発
展
的
に
理
解
さ
せ
る
た
め
、
各
項
目
の
「
日
常
生
活
に
生

の
ま
と
め
」
で
そ
の
学
習
を
振
り
返
り
、
自
己
評
価
が
で
き
る
。

か
そ
う
」
で
日
常
生
活
に
関
わ
る
設
問
を
設
け
て
い
る
。

東
書

・
「
考
え
て
み
よ
う
」
の
項
目
で
、
日
常
生
活
に
関
わ
る
部
分
を
具
体
的
な
図
や

○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

グ
ラ
フ
等
で
示
し
、
学
習
の
主
体
的
な
部
分
を
示
し
て
い
る
。

・
「
読
み
物
」
で
、
学
習
内
容
に
関
連
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
掲
載
し
、
イ
ン

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
、
関
連
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
掲
載

・
各
項
目
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
、
学
習
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
語
句
を
示
し
、

し
て
い
る
。

本
文
中
で
語
句
を
太
字
で
示
す
と
と
も
に
、
関
連
内
容
を
「
章
末
資
料
」
の
項

目
の
中
で
説
明
し
て
い
る
。

・
「
リ
ン
ク
」
で
関
連
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。
「
他
教
科
」
で
関
連
教
科
や
学
年

を
示
し
て
い
る
。

○
導
入
（
課
題
把
握
）
と
学
習
の
進
め
方

○
作
業
や
実
習
を
通
し
た
学
習

・
各
項
目
の
「
今
日
の
学
習
の
課
題
」
で
、
学
習
の
課
題
を
明
確
に
し
て
い
る
。

・
実
習
資
料
の
「
心
肺
蘇
生
法
」「
外
傷
の
応
急
手
当
」「
止
血
法
」「
包
帯
法
」

・
各
項
目
の
「
考
え
よ
う
」
の
設
問
で
、
学
習
す
べ
き
内
容
を
具
体
化
し
て
い
る
。

の
項
目
で
、
処
置
や
手
順
（
操
作
）
等
を
写
真
や
図
で
示
し
て
あ
り
、
「
学

○
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
と
自
己
評
価
の
配
慮

習
を
活
か
し
て
」
の
項
目
で
、
具
体
的
な
作
業
内
容
や
実
習
の
課
題
を
示
し

・
章
末
の
「
学
習
の
ま
と
め
」
で
重
要
な
内
容
を
提
示
し
、
振
り
返
り
が
で
き
る

て
い
る
。

４
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

○
発
展
的
な
学
習
の
内
容

・
「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
技
術
の
例
」
で
各
領
域
ご
と
に
中
学
校
で
学
ぶ
運
動
や
・
章
末
資
料
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
＋
」
で
そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
関
連
す
る
発
展
的
な

大
日
本

学
び
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

学
習
を
提
示
し
て
い
る
。

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
「
ミ
ニ
知
識
」
の
項
目
で
、
学
習
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
を
し
て
い
る
。
ま
・
学
習
内
容
と
関
連
さ
せ
た
様
々
な
情
報
を
提
供
し
、
日
常
生
活
で
の
関
わ

た
、
マ
ー
ク
で
語
句
を
説
明
し
、
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

り
か
ら
学
習
内
容
の
理
解
と
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
興
味
・
関
心
を
広
げ

・
特
に
重
要
な
語
句
な
ど
を
太
字
で
示
し
、
「
リ
ン
ク
」
の
項
目
で
関
連
事
項
の
ペ

ら
れ
る
よ
う
、
各
項
目
に
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
の
読
み
物
を
掲
載
し
て
い
る
。

ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。

・
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
大
切
な
言
葉
を
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
し
て
ま
と
め
て

い
る
。

－59－



保
健
体
育

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
導
入
（
課
題
把
握
）
と
学
習
の
進
め
方

○
作
業
や
実
習
を
通
し
た
学
習

・
各
項
目
の
初
め
の
「
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」
に
は
、
設
問
を
設
け
て
い
る
。

・
「
応
急
手
当
」
の
項
目
で
、
「
包
帯
法
」
や
「
止
血
法
」
、
「
患
部
の
固
定
」

・
各
項
目
の
初
め
に
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
学
習
す
る
重
要
な
言
葉
を
示
し
て
い
る
。

な
ど
を
扱
い
、
「
実
習
」
マ
ー
ク
を
付
け
て
、
実
際
の
行
い
方
を
示
し
て
い

○
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
と
自
己
評
価
の
配
慮

る
。
特
に
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
の
使
い
方
を
詳
し
く
写
真
で
示
し
て
い
る
。

・
各
項
目
の
最
後
に
、
考
え
る
、
話
し
合
う
、
調
べ
る
、
ま
と
め
る
、
発
表
す
る

○
発
展
的
な
学
習
の
内
容

5
0

な
ど
の
作
業
課
題
「
ト
ラ
イ
」
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
設
け
て
い
る
。

・
特
設
項
目
や
本
文
中
の
コ
ラ
ム
な
ど
の
う
ち
、
発
展
的
な
学
習
内
容
に
つ

・
各
単
元
の
終
わ
り
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
る
チ
ェ
ッ
ク
を
設
定
し
、
「
学

い
て
は
、
「
発
展
」
マ
ー
ク
を
付
け
て
示
し
て
い
る
。

大
修
館

び
を
生
か
そ
う
」
で
学
習
課
題
を
示
し
て
い
る
。

○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
学
習
項
目
に
関
連
し
た
5
0
の
関
連
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ペ
ー
ジ
下
に
掲
載

・
各
項
目
内
に
「
コ
ラ
ム
・
事
例
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
内
容
に
関
連
す
る
話

し
、
調
べ
学
習
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

題
等
を
掲
載
し
て
い
る
。

・
各
項
目
の
「
活
用
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の
場
面
に
当
て
は

め
て
考
え
る
課
題
を
設
け
た
り
、
書
き
込
む
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
し
て
い
る
。

・「
ト
ピ
ッ
ク
」「
Ｑ
＆
Ａ
」
で
項
目
に
関
連
す
る
話
題
や
身
近
な
疑
問
へ
の
回
答
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

○
導
入
（
課
題
把
握
）
と
学
習
の
進
め
方

○
作
業
や
実
習
を
通
し
た
学
習

・
各
項
目
の
初
め
に
「
学
習
の
目
標
」「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
学
習
内
容
を
示
し
て
い
る
。
・
「
傷
害
の
防
止
」
で
、
傷
病
者
の
発
見
か
ら
具
体
的
な
手
順
や
処
置
等
と
、

・
各
項
目
の
「
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
」
で
、
学
習
す
べ
き
課
題
を
示
し
て
い
る
。

「
き
ず
の
手
当
」
の
項
目
で
、「
包
帯
法
」
や
「
止
血
法
」
な
ど
を
扱
い
、「
実

○
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
と
自
己
評
価
の
配
慮

習
」
マ
ー
ク
を
付
け
て
、
実
際
の
行
い
方
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
心
の

・
章
末
に
「
章
の
ま
と
め
」
を
設
け
、
用
語
の
確
認
や
基
礎
の
完
成
、
活
用
問
題
、

発
達
」
や
「
た
ば
こ
・
酒
・
薬
物
」
で
も
「
実
習
」
マ
ー
ク
を
付
け
て
、
ロ

2
2
4

生
活
へ
の
活
用
な
ど
自
己
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ー
ル
プ
レ
イ
の
行
い
方
を
示
し
て
い
る
。

・
各
項
目
の
中
に
「
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
と
し
て
、
考
え
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
、

○
発
展
的
な
学
習
の
内
容

学
研

調
べ
た
り
振
り
返
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
学
習
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
・
発
展
的
な
学
習
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
発
展
」
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
示
し

る
。

て
い
る
。

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
情
報
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
重
要
語
句
や
関
連
事
項
の
語
句
説
明
を
注
釈
書
き
で
説
明
し
、
理
解
を
深
め
ら
・
学
習
課
題
の
関
連
サ
イ
ト
を
「
リ
ン
ク
」
で
掲
載
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ト
で
の
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
重
要
な
語
句
な
ど
を
太
字
で
示
し
、
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
重
要
な
言
葉
を
示
し

て
い
る
。
「
情
報
サ
プ
リ
」
で
関
連
し
た
ミ
ニ
知
識
を
示
し
て
い
る
。

・
言
語
活
動
を
含
む
課
題
に
は
「
言
語
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
項
目
ご
と

に
何
を
行
う
の
か
が
、
マ
ー
ク
で
示
さ
れ
て
い
る
。
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技
術
・
家
庭
（
技
術
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

材
エ

生
情

図
図

技
注

発
総

料
ネ

物
報

及
表

能
釈

展
項
目

と
ル

育
に

び
及

に
及

的
ペ

加
ギ

成
関

写
び

関
び

な
工

に
す

真
グ

す
用

学
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

ー
に

変
関

る
の

ラ
る

語
習

ー

関
換

す
技

あ
フ

説
説

の
発
行
者
の

ジ
す

に
る

術
る

の
明

明
小

番
号
・
略
称

る
関

技
ペ

数
の

の
題

技
す

術
数

数
材

ー

術
る

ジ
数

技
数

術

・
Ａ
Ｂ
判
。

１
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
技
術
の
発
展
と
３
年
間
の
学
習
内
容
を
取
り
上
げ
、
未
来
へ
の
つ

２
・

な
が
り
を
示
し
て
い
る
。

２
２

2
9
0
7
4

5
6

4
4

6
4
2
8
2
1
0
4
5
2
10
4

4
・
学
習
の
流
れ
が
分
か
る
よ
う
、
各
編
の
構
成
を
統
一
し
て
い
る
。
ま
た
、
見
開
き

東
書

・
ペ
ー
ジ
の
右
端
に
色
帯
を
付
け
て
各
編
・
章
に
分
類
し
て
い
る
。

東
書

３
・
編
の
各
章
の
冒
頭
で
「
目
標
」
を
設
定
し
て
い
る
。

年
・
各
内
容
の
終
わ
り
に
評
価
・
活
用
、
学
習
の
ま
と
め
を
付
け
て
い
る
。

・
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
実
際
の
製
作
品
を
例
と
し
て
製
図
の
仕
方
を
示
し
て
い
る
。

・
Ｂ
５
判
。

１
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
技
術
の
進
化
の
例
を
示
し
、
六
つ
の
テ
ー
マ
を
あ
げ
て
、
こ

６
・

れ
か
ら
の
学
習
内
容
を
説
明
し
て
い
る
。

２
・
項
目
や
注
釈
等
の
見
出
し
の
色
を
各
章
ご
と
に
統
一
し
て
分
類
し
て
い
る
。

教
図

・
2
7
8
7
4

5
4

5
6

6
0
2
7
0
6
1

4
6

8
6

4
・
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
基
礎
技
能
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

３
・
教
科
書
を
見
な
が
ら
実
際
に
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
写
真
を
用
い
て

年
各
製
作
工
程
の
説
明
を
し
て
い
る
。

・
各
内
容
の
終
わ
り
に
、
ま
と
め
と
章
末
問
題
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
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技
術
・
家
庭
（
技
術
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

材
エ

生
情

図
図

技
注

発
総

料
ネ

物
報

及
表

能
釈

展
項
目

と
ル

育
に

び
及

に
及

的
ペ

加
ギ

成
関

写
び

関
び

な
工

に
す

真
グ

す
用

学
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

ー
に

変
関

る
の

ラ
る

語
習

ー

関
換

す
技

あ
フ

説
説

の
発
行
者
の

ジ
す

に
る

術
る

の
明

明
小

番
号
・
略
称

る
関

技
ペ

数
の

の
題

技
す

術
数

数
材

ー

術
る

ジ
数

技
数

術

・
Ｂ
５
判
。

１
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
小
学
校
と
中
学
校
で
の
学
び
の
関
連
を
示
し
た
上
で
、
様
々
な

・
技
術
の
発
展
例
と
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
の
仕
方
を
説
明
し
て
い
る
。

９
２

・
各
学
習
項
目
の
冒
頭
に
「
学
習
の
目
標
」
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
学
習
項
目
の
最

・
2
7
0
7
2

4
4

4
0

6
8
2
6
7
7
9

9
5
34
9

3
後
に
「
振
り
返
り
」
を
設
け
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
形
式
で
学
習
の
自
己
評
価
が
で

開
隆
堂

３
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

年
・
写
真
や
図
を
使
い
、
実
習
例
を
説
明
し
て
い
る
。

・
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
製
図
の
仕
方
を
記
載
し
て
い
る
。

・
豆
知
識
を
掲
載
し
、
関
係
す
る
項
目
や
用
語
の
説
明
を
し
て
い
る
。
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技
術
・
家
庭
（
技
術
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
導
入
と
学
習
の
進
め
方

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
「
夢
」
「
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
・
各
編
の
最
後
の
「
評
価
・
活
用
し
て
み
よ
う
」
で
、
ま
と
め
レ
ポ
ー
ト
の

取
り
上
げ
、
知
識
、
技
能
、
評
価
・
活
用
と
い
う
学
習
展
開
を
示
し
て
い

作
成
の
課
題
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

る
。

○
安
全
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
実
習
を
安
全
に
行
う
上
で
大
切
な
内
容
に
は
、
「
安
全
マ
ー
ク
」
「
衛
生

２
・
学
習
の
見
通
し
を
も
た
せ
る
よ
う
、
単
元
ご
と
に
「
目
標
」
を
設
定
し
て

マ
ー
ク
」
な
ど
を
付
け
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

い
る
。
ま
た
学
習
の
到
達
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
各
編
の
最
後
に
「
学
○
そ
の
他

東
書

習
の
ま
と
め
」
を
設
定
し
て
い
る
。

・
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

○
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
の
工
夫

環
境
と
資
源
、
暮
ら
し
の
調
和
の
視
点
か
ら
技
術
を
考
え
る
記
述
を
２
ペ

・
「
や
っ
て
み
よ
う
」
「
実
験
」
「
生
活
に
生
か
そ
う
」
で
実
践
的
・
体
験
的

ー
ジ
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
随
所
に
「
環
境
マ
ー
ク
」
を
付
け
て
い
る
。

な
課
題
を
示
し
て
い
る
。

・
技
術
に
関
わ
る
倫
理
観
の
育
成
に
つ
い
て

○
問
題
解
決
的
な
学
習
に
つ
い
て

各
編
の
最
後
の
「
評
価
・
活
用
し
て
み
よ
う
」
で
学
習
内
容
を
生
活
に

・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
を
示
し
、
も
の
づ
く
り
を
し
な
が
ら
問
題
解

つ
な
げ
、
様
々
な
技
術
の
問
題
点
を
考
え
さ
せ
る
課
題
を
示
し
て
い
る
。

決
能
力
が
育
成
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

○
導
入
と
学
習
の
進
め
方

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
技
術
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
の
か
を
示
し
、
技
術
分
野
の
学
習
で
・
製
品
の
設
計
の
た
め
の
「
ア
イ
デ
ア
シ
ー
ト
」
の
作
成
、「
栽
培
計
画
表
」

学
ぶ
内
容
を
概
観
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

の
立
案
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
作
成
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
安
全
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

・
各
単
元
の
冒
頭
で
、
学
習
す
る
内
容
と
目
的
を
文
章
で
示
し
て
い
る
。
ま
・
作
業
内
容
に
応
じ
て
「
安
全
」
「
注
意
」
の
欄
を
設
け
て
安
全
な
作
業
に

６
た
学
習
内
容
の
定
着
を
図
る
た
め
、
「
ま
と
め
」
で
学
習
内
容
の
振
り
返

つ
い
て
の
記
述
を
し
て
い
る
。

り
が
で
き
、
章
末
問
題
で
定
着
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
○
そ
の
他

教
図

○
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
の
工
夫

・
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

・
様
々
な
工
具
を
広
く
使
う
経
験
が
で
き
る
よ
う
な
実
習
例
を
示
し
て
い

各
章
で
、
技
術
の
発
展
と
技
術
と
の
関
わ
り
、
実
生
活
と
の
関
わ
り
に
つ

る
。

い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

○
問
題
解
決
的
な
学
習
に
つ
い
て

・
技
術
に
関
わ
る
倫
理
観
の
育
成
に
つ
い
て

・
「
考
え
よ
う
」
「
調
べ
よ
う
」
の
項
目
で
、
学
ん
だ
学
習
内
容
を
、
自
分

内
容
ご
と
に
安
全
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

の
実
生
活
で
生
か
し
、
問
題
解
決
能
力
を
育
て
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

な
技
術
が
必
要
か
を
考
え
さ
せ
る
課
題
を
示
し
て
い
る
。
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技
術
・
家
庭
（
技
術
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
導
入
と
学
習
の
進
め
方

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
生
活
や
社
会
に
お
け
る
技
術
の
役
割
」
と
し
て
、
生
・
「
話
し
合
っ
て
み
よ
う
」
の
項
目
を
設
定
し
、
意
見
交
流
や
発
表
を
す
る

活
と
技
術
の
関
わ
り
、
未
来
へ
つ
な
が
る
技
術
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性

活
動
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

に
つ
い
て
説
明
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
手
順
を
示
し
て
い
る
。

・
学
習
の
ま
と
め
で
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
や
話
合
い
の
課
題
を
取
り
入
れ
て
い

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

る
。

・
「
考
え
て
み
よ
う
」
「
調
べ
て
み
よ
う
」
の
項
目
で
基
礎
的
な
こ
と
に
着
目
○
安
全
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

９
さ
せ
「
振
り
返
り
」
「
学
習
の
ま
と
め
」
で
学
習
の
理
解
度
を
確
認
す
・
各
作
業
で
の
注
意
す
べ
き
内
容
を
「
安
全
マ
ー
ク
」
で
注
意
喚
起
し
、
説

る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。

明
解
説
し
て
い
る
。

開
隆
堂

○
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
の
工
夫

○
そ
の
他

・
「
実
験
」
で
科
学
的
根
拠
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

・
各
内
容
の
最
後
に
「
生
活
に
生
か
そ
う
」
を
設
定
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
生

「
環
境
マ
ー
ク
」
を
掲
載
し
、
循
環
型
社
会
に
対
応
す
る
態
度
や
環
境
に

活
の
場
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
例
や
ヒ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。

対
し
て
の
意
識
を
高
め
る
よ
う
記
述
し
て
い
る
。

○
問
題
解
決
的
な
学
習
に
つ
い
て

・
技
術
に
関
わ
る
倫
理
観
の
育
成
に
つ
い
て

・
基
礎
的
な
内
容
の
理
解
を
深
め
た
り
、
応
用
し
た
り
す
る
た
め
の
課
題
を

「
生
活
に
生
か
そ
う
」
で
の
振
り
返
り
か
ら
、
生
活
の
中
で
の
技
術
を
評

「
？
」
で
示
し
て
い
る
。

価
し
、
活
用
す
る
態
度
を
育
て
る
内
容
を
設
定
し
て
い
る
。

－64－



技
術
・
家
庭
（
家
庭
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

総
家

食
衣

身
図

図
注

発
書

族
生

生
近

及
表

釈
展

き
項
目

ペ
・

活
活

な
び

及
及

的
込

家
と

・
消

写
び

び
な

み
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

庭
自

住
費

真
グ

用
学

欄
ー

と
立

生
生

の
ラ

語
習

の
ジ

子
活

活
あ

フ
説

の
数

発
行
者
の

ど
と

と
る

の
明

小
番
号
・
略
称

も
自

環
ペ

数
の

題
の

立
境

数
材

ー
成

ジ
数

長

・
Ａ
Ｂ
判
。

１
・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
学
習
内
容
を
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ａ
、

・
Ｄ
の
順
に
配
列
し
、
「
生
活
の
課
題
と
実
践
」
を
ま
と
め
て
示
し
て
い
る
。

２
２

・「
編
の
導
入
」
⇒
「
基
礎
ペ
ー
ジ
」
⇒
「
学
習
の
ま
と
め
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

・
2
8
2
9
3

8
4

7
6

2
9
2
6
8
1
6
2
18
2
７

2
3
・
基
礎
的
な
技
能
を
「
基
礎
技
能
ペ
ー
ジ
」
と
し
て
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て

東
書

３
ま
と
め
て
い
る
。

年
・
実
習
の
手
順
は
、
横
の
流
れ
で
示
し
て
い
る
。

・「
ひ
と
く
ち
Ｑ
＆
Ａ
」
で
学
習
内
容
に
関
す
る
知
識
を
示
し
て
い
る
。

・
他
教
科
等
や
道
徳
と
の
関
連
を
示
し
て
い
る
。

・
Ｂ
５
判
。

１
・
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
学
習
内
容
を
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

・
Ｄ
の
順
に
配
列
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
部
分
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

６
２

ま
た
、
内
容
ご
と
に
「
生
活
の
課
題
と
実
践
」
を
示
し
て
い
る
。

・
2
8
6
8
2

8
0

8
0

4
4
2
7
1
9
6

35
1
2

3
6
・「
参
考
」
や
「
コ
ラ
ム
」
で
学
習
内
容
や
用
語
の
説
明
を
し
て
い
る
。

教
図

３
・
食
品
や
切
っ
た
後
の
野
菜
、
子
ど
も
の
手
形
な
ど
を
原
寸
大
の
写
真
で
示
し
た
り
、

年
料
理
の
失
敗
例
を
掲
載
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

・
実
習
の
手
順
は
、
縦
の
流
れ
で
示
し
て
い
る
。

・
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
し
、
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
言
葉
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
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技
術
・
家
庭
（
家
庭
分
野
）

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
・
資
料
等
の
分
量

総
家

食
衣

身
図

図
注

発
書

族
生

生
近

及
表

釈
展

き
項
目

ペ
・

活
活

な
び

及
及

的
込

家
と

・
消

写
び

び
な

み
使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

庭
自

住
費

真
グ

用
学

欄
ー

と
立

生
生

の
ラ

語
習

の
ジ

子
活

活
あ

フ
説

の
数

発
行
者
の

ど
と

と
る

の
明

小
番
号
・
略
称

も
自

環
ペ

数
の

題
の

立
境

数
材

ー
成

ジ
数

長

・
Ｂ
５
判
。

１
・
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
て
い
る
学
習
内
容
を
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

９
・

Ｄ
の
順
に
配
列
し
、
「
生
活
の
課
題
と
実
践
」
を
ま
と
め
て
示
し
て
い
る
。

２
2
7
8
8
4

8
8

7
2

3
4
2
6
7
1
5
7
18
1
1
2

3
5
・「
豆
知
識
」
で
学
習
に
関
連
し
た
情
報
を
説
明
し
て
い
る
。

開
隆
堂

・
・
折
り
込
み
で
食
材
の
写
真
を
実
物
大
で
示
し
、
そ
の
名
称
と
重
量
を
記
載
し
て
い
る
。

３
・
実
習
の
手
順
は
、
横
の
流
れ
で
示
し
て
い
る
。

年
・
他
の
学
習
項
目
や
技
術
分
野
等
と
の
関
連
を
示
し
て
い
る
。

・「
課
題
と
実
践
」
を
別
に
設
け
、
実
践
例
を
多
く
示
し
て
い
る
。
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技
術
・
家
庭
（
家
庭
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
導
入
と
学
習
の
進
め
方

○
安
全
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
「
自
分
の
生
活
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
」
を
設
け
て
、
・
冒
頭
に
「
実
習
の
安
全
」
と
し
て
、
実
習
前
、
実
習
中
、
実
習
後
の
一
般

学
習
成
果
を
点
数
で
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
、
「
学
習
内
容
を
見
て
み
よ

的
な
注
意
事
項
を
ま
と
め
て
示
し
て
い
る
。

う
」
で
、
小
学
校
と
関
連
あ
る
内
容
を
示
し
て
い
る
。

・
「
安
全
マ
ー
ク
」
「
衛
生
マ
ー
ク
」
を
付
け
て
い
る
。

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
そ
の
他

・
各
編
、
各
章
、
各
節
の
冒
頭
の
「
目
標
」
で
、
学
習
の
目
標
を
明
確
に
し
・
家
庭
分
野
に
お
け
る
食
育
の
充
実

２
て
い
る
。
ま
た
、
「
チ
ェ
ッ
ク
」
「
学
習
の
ま
と
め
」
で
学
習
の
到
達
度

家
庭
分
野
で
扱
う
食
生
活
の
内
容
を
見
開
き
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

調
理
実
習
題
材
は
、
献
立
調
理
か
ら
単
品
調
理
ま
で
実
習
時
間
に
応
じ
て

東
書

○
問
題
解
決
的
な
学
習
に
つ
い
て

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
「
実
習
例
」
で
考
え
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
す
る
場
面
を
設
け
て
い
る
。

・
家
庭
分
野
に
関
す
る
伝
統
的
な
内
容

・
「
学
習
の
ま
と
め
」
に
、
「
生
活
に
生
か
そ
う
」
の
項
目
を
設
け
、
生
活

「
伝
統
・
文
化
マ
ー
ク
」
を
付
け
て
、
「
伝
承
遊
び
」
「
伝
承
野
菜
」
「
和

に
つ
な
が
る
課
題
を
示
し
て
い
る
。

服
の
文
化
」
「
地
域
に
伝
わ
る
衣
の
文
化
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

・
環
境
へ
の
配
慮

・
自
分
の
思
い
や
気
付
き
を
伝
え
合
う
活
動
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
を

実
践
に
結
び
付
け
る
視
点
か
ら
、
「
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
」
を

設
定
し
て
い
る
。

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
「
環
境
マ
ー
ク
」
を
付
け
て
い
る
。

○
導
入
と
学
習
の
進
め
方

○
安
全
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

・
冒
頭
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
「
わ
た
し
の
成
長
と
家
庭
分
野
の
学
習
」
で
は
、
書
・
学
習
内
容
ご
と
に
安
全
へ
の
配
慮
を
ま
と
め
て
示
し
て
い
る
。

き
込
み
式
で
３
年
間
の
学
習
を
記
録
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

○
そ
の
他

・
「
復
習
」
で
、
小
学
校
の
学
習
の
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
・
家
庭
分
野
に
お
け
る
食
育
の
充
実

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

調
理
実
習
題
材
は
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
、
汁
物
、
間
食
に
分
け
て
単
品

・
各
章
や
節
の
導
入
に
「
自
立
度
チ
ェ
ッ
ク
」
「
目
標
」
「
キ
ー
ワ
ー
ド
チ

ご
と
に
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
料
理
の
写
真
や
材
料
・
分
量
を
栄
養
や

６
ェ
ッ
ク
」
を
設
定
し
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
術
を
確
認
で
き
る

献
立
の
学
習
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
学
習
の
ふ
り
返
り
」
で
学
習
の
到
達
度
を
・
家
庭
分
野
に
関
す
る
伝
統
的
な
内
容

教
図

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

口
絵
で
「
身
近
な
年
中
行
事
」
や
「
人
生
の
お
祝
い
事
」
を
取
り
上
げ
て

○
問
題
解
決
的
な
学
習
に
つ
い
て

い
る
。
ま
た
、
「
日
本
の
郷
土
料
理
」
「
和
服
」
「
伝
統
的
な
住
ま
い
」
を

・
「
調
べ
よ
う
」
「
考
え
よ
う
」
「
話
し
合
お
う
」
な
ど
で
、
生
徒
が
主
体
的

取
り
上
げ
て
い
る
。

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
示
し
て
い
る
。

・
環
境
へ
の
配
慮

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

生
活
と
環
境
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
、
統
計
資
料
を
掲
載

・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
グ
ル
ー
プ
で
の
話
合
い
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の

し
て
い
る
。
「
自
分
ら
し
い
エ
コ
な
活
動
を
実
践
し
よ
う
・
広
げ
よ
う
」

活
動
を
設
定
し
て
い
る
。

で
自
分
の
生
活
の
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
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技
術
・
家
庭
（
家
庭
分
野
）

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
導
入
と
学
習
の
進
め
方

○
安
全
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

・
巻
頭
・
口
絵
等
で
小
学
校
の
学
習
を
振
り
返
り
、
３
年
間
の
学
習
を
見
通
・
「
安
全
マ
ー
ク
」
や
「
衛
生
マ
ー
ク
」
を
付
け
て
、
注
意
す
る
こ
と
を
ま

す
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
い
る
。

と
め
て
示
し
た
り
、
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
い
る
。

○
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
た
め
の
工
夫

○
そ
の
他

・
学
習
の
内
容
ご
と
に
、
「
学
習
の
目
標
」
を
示
し
、
「
導
入
課
題
」
で
学
・
家
庭
分
野
に
お
け
る
食
育
の
充
実

習
の
意
欲
付
け
や
動
機
付
け
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
ふ
り

調
理
実
習
題
材
は
、
献
立
調
理
か
ら
単
品
調
理
ま
で
実
習
時
間
に
応
じ
て

９
返
り
」
「
学
習
の
ま
と
め
」
で
学
習
の
自
己
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

い
る
。

・
家
庭
分
野
に
関
す
る
伝
統
的
な
内
容

開
隆
堂

○
問
題
解
決
的
な
学
習
に
つ
い
て

口
絵
で
全
国
の
郷
土
料
理
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
伝
承
遊
び
」

・
学
習
の
内
容
ご
と
の
導
入
課
題
「
考
え
て
み
よ
う
」
「
話
し
合
っ
て
み
よ

「
伝
統
野
菜
」
「
和
服
の
文
化
」
「
日
本
の
住
ま
い
方
」
を
取
り
上
げ
て

う
」
等
で
、
生
活
の
具
体
的
な
場
面
を
課
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

い
る
。

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
環
境
へ
の
配
慮

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

「
消
費
・
環
境
マ
ー
ク
」
を
付
け
て
、
消
費
生
活
や
環
境
資
源
･
エ
ネ
ル

・
自
分
の
思
い
や
気
付
き
を
伝
え
合
う
活
動
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
を

ギ
ー
に
配
慮
す
る
内
容
を
示
し
て
い
る
。
各
編
に
「
持
続
可
能
な
社
会
を

設
定
し
て
い
る
。

つ
く
る
」
を
設
定
し
家
庭
生
活
と
環
境
問
題
を
ま
と
め
て
い
る
。
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英
語

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
の
分
量

項
目

総
本

活
動

資
使
用
語
数

ペ
複

聞
話

読
書

料
新

３
本

ー ジ
課

数
く

す
む

く
出

年
文

の
こ

こ
こ

こ
語

間
の

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

活
と

と
と

と
学

み
発
行
者
の

動
習

の
番
号
・
略
称

語
語

数
数

１
年

1
5
8
6
6
3
6
7

2
4

7
3
1
8
6
8

1
3
4
1
・
Ａ
Ｂ
判
。

・
複
数
課
ご
と
に
、
既
習
事
項
を
使
っ
て
発
表
等
の
自
己
表
現
活
動
を
行
う
構
成

２
に
な
っ
て
い
る
。

２
年

1
5
8
7
2
2
0
0

1
2
4
4
3
2
6
6
8
2
0
3
7
1
6
2
2
・
U
n
i
t
の
中
の
各
活
動
に
４
技
能
の
種
別
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

・
前
学
年
で
の
既
習
事
項
等
を
、
U
n
i
t
0
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

東
書

・
新
出
語
句
は
側
注
に
示
し
、
そ
の
う
ち
基
本
語
は
太
字
で
表
示
さ
れ
、
単
語
の

３
年

1
5
8
6
2
2
0
0

0
2
8
5
3
8
5
0
1

1
5
8
5

前
に
チ
ェ
ッ
ク
欄
を
設
け
て
い
る
。

・
巻
末
に
音
と
つ
づ
り
の
関
係
や
基
本
文
の
ま
と
め
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

１
年

1
7
0
6
2
3
6
6

2
1

4
5
2
7
4
9

1
2
6
7
・
Ａ
Ｂ
判
。

・
本
課
内
で
複
数
の
活
動
を
行
う
構
成
で
、
本
課
以
外
に
、
聞
く
・
話
す
・
書
く

９
活
動
を
行
う
P
O
W
E
R
-
U
P
を
設
け
て
い
る
。

２
年

1
6
2
6
7
3
9
0

0
5

2
4
2
7
5
7
2
0
1
3
2
4
6
1
・
２
・
３
年
で
は
、
読
み
物
教
材
を
、
本
課
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

・
新
出
語
句
は
側
注
に
示
し
、
基
本
語
は
太
字
で
示
さ
れ
、
単
語
の
前
に
チ
ェ
ッ

開
隆
堂

ク
欄
を
設
け
て
い
る
。

３
年

1
5
4
5
4
2
5
1

0
2
0
4
4
3
5
0
7

2
2
6
2
・
全
学
年
に
４
技
能
の
活
動
の
C
a
n
-
D
o
リ
ス
ト
、
１
年
に
は
切
り
取
っ
て
使
え
る

単
語
カ
ー
ド
の
付
録
が
あ
る
。

１
年

1
6
4
6
2
3
8
3

2
4

4
4
7
7
7
9

1
0
2
2
・
Ｂ
５
判
。

・
本
課
に
、
復
習
・
確
認
の
た
め
の
R
e
v
i
e
w
を
設
け
、
聞
く
・
話
す
・
書
く
活
動

1
1

を
本
課
外
の
C
h
a
p
t
e
r
P
r
o
j
e
c
t
で
複
数
の
活
動
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

２
年

1
7
0
7
0
2
2
0

2
8
1
0
5
4
5
6
4
1
7
2
3
1
7
5
1
・
各
学
年
を
四
つ
の
チ
ャ
プ
タ
ー
で
構
成
し
て
い
る
。

・
１
年
の
P
r
e
-
l
e
s
s
o
n
で
、
小
学
校
外
国
語
活
動
の
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

学
図

・
新
出
語
句
は
脚
注
に
示
し
、
既
習
語
を
異
な
る
品
詞
や
意
味
で
学
ぶ
際
に
は
、

３
年

1
7
0
6
4
2
1
0

0
7

8
6
6
3
8
0

1
9
0
8

語
の
後
に
◆
を
付
け
示
し
て
い
る
。

・
本
課
外
に
語
彙
を
充
実
さ
せ
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

（
注
）
複
数
の
活
動
：
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
の
う
ち
２
種
類
以
上
の
活
動
を
示
し
て
い
る
。
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英
語

内
容
別
配
当
ペ
ー
ジ
数

教
材
の
分
量

項
目

総
本

活
動

資
使
用
語
数

ペ
複

聞
話

読
書

料
新

３
本

ー ジ
課

数
く

す
む

く
出

年
文

の
こ

こ
こ

こ
語

間
の

使
用
上
の
便
宜
・
編
集
上
の
工
夫
等

活
と

と
と

と
学

み
発
行
者
の

動
習

の
番
号
・
略
称

語
語

数
数

１
年

1
6
0
6
3
3
6
1
0
0

7
4
4
0

1
0
6
9

1
2
3
4
・
Ａ
Ｂ
判
。

・
L
E
S
S
O
N
の
ま
と
め
と
し
て
発
表
を
行
う
P
R
O
J
E
C
T
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

1
5

・
G
E
T
で
の
繰
り
返
し
練
習
に
よ
り
習
得
し
た
基
礎
的
な
内
容
を
、
U
S
E
で
活
用
し

２
年

1
6
0
7
1
2
1
4

0
1
6
0
4
8
6
4
8
2
2
7
6
2
3
1
9

定
着
を
図
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

・
新
出
語
句
は
側
注
に
示
し
、
重
要
語
は
太
字
で
示
し
て
い
る
。
２
・
３
年
で
は

三
省
堂

新
出
語
句
の
横
に
色
を
変
え
て
発
音
記
号
を
示
し
て
い
る
。

３
年

1
6
0
6
6
2
1
3

0
1
8
0
5
2
5
5
9

3
4
5
9
・
１
年
で
は
、
本
課
外
に
基
本
的
な
単
語
を
内
容
別
に
ま
と
め
て
い
る
。

・
本
課
内
に
よ
く
使
わ
れ
る
語
句
を
示
し
た
W
o
r
d
B
a
n
k
を
設
け
て
い
る
。

１
年

2
0
8
7
7
7
0
2

4
5

6
3
5
8
0
9

1
4
8
1
・
Ｂ
５
判
。

・
「
本
冊
」
と
「
E
s
s
e
n
t
i
a
l
s
」
の
２
分
冊
で
、
後
者
に
本
冊
の
内
容
に
基
づ
く

1
7

活
動
や
演
習
等
を
設
け
て
い
る
。

２
年

1
9
2
7
2
5
3
2

0
1
9
2
3
5
5
1
2

2
6
3
7
・
L
E
S
S
O
N
の
ま
と
め
と
し
て
発
表
を
行
う
P
R
O
J
E
C
T
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

1
8
2
7

・
新
出
語
句
は
側
注
に
示
し
、
重
要
語
は
太
字
、
既
習
語
を
異
な
る
品
詞
や
意
味

教
出

で
学
ぶ
際
に
は
斜
体
字
で
示
し
て
い
る
。

３
年

1
8
8
5
4
4
5
1

0
2
9
6
4
4
5
0
6

2
6
7
1
・
本
課
外
に
語
彙
の
充
実
の
た
め
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

・
学
習
到
達
目
標
と
到
達
度
の
自
己
評
価
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

１
年

1
7
6
8
4
3
6
4

5
6

1
3
6
8
3
8

1
3
4
7
・
Ａ
Ｂ
判
。

・
本
課
A
c
t
i
v
i
t
y
や
T
a
s
k
で
複
数
の
活
動
を
扱
い
、
本
課
外
に
文
法
事
項
を
整
理

3
8

す
る
L
a
n
g
u
a
g
e
F
o
c
u
s
や
自
己
表
現
を
行
う
G
o
f
o
r
I
t
を
設
け
て
い
る
。

２
年

1
6
8
7
4
1
9
4

2
1
9
3
4
3
4
9
7
1
7
4
8
2
4
8
5
・
新
出
語
句
は
側
注
に
示
し
、
重
要
語
は
太
字
で
示
し
て
い
る
。
２
・
３
年
で
は

新
出
語
句
の
横
に
、
発
音
記
号
を
色
を
変
え
て
示
し
て
い
る
。

光
村

・
本
文
か
ら
１
文
を
S
o
u
n
d
と
し
て
ペ
ー
ジ
下
に
引
用
し
強
勢
等
を
示
し
て
い
る
。

３
年

1
6
0
6
0
1
2
1

2
2
8
3
5
0
4
1
3

2
7
3
7
・
本
課
外
に
語
彙
を
充
実
さ
せ
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

・
巻
末
に
、
基
本
文
一
覧
を
設
け
て
い
る
。

（
注
）
複
数
の
活
動
：
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
読
む
こ
と
、
書
く
こ
と
の
う
ち
２
種
類
以
上
の
活
動
を
示
し
て
い
る
。
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英
語

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
教
材
の
内
容

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

１
年

世
界
の
言
葉
、
教
室
英
語
、
挨
拶
、
自
己
紹
介
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
友

・
複
数
課
ご
と
に
、
既
習
事
項
を
使
っ
て
発
表
等
の
自
己
表
現
活
動
を
行
う

達
の
紹
介
、
好
き
な
こ
と
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、
体
調
を
た
ず
ね
る
、
オ

構
成
に
な
っ
て
い
る
。

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
電
話
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
、
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
、

・
各
課
の
後
に
、
そ
の
課
の
題
材
と
結
び
付
け
た
日
常
生
活
で
の
英
語
を
扱

イ
ギ
リ
ス
の
本
、
学
校
紹
介
、
外
国
の
中
華
街
、
道
案
内
、
一
日
の
生
活
、

っ
た
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
へ
の
観
光
旅
行
、
１
年
間
の
思
い
出
、
絵
は
が
き

な
ど

・
本
課
内
に
、
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
等
を
書
く
コ
ー
ナ
ー

２
年

春
休
み
の
思
い
出
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校
行
事
、
コ
メ
ン
ト
、
日
記
、
イ

を
設
け
て
い
る
。

ギ
リ
ス
旅
行
、
入
国
審
査
、
辞
書
の
使
い
方
、
職
業
体
験
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
将

・
複
数
課
ご
と
に
、
文
法
の
ま
と
め
と
練
習
問
題
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

２
来
の
夢
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
電
話
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
道
案
内
、

○
言
語
材
料
の
取
扱
い

英
語
落
語
、
詩
、
町
紹
介
、
映
画
、
買
い
物
、
好
き
な
こ
と
・
も
の

な
ど

・
U
n
i
t
0
と
し
て
、
前
学
年
で
の
既
習
事
項
等
を
取
り
上
げ
、
言
語
活
動
を

東
書

３
年

世
界
の
国
々
、
浮
世
絵
、
食
事
の
会
話
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
紹
介
、
手
紙
、

通
し
て
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
、
修
学
旅
行
、
災
害
へ
の
備
え
、
道
案
内
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

・
基
本
文
の
説
明
を
本
課
内
で
示
し
、
基
本
文
を
対
話
で
練
習
し
た
り
、
語

電
話
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
、
レ
ポ
ー
ト
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校
生
活

な
ど

句
を
代
入
し
た
り
す
る
問
題
を
設
け
て
い
る
。

○
教
材
の
提
示
形
式

・
１
年
で
、
a
m
、
a
r
e
、
i
s
、
一
般
動
詞
の
順
に
導
入
し
て
い
る
。

・
対
話
、
説
明
、
電
話
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
、
広
告
、
○
本
文
の
工
夫

レ
ポ
ー
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
手
紙
、
絵
は
が
き
、
物
語
、
ス
ピ
ー
チ
、
日
記
、

・
各
ペ
ー
ジ
の
読
み
取
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
本
文
の
前
に
、
日
本
語
で
示
し

パ
ズ
ル
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
記
事
、
詩
、
伝
記

て
い
る
。

ク
イ
ズ

な
ど

・
２
・
３
年
で
は
、
本
文
冒
頭
に
本
文
の
内
容
理
解
の
手
助
け
と
な
る
質
問

を
日
本
語
で
提
示
し
て
い
る
。

○
教
材
の
内
容

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

１
年

身
の
回
り
の
英
語
、
教
室
英
語
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
転
校
生
、
カ
ナ
ダ

・
本
課
内
で
は
、
基
本
文
に
基
づ
く
聞
く
・
話
す
活
動
を
扱
っ
て
い
る
。

か
ら
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
英
語
の
掲
示
・
標
識
、
国
際
フ
ー
ド

・
１
年
第
６
課
以
降
で
は
、
本
文
の
後
に
内
容
に
関
す
る
質
問
を
英
語
で
掲

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
時
刻
、
イ
ギ
リ
ス
旅
行
、
シ
ャ
チ
と
イ
ル
カ
、
ラ
ジ
オ

載
し
、
基
本
文
に
基
づ
く
書
く
活
動
を
扱
っ
て
い
る
。

放
送
、
折
り
紙
、
仮
装
パ
ー
テ
ィ
ー
、
年
始
の
あ
い
さ
つ
、
買
い
物
、
質
問
、
・
P
o
w
e
r
-
u
p
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
１
年
で
は
書
く
・
読
む
な
ど
の
独
立
し
た
活

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
.
Ｃ
.
、
日
記

な
ど

動
を
、
２
・
３
年
で
は
聞
く
・
話
す
等
の
複
数
の
活
動
を
設
定
し
て
い
る
。

２
年

休
暇
で
の
体
験
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
旅
行
、
天
気
予
報
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
、

・
複
数
課
ご
と
に
、
自
己
表
現
活
動
を
行
う
M
y
P
r
o
j
e
c
t
を
設
け
て
い
る
。

電
話
、
英
語
落
語
、
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
、
買
い
物
、
職
業
体
験
、
イ
ン
タ
ビ

○
言
語
材
料
の
取
扱
い

９
ュ
ー
、
環
境
問
題
、
道
案
内
、
将
来
の
夢
、
ト
ル
コ
と
の
親
交
、
学
校
紹
介
、
・
基
本
文
を
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
練
習
す
る
活
動
を
全
て
の
本
課
で
扱
い
、
活
動

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
賛
成
と
反
対
、
白
川
郷
、
観
光
ガ
イ
ド
、
Ｃ
Ｍ

な
ど

に
必
要
な
単
語
は
側
注
に
示
し
て
い
る
。

開
隆
堂

３
年

作
物
の
歴
史
、
機
内
で
の
会
話
、
火
山
、
環
境
問
題
、
電
車
の
乗
り
換

・
本
課
外
に
文
型
・
文
法
事
項
の
要
点
の
ま
と
め
と
練
習
問
題
が
あ
る
。

え
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
上
野
動
物
園
の
ゾ
ウ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
回
転
ず
し
、
電

・
１
年
で
、
a
m
、
a
r
e
、
一
人
称
、
二
人
称
の
一
般
動
詞
、
i
s
の
順
に
導
入

話
、
日
本
文
化
の
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
空
港
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
ク

し
て
い
る
。

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
学
校
紹
介
、
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ

な
ど

○
本
文
の
工
夫

○
教
材
の
提
示
形
式

・
本
課
の
冒
頭
に
日
本
語
で
学
習
の
め
あ
て
を
提
示
し
て
い
る
。

・
対
話
、
ス
ピ
ー
チ
、
説
明
、
電
話
、
ス
キ
ッ
ト
、
古
典
落
語
、
手
紙
、
デ
ィ

・
１
年
の
第
１
課
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
音
声
の
み
を
扱
っ
て
い
る
。

ベ
ー
ト
、
Ｃ
Ｍ
、
ク
イ
ッ
ク
Ｑ
＆
Ａ
、
物
語
、
日
記
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
イ

・
本
課
の
側
注
に
、
本
文
に
関
連
す
る
話
題
を
掲
載
し
て
い
る
。

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ス
ピ
ー
チ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
話
の
伝
言
、
伝
記

な
ど

・
本
文
の
音
読
回
数
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
欄
が
あ
る
。
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英
語

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
教
材
の
内
容

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

１
年

教
室
英
語
、
自
己
紹
介
、
身
の
回
り
の
英
語
、
挨
拶
、
好
き
な
こ
と
、

・
本
課
内
は
、
基
本
文
に
基
づ
く
聞
く
・
話
す
・
書
く
活
動
を
扱
っ
て
い
る
。

家
庭
生
活
、
東
京
の
紹
介
、
家
族
の
紹
介
、
校
舎
案
内
、
時
刻
、
ア
メ
リ
カ
の

・
１
年
で
は
１
ペ
ー
ジ
で
聞
く
・
話
す
・
書
く
活
動
の
復
習
ペ
ー
ジ
を
、
２

中
学
校
、
友
達
の
紹
介
、
１
日
の
生
活
、
日
本
の
正
月
、
月
や
星
の
観
察
、
外

・
３
年
で
は
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
４
領
域
の
言
語
活
動
を
行
う
復
習
ペ
ー

国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
写
真
の
描
写
、
点
字
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
野
生
動
物
、

ジ
を
設
け
て
い
る
。

手
紙
、
Sh
ow
an
d
Te
ll

な
ど

・
日
常
会
話
表
現
を
扱
う
ペ
ー
ジ
を
各
学
年
で
設
け
て
い
る
。

２
年

愛
媛
へ
の
旅
行
、
相
撲
、
日
本
と
外
国
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
日
記
、
海

・
各
チ
ャ
プ
タ
ー
の
後
に
、
本
課
で
習
得
し
た
表
現
を
活
用
し
て
書
く
活
動

外
旅
行
と
入
国
審
査
、
天
気
、
イ
ギ
リ
ス
旅
行
、
道
案
内
、
職
業
体
験
、
環

を
扱
っ
て
い
る
。

1
1

境
問
題
、
電
話
、
将
来
の
夢
、
世
界
遺
産
、
日
本
の
漫
画
・
ア
ニ
メ
・
映
画
、
○
言
語
材
料
の
取
扱
い

私
の
宝
物
、
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
、
観
光
案
内
づ
く
り

な
ど

・
各
課
末
に
、
言
語
材
料
を
復
習
・
確
認
す
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

学
図

３
年

世
界
の
朝
食
、
修
学
旅
行
、
日
本
の
伝
統
文
化
、
部
活
動
、
買
い
物
、

・
各
章
の
後
に
基
本
文
、
文
型
、
文
法
の
ま
と
め
を
掲
載
し
て
い
る
。

ア
ラ
ス
カ
旅
行
、
イ
ン
ド
旅
行
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
環
境
問
題
、
ブ
ー
タ
ン

・
各
学
年
で
、
前
学
年
の
復
習
を
行
う
課
を
本
課
の
前
に
設
け
て
い
る
。

の
国
際
協
力
、
ス
テ
ィ
ー
ビ
ー
・
ワ
ン
ダ
ー
、
電
話
、
世
界
の
言
語
と
文
化

・
１
年
で
、
一
般
動
詞
の
一
人
称
と
二
人
称
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

の
違
い
、
ア
ン
ネ
の
日
記
、
道
案
内
、
討
論
、
私
の
人
生

な
ど

・
付
録
や
欄
外
に
つ
づ
り
と
発
音
の
関
係
を
整
理
し
、
掲
載
し
て
い
る
。

○
教
材
の
提
示
形
式

○
本
文
の
工
夫

・
対
話
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
説
明
、
手
紙
、
ス
ピ
ー
チ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
日
記
、

・
本
課
は
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
、
左
ペ
ー
ジ
に
本
文
と
新
出
語
、
右

物
語
、
伝
記
、
レ
ポ
ー
ト
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど

ペ
ー
ジ
に
そ
の
基
本
文
の
定
着
の
た
め
の
「
聞
く
」
「
話
す
」
「
書
く
」

の
言
語
活
動
を
扱
っ
て
い
る
。

・
１
年
に
は
、
点
字
を
実
際
に
掲
載
し
て
い
る
。

○
教
材
の
内
容

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

１
年

場
面
英
語
、
身
の
回
り
の
英
語
、
教
室
英
語
、
自
己
紹
介
、
学
校
案
内
、
・
本
課
が
、
テ
ー
マ
の
提
示
、
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
、
活
用
、
文

時
間
、
好
き
な
こ
と
、
校
外
学
習
、
買
い
物
、
新
し
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
イ

法
の
ま
と
め
で
構
成
さ
れ
、
３
つ
の
本
課
ご
と
に
、
習
得
し
た
表
現
の
ま

ギ
リ
ス
の
文
化
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
電
話
、

と
め
を
す
る
自
己
表
現
活
動
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
中
学
校
生
活
、
道
案
内
、
日
本
の
年
中
行
事
、
不
思
議
の
国
の

・
日
常
会
話
表
現
を
扱
う
ペ
ー
ジ
を
各
課
の
後
に
設
け
て
い
る
。

ア
リ
ス

な
ど

・
１
年
の
第
１
課
か
ら
第
３
課
は
本
文
の
前
に
聞
く
活
動
が
あ
り
、
本
文
の

２
年

ハ
ワ
イ
の
伝
統
文
化
、
道
案
内
、
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
、
場
面
に
分
け

後
に
話
す
・
書
く
活
動
を
設
け
て
い
る
。

て
説
明
す
る
、
小
笠
原
諸
島
、
日
本
の
食
文
化
、
狂
言
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
話
す
活
動
は
、
発
表
型
と
会
話
型
に
分
け
ら
れ
、
明
示
さ
れ
て
い
る
。

1
5

旅
行
、
将
来
の
夢
、
電
話
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
ド
の
文
化
、
買

○
言
語
材
料
の
取
扱
い

い
物
、
地
雷

な
ど

・
１
年
の
W
O
R
D
S
&
S
O
U
N
D
S
、
２
・
３
年
の
S
O
U
N
D
S
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
発
音

三
省
堂

３
年

好
き
な
言
葉
、
道
案
内
、
日
仏
の
文
化
交
流
、
英
語
落
語
、
原
子
爆
弾

と
つ
づ
り
の
関
係
、
英
語
ら
し
い
発
音
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。

と
佐
々
木
禎
子
、
買
い
物
、
イ
ル
カ
の
物
語
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
、

・
各
課
の
後
に
文
型
や
文
法
の
ま
と
め
を
設
け
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
公
民
権
運
動
、
英
語
を
学
ぶ
意
義
、
電
話
、
風
力
発
電
で
国
を

・
３
年
で
は
、
１
・
２
年
よ
り
読
む
活
動
を
多
く
扱
っ
て
い
る
。

を
変
え
た
少
年
、
錦
織
圭

な
ど

・
１
年
で
、
b
e
動
詞
の
一
人
称
と
二
人
称
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

○
教
材
の
提
示
形
式

○
本
文
の
工
夫

・
対
話
、
物
語
、
ス
ピ
ー
チ
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
、
レ
ポ
ー
ト
、
電
話
、
説
明
、

・
本
文
の
下
に
、
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
を
英
語
で
記
載
し
て
い
る
。

Ｅ
メ
ー
ル
、
日
記
、
手
紙
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
デ

・
本
課
の
扉
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
日
本
語
で
学
習
の
め
あ
て
を
示
す
と
と
も
に
、

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
記
事
、
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
カ
ー
ド
、
ニ
ュ
ー
ス
、
ア

本
文
の
内
容
に
関
す
る
質
問
も
英
語
で
記
載
し
て
い
る
。

ナ
ウ
ン
ス

な
ど

・
各
ペ
ー
ジ
下
部
に
強
勢
、
抑
揚
等
の
読
み
方
の
注
意
が
書
か
れ
て
い
る
。
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英
語

内
容
の
程
度
・
組
織
・
取
扱
い
等
の
特
徴

○
教
材
の
内
容

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

１
年

身
の
回
り
の
英
語
、
自
己
紹
介
、
人
や
も
の
の
紹
介
、
好
き
な
も
の
・

・
分
冊
「
E
s
s
e
n
t
i
a
l
s
」
で
本
冊
の
内
容
に
基
づ
く
活
動
や
演
習
等
を
設
け

好
き
な
こ
と
、
家
族
と
友
達
の
紹
介
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
先
生
、
中
華

て
い
る
。

街
、
外
国
の
学
校
と
日
本
の
学
校
、
日
本
の
マ
ン
ガ
、
冬
休
み
の
過
ご
し
方
、
・
本
課
内
で
、
聞
く
・
話
す
・
書
く
活
動
を
扱
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光
地

な
ど

・
各
課
末
に
、
各
課
の
内
容
の
ま
と
め
と
、
自
己
表
現
活
動
の
コ
ー
ナ
ー
を

２
年

沖
縄
で
の
冬
休
み
、
ロ
ボ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
、
盲
導
犬
、
英
字
新
聞
、

設
け
て
い
る
。

笑
い
話
、
し
ま
な
み
街
道
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ

・
複
数
課
ご
と
に
、
既
習
事
項
を
使
っ
て
ス
ピ
ー
チ
や
調
査
発
表
等
を
行
う

ー
、
職
業
体
験
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
世
界
の
水
問
題
、
手
塚
治
虫

な
ど

P
r
o
j
e
c
t
を
設
定
し
て
い
る
。

1
7

３
年

ロ
ン
ド
ン
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
京
料
理
、
落
語
、
ア
ン
ネ
の
日
記
、
ニ

○
言
語
材
料
の
取
扱
い

ュ
ー
ス
番
組
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
言
語
、
働
く
こ
と
、
卒
業
ス
ピ
ー
チ
、
将
来

・
本
課
内
で
、
重
要
構
文
の
注
目
す
べ
き
点
を
太
字
で
示
し
、
説
明
を
下
段

教
出

へ
の
希
望

な
ど

に
示
し
て
い
る
。

○
教
材
の
提
示
形
式

・
文
法
の
ま
と
め
を
、
本
課
で
扱
う
言
語
材
料
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
色
分
け

・
対
話
、
説
明
、
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
、
ス
ピ
ー
チ
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

し
な
が
ら
示
し
て
い
る
。

物
語
、
レ
ポ
ー
ト
、
日
記
、
伝
記
、
手
紙
、
詩
、
記
事
、
デ
ィ
ベ
ー
ト

な
ど

・
１
年
で
、
a
m
、
a
r
e
、
i
s
、
一
般
動
詞
の
順
に
導
入
し
て
い
る
。

○
本
文
の
工
夫

・
各
課
を
基
礎
的
な
聞
く
活
動
か
ら
導
入
す
る
構
成
と
し
て
い
る
。

・
本
課
の
各
パ
ー
ト
に
聞
く
・
話
す
・
書
く
活
動
を
扱
っ
て
い
る
。

・
異
文
化
理
解
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

・
各
ペ
ー
ジ
下
部
に
音
の
つ
な
が
り
等
の
読
み
方
の
注
意
を
示
し
て
い
る
。

○
教
材
の
内
容

○
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
工
夫

１
年

身
の
回
り
の
英
語
、
自
己
紹
介
、
友
達
の
紹
介
、
人
や
物
の
説
明
、
好

・
本
課
内
で
、
基
本
文
に
基
づ
く
４
領
域
の
言
語
活
動
を
扱
っ
て
い
る
。

き
な
も
の
、
日
本
の
夏
祭
り
、
朝
の
食
卓
、
病
気
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
食
品

・
複
数
課
ご
と
に
、
自
己
表
現
活
動
を
行
う
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

と
健
康
、
バ
ン
ド
の
練
習
、
部
活
動
、
学
校
行
事
、
日
本
の
正
月
、
メ
ッ
セ

・
１
・
２
年
で
は
、
つ
づ
り
と
発
音
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
が

ー
ジ
カ
ー
ド
作
り
、
学
校
新
聞
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
新
聞

な
ど

あ
る
。

２
年

ス
ピ
ー
チ
、
愛
犬
、
日
記
、
夏
休
み
の
計
画
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
出

・
語
彙
を
集
め
た
ペ
ー
ジ
を
教
科
書
の
中
程
に
設
け
て
い
る
。

来
事
、
道
案
内
、
旅
の
し
お
り
、
沖
縄
の
紹
介
、
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
、
友
達

・
他
教
科
を
英
語
で
学
ぶ
視
点
で
作
成
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

と
の
け
ん
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
買
い
物
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、
ロ
ボ
ッ

・
英
語
の
学
習
方
法
を
提
示
し
た
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。

3
8

ト
と
の
共
存
、
手
紙
、
友
と
の
別
れ
、
竹
、
ト
ル
コ

な
ど

○
言
語
材
料
の
取
扱
い

３
年

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
、
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
、
修
学
旅
行
、
宝
探
し
、
杉

・
複
数
課
ご
と
に
、
基
本
文
、
文
型
、
文
法
の
要
点
を
掲
載
し
て
い
る
。

光
村

原
千
畝
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
、
将
来
の
夢
、
電
話
、
環
境
問
題
、

・
１
年
で
、
a
m
、
a
r
e
、
i
s
、
一
般
動
詞
の
順
に
導
入
し
て
い
る
。

道
案
内
、
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
環
境
サ
ミ
ッ
ト
で
の
少
女
の
ス
ピ
ー
チ
、

・
巻
末
に
基
本
文
の
ま
と
め
を
掲
載
し
て
い
る
。

卒
業
文
集
作
り

な
ど

・
文
法
事
項
を
整
理
す
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
文
の
構
造
を
図
示
し
て
い
る
。

○
教
材
の
提
示
形
式

・
英
語
学
習
の
方
法
に
つ
い
て
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

・
対
話
、
ス
ピ
ー
チ
、
電
話
、
説
明
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ

○
本
文
の
工
夫

ビ
ュ
ー
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
物
語
、
日
記
、
記
事
、
手
紙
、
伝
記
、
ブ
ロ
グ
、
・
各
課
の
扉
に
、
そ
の
課
の
目
標
を
提
示
し
、
本
課
の
話
題
に
つ
い
て
考
え

デ
ィ
ベ
ー
ト
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
新
聞

な
ど

た
り
予
測
し
た
り
す
る
問
い
と
、
本
文
を
聞
い
て
大
筋
を
と
ら
え
さ
せ
る

活
動
が
あ
る
。

・
各
ペ
ー
ジ
下
部
に
強
勢
、
抑
揚
等
の
読
み
方
の
注
意
が
書
か
れ
て
い
る
。
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CD DVD その他

Ａ０１
もじのえほん
あいうえお

1,500 国語
平仮名を五十音順に配し、身近な
絵や言葉、お話などで書かれた、
平仮名の学習絵本。

Ａ０２
もじのえほん
かたかなアイウエオ

1,500 国語
片仮名を五十音順に配し、身近な
絵や言葉、お話などで書かれた、
片仮名の学習絵本。

Ａ０３
もじのえほん
かんじ（１）

1,500 国語
１・２年生の漢字を中心に、漢字
の成り立ちを通して書かれた、漢
字の学習絵本。

Ａ０４
もじのえほん
かんじ（２）

1,500 国語
１・２年生の漢字の読み方、使い
方、書き順などが書かれた、漢字
の学習絵本。

Ｂ０２
あかねえほんシリーズ
かたちのえほん
まる・さんかく・しかくさん

1,500 算数／数学
丸、三角、四角について絵と文で
書かれた形の学習絵本。

Ｅ０１
けんちゃんとあそぼう１
のってのって

1,000
生活
国語

乗物ごっこのお話を通しての言葉
の学習絵本。

Ｅ０３
けんちゃんとあそぼう３
まねっこまねっこ

1,000
生活
国語

動物の鳴き声をまねて遊ぶことに
よる言葉の学習絵本。

Ｆ０２
くりのきえんのおともだち２
あしたえんそくだから

1,200 生活
遠足を題材にして絵と文で書かれ
た集団生活の学習絵本。

Ｇ０４
からだのえほん４
からだにもしもし

1,300
生活
保健体育

健康診断の心がまえや健康管理に
ついての学習絵本。

Ｈ０１
かばくん・くらしのえほん１
かばくんのいちにち

1,000 生活
かばくんの一日の生活を通した、
基本的な生活習慣の学習絵本。

Ｈ０２
かばくん・くらしのえほん２
かばくんのおかいもの

1,000 生活
かばくんがおかあさんと一緒に町
へ買い物に行くお話の生活学習絵
本。

Ｉ０３
あかね書房の学習えほん
ことばのえほんＡＢＣ

1,500 外国語
約300語の英単語をアルファベッ
ト順に絵と文字で書いた、英語の
学習絵本。

Ｉ０６
あかね書房の学習えほん
えいごえほん
ぞうさんのピクニック

1,500 外国語
ピクニックを題材にした、英単語
と英会話文の学習絵本。

Ｉ０７
あかね書房の学習えほん
えいごえほん
ぞうさんがっこうにいく

1,500 外国語
学校を題材にした、英単語と英会
話文の学習絵本。

００１
単行本
さわって　あそぼう
ふわふわ　あひる

1,300

国語
算数／数学
図画工作／
美術

色と形の認識や、アヒルに毛が生
えている手ざわりを認識する仕掛
け絵本。

５２１
かえるえんみどりぐみ１
とけいのえほん
いま　なんじ

1,300
生活
算数／数学

主人公のカエルが、いろいろな場
面で時間を示す、時計の読み方の
学習絵本。

５３２
からだのえほん２
すっきりうんち

1,300
生活
保健体育

健康のバロメーターとなる「うん
ち」について解説した身体の学習
絵本。

５５４ エンとケラとプン 1,300
生活
国語

ひろくんの悲しみ、喜び、怒りの
感情をエン、ケラ、プンに託して
描いた絵本。

コード
外

でんぐりでんぐり 1,000
生活
国語

ねこやうさぎやぞうが出てきて、
けんちゃんと一緒にでんぐりがえ
りをして遊ぶ様子を描いた絵本。

Ａ０６
あそびの絵本
ねんどあそび

1,300
図画工作／
美術

粘土のねり方と、お面やペンダン
トなどの作り方を紹介した絵本。

Ａ０７
あそびの絵本
クレヨンあそび

1,300
図画工作／
美術

クレヨン遊びを簡単なものから順
に紹介した絵本。

Ａ０８
あそびの絵本
紙ねんどあそび

1,300
図画工作／
美術

紙粘土の作り方やだんごの人形、
マリオネットなどの作り方と遊び
方を紹介した絵本。

０２－１　岩崎書店

０１－１ あかね書房

一般図書
図　書
コード

図　　　　書　　　　名
価格

（円）
主に使用

できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

－75－



CD DVD その他

図　書
コード

図　　　　書　　　　名
価格

（円）
主に使用

できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

Ａ１７
あそびの絵本
えのぐあそび

1,300
図画工作／
美術

いろいろな色を混ぜたり、色を線
でつなぐなど、絵の具遊びについ
て紹介した絵本。

Ａ２１
あそびの絵本
きりがみあそび

1,300
生活
図画工作／
美術

色紙をはさみで切って、簡単な季
節のかざり作りの方法を紹介した
絵本。

Ａ２３
あそびの絵本
えかきあそび

1,300
図画工作／
美術

線を描き、色を塗ることで、簡単
にいろいろなものが描ける方法を
紹介した絵本。

Ｂ０３
知識の絵本３
ひとのからだ

1,165
生活
保健体育

人の身体の成長や仕組みなどの学
習絵本。

Ｅ０１
五味太郎のことばとかずの絵本
漢字の絵本

1,200 国語
小学校１・２年の漢字を、漢字の
もつ美しさ、その成り立ちなどで
説明した学習絵本。

Ｅ０２
五味太郎のことばとかずの絵本
絵本ＡＢＣ

1,200 外国語
生活の中でよく目にするアルファ
ベットの略語を絵と日本語訳で紹
介した学習絵本。

Ｅ０３
五味太郎のことばとかずの絵本
ことばのあいうえお

1,200 国語
絵と言葉がともに並べられた、平
仮名五十音の学習絵本。

Ｅ０４
五味太郎のことばとかずの絵本
かずの絵本

1,200 算数／数学
身近な動物や物の数え方の学習絵
本。

Ｅ０５
五味太郎のことばとかずの絵本
すうじの絵本

1,200 算数／数学
子どもの生活の中にある身近な数
字を題材にした学習絵本。

Ｆ０８
絵本図鑑シリーズ８
やさいのずかん

1,400
生活
理科

季節にそって、栽培されるいろい
ろな野菜の姿を絵で紹介した本。

Ｆ１２
絵本図鑑シリーズ12
のはらのずかん
－野の花と虫たち－

1,400
生活
理科

野原に咲く植物とそこに生きる昆
虫を季節ごとに絵で紹介した本。

５１３
いわさきよみきかせ２０１２（どうぶ
つのおはなし）
りんごがひとつ

1,300
生活
国語
算数／数学

１つのリンゴをめぐって動物たち
が追いかけ合う。最後は、赤ちゃ
んおさるにリンゴをあげる絵本。

５３３
こころ・からだ・いのちのえほん１
おかあさん

1,300
理科
保健体育

あかちゃんが産まれるまでを、分
かりやすく絵と言葉で表現した性
教育の絵本。

６８８
絵本図鑑シリーズ４
林と虫たちの一年

1,400
生活
理科

季節の移り変わりの中で、変化す
る雑木林の風景と昆虫たちの様子
を写真で紹介した本。

コード
外

あそびの絵本10
草花あそび

1,300
生活　理科
図画工作／
美術

身近にある草花を用いて、遊び方
やおもちゃの作り方を紹介した
本。

Ａ０９
五味太郎の絵本９
いろ

800
図画工作／
美術

色彩豊かに描かれた動物を使った
色の学習絵本。

Ａ１０
五味太郎の絵本10
かたち

800 算数／数学
丸、三角、四角について、絵と文
で表現された学習絵本。

Ｄ０２
五味太郎・ことばとかずのえほん
かずのえほん１・２・３

1,300 算数／数学
１～10までの様々な数の数え方や
分け方、数遊びなどを紹介した学
習絵本。

Ａ０２
かずのえほん（ｴﾘｯｸ・ｶｰﾙの絵本）
１，２，３どうぶつえんへ

1,200 算数／数学
動物を使った１～10までの数字の
学習絵本。

Ｄ０１
ノンタンあそぼうよ１
ノンタンぶらんこのせて

600
生活
国語

ブランコで仲良く遊ぶ様子を描い
た絵本。

Ｄ０８
ノンタンあそぼうよ８
ノンタンあわぷくぷくぷぷぷう

600
生活
国語

おふろやシャワーで遊ぶことを通
して、水に親しむ話の絵本。

Ｆ０１
エンバリーおじさんの絵かきえほん
しもんスタンプでかいてみよう

1,400
図画工作／
美術

指に色をつけスタンプにした「指
紋スタンプ」で描く作品例集。

Ｈ０１
日本むかし話
おむすびころりん

1,000 国語
おじいさんとねずみの心の交流を
描いた昔話の絵本。

Ｊ０４
子どもの健康を考える絵本（４）
からだがすきなたべものなあに？

1,200
生活
職業・家庭

身体に必要な栄養の基本的な知識
についての学習絵本。

Ｊ０５
子どもの健康を考える絵本（５）
こんなときどうするの？

1,200 保健体育
身近なけがや、やけど等の具体的
な処置についての学習絵本。

０４－１　絵本館

０６－１　偕成社
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CD DVD その他

図　書
コード

図　　　　書　　　　名
価格

（円）
主に使用

できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

Ｏ０１
五味太郎・言葉図鑑（１）
うごきのことば

1,400 国語
人や物の動きを表わす言葉570語
について、絵を使って説明した言
葉の学習絵本。

Ｏ０３
五味太郎・言葉図鑑（３）
かざることば（Ａ）

1,400 国語
物の形や様子を表す言葉265語に
ついて、絵を使って説明した言葉
の学習絵本。

Ｏ０５
五味太郎・言葉図鑑（５）
つなぎのことば

1,400 国語
47語の助詞について、絵を使って
説明した言葉の学習絵本。

Ｏ０６
五味太郎・言葉図鑑（６）
くらしのことば

1,400 国語
生活の中での話し言葉305語につ
いて、絵を使って説明した言葉の
学習絵本。

Ｏ１０
五味太郎・言葉図鑑（10）
なまえのことば

1,400 国語

生活に密着したことがらや物の名
前を表す言葉（名詞）について、
絵を使って説明した言葉の学習絵
本。

Ｐ０２
赤ちゃん版ノンタン（２）
ノンタンもぐもぐもぐ

600 生活
何でもおいしく食べ、食後は口の
中をきれいにする習慣を身に付け
る話の絵本。

Ｑ０３
子どもの生活（３）
マナーをきちんとおぼえよう！

1,200 生活
生活習慣を身に付けるためにはど
うしたらよいかを、絵や文を使っ
て紹介した生活学習絵本。

Ｑ０６
子どもの生活（６）
じょうぶなからだになれるよ！

1,200
生活
保健体育

健康づくりのほか、健康の自己診
断、病気やけがへの対処などの生
活学習絵本。

Ｒ０１
あかちゃんのあそびえほん（１）
ごあいさつあそび

680
生活
国語

動物たちが次々にあいさつをする
仕掛け絵本。

Ｒ０２
あかちゃんのあそびえほん（２）
いないいないばああそび

680 生活
動物などが、次々にいないいない
ばあ遊びをする仕掛け絵本。

Ｒ０３
あかちゃんのあそびえほん（３）
いただきますあそび

680
生活
国語

動物たちが次々に、いただきます
の仕草を繰り返す仕掛け絵本。

Ｒ０４
あかちゃんのあそびえほん（４）
ひとりでうんちできるかな

680 生活
動物を中心にトイレットトレーニ
ングの過程を表した仕掛け絵本。

Ｒ０６
あかちゃんのあそびえほん（６）
いいおへんじできるかな

680 生活
身近な動物が返事をする場面を描
いた仕掛け絵本。

Ｓ０１
安全のしつけ絵本（１）
きをつけようね

1,200
生活
社会

交通ルールを説明した仕掛け絵
本。

Ｔ０１
エリック・カールの絵本
はらぺこあおむし

1,200 国語
小さなあおむしが蝶になるまでの
様子を多彩な色彩で表現した仕掛
け絵本。

Ｔ０２
エリック・カールの絵本
うたがみえる　きこえるよ

1,400
国語
音楽

絵を見て自由に空想・創造する感
覚の世界を描いたイメージ絵本。

Ｔ０３
エリック・カールの絵本（ぬりえ絵
本）
わたしだけのはらぺこあおむし

1,000
図画工作／
美術

自分だけのはらぺこあおむしの絵
本を作る塗り絵絵本。

Ｔ０４
エリック・カールの絵本
くまさんくまさんなにみてるの？

1,000
図画工作／
美術

色彩をテーマに身近な動物や人物
が鮮やかな色で描かれた絵本。

Ｔ０５
エリック・カールの絵本
（ぬりえ絵本）
ごちゃまぜカメレオン

1,200
図画工作／
美術

水彩絵の具を使いながら、カメレ
オンが色とりどりの動物に変身す
る様子を描いた塗り絵絵本。

Ｔ０６
エリック・カールの絵本
月ようびはなにたべる？

1,200 国語
鮮やかな色彩で描かれた動物たち
が、いろいろな食べ物といっしょ
に登場する絵本。

Ｔ０７
エリック・カールの絵本
できるかな？
－あたまからつまさきまで－

1,200 生活
「できるかな？」といいながら、
まねっこ遊びをし、楽しく遊べる
絵本。

Ｕ０１
五味太郎の絵本
わにさんどきっ　はいしゃさんどきっ

1,000
生活
保健体育

虫歯になったわにさんが、歯医者
さんで治療を受け、お互いがドキ
ドキするお話の絵本。

Ｖ０１
五味太郎・しかけ絵本（１）
きいろいのはちょうちょ

1,000
生活
国語

黄色のちょうちょを捕まえようと
するが、何度もまちがってしまう
というお話の仕掛け絵本。

Ｗ０１
木村裕一・しかけ絵本（１）
みんな　みんな　みーつけた

1,000
生活
国語

森で動物がかくれんぼをするお話
の仕掛け絵本。
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図　書
コード

図　　　　書　　　　名
価格

（円）
主に使用

できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

Ｘ０１
坂本廣子のひとりでクッキング（１）
朝ごはんつくろう！

1,400
生活
職業・家庭

簡単な朝ごはんの作り方をイラス
トで分かりやすく解説した料理の
本。

Ｘ０２
坂本廣子のひとりでクッキング（２）
昼ごはんつくろう！

1,400
生活
職業・家庭

焼き飯やうどんなど、主食となる
メニューの作り方をイラストで解
説した料理の本。

Ｙ０１
ともだちだいすき（２）
おべんとうなあに？

1,000
生活
国語

動物たちがピクニックに出かけ、
弁当を食べるお話の仕掛け絵本。

Ｚ０１
子どものマナー図鑑（１）
ふだんの生活のマナー

1,500
生活
社会

日常生活で身に付けるべきルール
やマナーを分かりやすく学ぶ本。

５０６
あかちゃんのあそびえほん（８）
シャンプーだいすき

680 生活
頭から足の先まですっきり。お風
呂に入ることが楽しくなるように
お話をすすめていく絵本。

５１０
２才からのあそびえほん（３）
 こうえんにいこう

680 生活

動物たちが次々と遊具で遊ぶこと
ができるようになっていく。ペー
ジをめくると遊具の動きが感じら
れる仕掛け絵本。

５２６
日本の絵本
しりとりあいうえお

1,000 国語
しりとりの文で平仮名五十音をつ
なぎ、それぞれの文に挿絵が添え
られた学習絵本。

５３８
ノンタンあそぼうよ（２）
ノンタンおやすみなさい

600
生活
国語

夜ふかしせずに、規則正しい生活
で眠りにつく話の絵本。

５４０
ノンタンあそぼうよ（４）
ノンタンおよぐのだいすき

600
生活
国語

海辺の生き物とノンタンとのふれ
あいの様子を描いた絵本。

５４２
ノンタンあそぼうよ（10）
ノンタンボールまてまてまて

600
生活
国語

逃げるボールを追いかけるお話の
迷路遊び絵本。

５４４
ノンタンあそぼうよ（12）
ノンタンこちょこちょこちょ

600
生活
国語

ねこじゃらしをつかって、いろい
ろな動物とくすぐりっこを楽しむ
お話の絵本。

５６２
かこさとし　おはなしのほん（８）
にんじんばたけのパピプペポ

1,000 国語
複数人数で読むことができる、言
葉遊びや遊び歌の絵本。

６６７
坂本廣子のひとりでクッキング（４）
ばんごはんつくろう！
〈洋食･中華編〉

1,400
生活
職業・家庭

カレーライスやマーボ豆腐などの
作り方をイラストで解説した料理
の本。

８０６
ノンタンあそぼうよ（９）
ノンタンのたんじょうび

600
生活
国語

みんなでノンタンの誕生日を祝う
話の絵本。

８１３
鈴木まもるの鳥の巣の絵本
ツバメのたび

1,400
国語
理科
保健体育

ツバメと一緒に空の旅を楽しみな
がら、命の大切さに気付くことが
できる絵本。

８７３ ないたあかおに 1,000 国語
村人と仲良くなりたい心優しい赤
鬼とその願いを叶える青鬼の切な
くも感動的な友情を描いた絵本。

Ｏ０２
あそびのおうさまＢＯＯＫ
はって

945
図画工作／
美術

切って破って貼り付けて、作りな
がら話も広がり、完成後も楽しめ
る貼り絵絵本。

００２ レインボーことば絵じてん 1,460
国語
外国語

日本語と英語を遊び感覚でイラス
トを見ながら学ぶことができる辞
典。

８１０ ぬのひもえほん  しましまぐるぐる 1,450
生活
国語

繰り返しのことばが用いられ、ひ
もやタグ、面ファスナー、魚マス
コットを操作し、手指の発達を促
すことのできる柔らかい布絵本。

Ｂ０２
あかちゃんとおかあさんの絵本
ハティちゃんのいち・に・さん

780 算数／数学
絵と文を使った１～10の数字の学
習絵本。

Ｂ０３
あかちゃんとおかあさんの絵本
ハティちゃんのまる・さんかく・
しかく

780 算数／数学
丸・三角・四角でできている身近
な物が、絵と文で書かれた絵本。

Ｅ０１
やさしいからだのえほん１
からだのなかはどうなっている
の？

1,200
理科
保健体育

身体の名称や仕組みについて、質
問形式で解説した本。

０６－２　学研マーケティング

０７－２　金の星社
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できる教科
内　　　　容　　　　等
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Ｋ０１
げんきをつくる食育えほん１
たべるのだいすき！

1,300
生活
保健体育
職業・家庭

バランスのとれた食事や健康状態
についての目安を分かりやすく説
明した本。

５０８
バートンののりものえほん
でんしゃ

760 社会
電車で野山や町を走りながら地域
の様子を観察するお話の絵本。

５１２
金の星社の絵本
まえむきよこむきうしろむき

1,200 生活
動物・乗り物・人物を正面・側
面・裏面から描いた絵本。

５２７
やさしいからだのえほん３
ほねはどうしてかたいの？

1,200
理科
保健体育

人の骨の仕組みや役割、骨を作る
ために必要なことなどを、絵と写
真で学ぶことができる本。

５５３ おおかみと７ひきのこやぎ 1,300 国語
７匹のこやぎたちがいろいろと知
恵を出し合い、お母さんと一緒に
おおかみを退治していく絵本。

５５７ つみき 850
国語
算数／数学

ユニークな表情の積み木をみんな
で積んでいく。積み木遊びの楽し
さが伝わってくる絵本。

５８２
いもとようこ日本むかしばなし
おむすびころりん

1,300 国語
台詞の繰り返しとほんわか可愛い
絵で楽しめる、誰もが知っている
昔話の絵本。

６０１
こねこちゃんえほん６
かぜひいちゃった

800 国語
かぜをひいた友達が、みんなから
やさしくされるのを見て、主人公
がわざとかぜをひく話の絵本。

６１６
こどものくに傑作絵本
ふうせんまってー

1,200 国語
３匹の子ねこを主人公にした話の
絵本。

６３５ ブレーメンのおんがくたい 1,300
生活
国語

ふんわりした温かい絵と分かりや
すい文で人間の身勝手さと動物た
ちの助け合う優しさとがさりげな
く語られている絵本。

６３９
いもとようこ日本むかしばなし
ももたろう

1,300 国語
優しくふんわりしたタッチの絵と
文章の量や配置が見やすく構成さ
れている昔話の絵本。

６４０
いもとようこ世界の名作絵本
おおきなかぶ

1,300
国語

ページをめくる度に、大きく育っ
たかぶが画面いっぱいに広がって
いく迫力のある絵本。

コード
外

大人になっても忘れたくない
いもとようこ世界の名作絵本
まちのねずみといなかのねずみ

1,300
生活
国語

２匹のネズミが田舎と街の暮らし
を体験し合うイソップ原作の絵
本。

コード
外

ふしぎな
キャンディーやさん

1,200 国語
不思議なキャンディーの話を通し
て、楽しみながら自尊感情を高め
ることができる絵本。

５１３
ＭＹＳＯＮＧ
クラス合唱用改訂５訂版

772 音楽
友情・絆・旅立ちなどをテーマに
した合唱曲(60曲)を掲載した本。

６９９
ＣＤ付きくもんの読み聞かせ
えいご　えほん１

1,260 外国語
『大きなかぶ』他２編の物語が英
語と日本語で書かれた絵本。ＣＤ
付き。

○

８１９ くもんのはじめての英和じてん改訂版 1,100 外国語

基本的な単語約1000語を収録。カ
ラーの見出しと分かりやすい例文
で、はじめての辞書として活用で
きる。

８３０ かずのえほんいくつかな？ 1,000
生活
算数／数学

１から10までの数を楽しい絵とリ
ズミカルなことばで表し、ページ
をめくりながら数を数えていく絵
本。後半は英語が出てくる。

５０５
創作絵本
ぼくのくれよん

1,470
国語
図画工作／
美術

ぞうくんが大きなクレヨンでお絵
描き。あまりの迫力に動物たちが
楽しい勘違いをする絵本。

Ａ０１
レオ・レオニの絵本
スイミー

1,456 国語
小さな魚の主人公スイミーを、リ
ズミカルな文と独創的な絵で表現
した絵本。

０８－１　くもん出版

１０－１　講談社

１０－２　好学社

０７－４　教育芸術社
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５１６
なぜなぜはかせのかがくの本13
だいどころはじっけんしつ

1,200 理科
食塩、重そう、野菜等台所にある
調味料や食品を使った実験例を紹
介した本。

Ｂ０１
こぐまちゃんえほん第１集
こぐまちゃんおはよう

800
生活
国語

こぐまの一日の生活の様子を描い
た絵本。

Ｂ０３
こぐまちゃんえほん第２集
こぐまちゃんのみずあそび

800 国語
こぐまが水遊びをしている様子を
描いた絵本。

Ｂ０５
こぐまちゃんえほん第３集
しろくまちゃんのほっとけーき

800 国語
こぐまがホットケーキを作った
り、楽しい食事をしたりする様子
を描いた絵本。

Ｃ０１
ぶうとぴょんの絵本
おんなじおんなじ

1,000 算数／数学
簡単な言葉と大きな絵を使った、
比較の学習絵本。

Ｄ０１
ことばあそびのえほん
ぶたたぬききつねねこ

1,000 国語
絵やしりとり遊びを使った、身近
な言葉の学習絵本。

Ｅ０１
こぐまちゃんえほん別冊
さよならさんかく

800 算数／数学
歌遊びによる、形と色の弁別学習
絵本。

Ｆ０２
馬場のぼるの絵本
11ぴきのねこ

1,200 国語
11ぴきのねこを主人公にして、大
きな魚を捕まえる旅に出るお話の
絵本。

Ｇ０１ かおかおどんなかお 800
生活
図画工作／
美術

いろいろな顔の表情を線や形や色
を変えて表現した絵本。

５０２
こぐまちゃんえほん第１集
こぐまちゃんとどうぶつえん

800 国語
こぐまが動物園へ行った様子を描
いた絵本。

５１１
いっしょにうたって！－たのしいうた
の絵本－

1,400
生活
国語
音楽

どこかで一度は聞いたことがある
歌29曲を楽しい挿絵と一緒に紹介
した絵本。

５２５
馬場のぼるの絵本
11ぴきのねことぶた

1,200 国語
11匹のねこを主人公にしたお話の
絵本。

５３９
ぶうとぴょんの絵本
なにしてるなにしてる

1,000 生活
身近な遊びを背後から見せ、何を
している場面かを考えさせる学習
絵本。

Ｂ０１ りかのこうさく１ねん 1,456
生活
理科

季節の草花や道ばたの石など身近
な自然や、磁石や輪ゴムなどを題
材にした工作の本。

Ｃ０１
くまたんのはじめてシリーズ
よめるよよめるよあいうえお

1,200 国語
日常よくある場面を五十音順に示
した平仮名の学習絵本。

Ｃ０２
くまたんのはじめてシリーズ
おいしいおいしい１・２・３

952 算数／数学
食べ物の絵と数字を対応させて、
１～10の数を表した本。

Ｅ１９
のりものえほん（しゃしん・ずかん）
あたらしい関西のでんしゃずかん

980 生活
関西の電車を動きのある写真と文
で紹介した本。

Ｆ０４ 東京パノラマたんけん 1,400 生活
飛行船から見た東京の町並みと乗
り物を紹介した本。

００１ リサイクル工作ずかん 1,200
生活
図画工作／
美術

身近な材料を使った工作をイラス
トを使って説明した本。

Ｃ０５
たのしい工作教室
ダンボールのたのしい工作教室

1,300
図画工作／
美術

ダンボールの扱い方や工作の方法
などを絵を使って説明した本。

Ｃ０８
たのしい工作教室
木のぞうけい教室

1,262
図画工作／
美術

木工品の作り方を写真や絵と文で
説明した本。

Ｄ０１
母と子の手づくり教室
毛糸と布のたのしい手づくり教室

1,400
生活
職業・家庭

毛糸や布を材料とした、身近な小
物や飾りなどの作り方を説明した
本。

Ｄ０７
母と子の手づくり教室
母と子の園芸教室
野菜をつくろう

1,330 職業・家庭
18種類の身近な野菜の作り方を絵
と文で説明した本。

５２７
母と子の手づくり教室
母と子のたのしい草木ぞめⅠ

1,330
生活
職業・家庭

身近にある草花を使った草木染め
を紹介した色遊びの本。

１１－１　さ・え・ら書房

１０－３　国土社

１０－４　こぐま社

１０－５　小峰書店
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５０９
三省堂こども
ひらがな絵じてん

1,400
生活
国語

身近な物や動作などを五十音順に
示した平仮名の学習と文字遊びの
本。

Ｂ０２
21世紀幼稚園百科２
とけいとじかん

970 算数／数学
日常生活の時刻や時間をいろいろ
な時計を使って表した本。

Ｂ１１
21世紀幼稚園百科11
からだのふしぎ

970
生活
保健体育

身体の各部の名称と、その働きに
ついて、写真やイラストを使って
説明した本。

Ｌ０１
はじめてちずかんシリーズ１
ドラえもんのせかいちず

1,260
生活
社会

世界の地図に、写真やイラストを
交え、国々の特色を記した世界地
理の入門絵本。

Ｌ０２
はじめてちずかんシリーズ２
ドラえもんのにほんちず

1,260
生活
社会

日本の地図に、写真やイラストを
交え、地方の特色を記した日本地
理の入門絵本。

Ｌ０６
はじめてちずかんシリーズ６
ドラえもんのせかいりょこう

1,260
生活
社会

いろいろな国の人々のくらしを文
と写真やイラストで紹介した本。

７０３
自然の中でかず・かたち遊び
かずの冒険野山編

1,400
生活
算数／数学
理科

野山や川をめぐり、時計を見なが
ら迷路、かくし絵、クイズを楽し
める絵本。かくし絵が見えるレン
ズが付いている。

○

００１ プータンいまなんじ？ 1,360 算数／数学
プータンの一日の生活にそって、
実際に針を動かすことのできる時
計の付いた絵本。

００２
ぴんきいしろっぷちゃんの
らくがきえほん　あそぼ！

1,360 生活
付属のペンで、描いたり消したり
して遊ぶ絵本。

００４ プータンどこいくの？ 1,360 生活
プータンが自動車に乗って冒険に
出かけ、いろいろな自動車に出会
う、タイヤの付いた仕掛け絵本。

００５
かいてけしてまたかける
あいうえお

1,360 国語

付属のペンで、文字をなぞる、文
字を入れることができ、楽しくひ
らがな五十音の練習ができる学習
絵本。

５０４
ぴんきいしろっぷちゃんの
らくがきえほん　１・２・３

1,360 算数／数学
本に絵や数字を繰り返し書き込み
10までの数を学ぶことができる絵
本。

５０９
知育えほん
かぞえておぼえるかずのえほん

1,500 算数／数学
１～100までの数字を身のまわり
にある物を数えながら身に付ける
絵本。

コード
外

たんぽぽえほんシリーズ
にんじんとごぼうとだいこん

1,100 国語

にんじんが赤いのはなぜ、ごぼう
が黒いのはなぜ、だいこんが白い
のはなぜと疑問を解いて、想像を
広げる絵本。

Ａ０４
自立生活ハンドブック４
からだ！！　げんき！？

800
生活
保健体育

身体の健康や、いろいろな病気に
ついて、イラストと簡単な言葉で
説明した本。

Ａ０５
自立生活ハンドブック５
ぼなぺてぃどうぞめしあがれ

800 職業・家庭
簡単な料理の作り方を写真で紹介
した本。

Ａ０８
自立生活ハンドブック８
しょく（食）

900 職業・家庭
オーブントースターなどを使った
簡単な料理の作り方を写真で紹介
した本。

５０６
自立生活ハンドブック11
ひとりだち（改訂版）

700
生活
社会
保健体育

自立生活に必要な技術や条件を説
明した本。

１１－４　三省堂

１２－２　小学館

１２－８　ジュラ出版局

１３－２　鈴木出版

１４－３　社会福祉法人全日本手をつなぐ育成会
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５２３
ＣＤつき小学生の英語レッスン
絵でみて学ぼう英会話

1,300 外国語
日常生活でよく使う英会話文を、
身近な場面の絵を使って紹介した
本。ＣＤ付き。

○

６２４
ＤＶＤでひける！はじめてのピアノえ
ほん②　たのしいピアノのうた

1,300 音楽
弾きたくなるような人気の童謡、
アニメ、クラシックがたっぷり弾
けるピアノ曲集。

○

５４７
しかけえほん
びっくりかずあそび

1,300
生活
算数／数学

大きく描かれた数字をめくると、
同数の色鮮やかな動物の絵が飛び
出す。１～10までの数を学べる。

Ａ０１
漢字がたのしくなる本シリーズ
漢字がたのしくなる本ワーク１
基本漢字あそび

1,155 国語
基本的な漢字の成り立ちや読み
方、使い方、書き順などを書いた
本。

Ａ０２
漢字がたのしくなる本シリーズ
漢字がたのしくなる本ワーク２
あわせ漢字あそび

1,155 国語
あわせ漢字（会意文字・形声文
字・国字）の組み立て方を学ぶこ
とができる本。

Ａ０１
かずのほん１
どっちがたくさん

1,300 算数／数学
いろいろな具体物を使って、多い
少ないの比較をした数の学習絵
本。

Ａ０２
かずのほん２
０から10まで

1,300 算数／数学
０～10までの数と量を、日常生活
の中で取り上げた数の学習絵本。

Ａ０３
かずのほん３
０から10までのたしざんひきざん

1,300 算数／数学
数の和、差を具体的な場面を通し
て説明した数の学習絵本。

Ｅ０２
かこさとしからだの本２
たべもののたび

1,300
生活
理科
保健体育

摂取した食物の栄養や水分が、体
内で消化・吸収される道筋を説明
した学習絵本。

Ｈ０１
14ひきのシリーズ
14ひきのあさごはん

1,200 生活
14匹のねずみの家族が、朝ごはん
を作って食べるお話の絵本。

Ｈ０２
14ひきのシリーズ
14ひきのぴくにっく

1,200
生活
国語
理科

14匹のねずみの家族が、森へピク
ニックに出かけるお話の絵本。

Ｌ０１
ピーマン村の絵本たち
さつまのおいも

1,300 国語
「さつまいも」を主人公に、子ど
もたちといもほり勝負をする絵
本。

Ｌ０６
ピーマン村の絵本たち
よーいどん！

1,300 国語
子どもたちが楽しみにしている運
動会の様子を描いた絵本。

５０１
松谷みよ子　あかちゃんの本
いないいないばあ

700
生活
国語

動物の表情が、繰り返しの言葉で
書かれた絵本。

５０４
松谷みよ子　あかちゃんの本
のせてのせて

700 国語
まこちゃんの自動車に動物が次々
と乗ってくる様子を、繰り返しの
言葉で書いた絵本。

５１５
ピーマン村の絵本たち
えんそくバス

1,300 国語
子どもたちが楽しみにしている遠
足の様子を描いた絵本。

５４４
かこさとしからだの本３
むしばミュータンスのぼうけん

1,300
生活
理科
保健体育

虫歯になっていく様子を説明した
学習絵本。

５７９
14ひきのシリーズ
14ひきのせんたく

1,200 生活
14匹のねずみの家族が、森で洗濯
をするお話の絵本。

５８０
絵本・ちいさななかまたち
はたけのともだち

1,300 国語
おじいさんが昼寝をしている間
に、畑の野菜たちが、次々に歌っ
たり踊ったりするお話の絵本。

コード
外

ピーマン村の絵本たち
おばけなんてこわくない

1,300 国語
キャンプに出かけたみんなが、き
もだめしをするお話の絵本。

００１ やさしい　こどものうたとあそび 1,200 音楽 遊び歌の楽譜集。

１４－４　成美堂出版

１６－３　大日本絵画

１６－４　太郎次郎社エディタス

２０－１　童心社

２０－２　ドレミ楽譜出版社
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CD DVD その他

図　書
コード

図　　　　書　　　　名
価格

（円）
主に使用

できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

００１
やさしくおれる
たのしいおりがみ

1,300 生活
折り紙の基本的な折り方と、応用
した折り方が、順序立てて書かれ
た本。

００１ 和英えほん 1,300 外国語
身近にある事物の英単語を使った
絵本。

００８ ６つの色 1,100
図画工作／
美術

基本となる３つの色が混ざること
によって、６色に変化することを
描いた本。

００９ とけいのえほん 1,500
生活
算数／数学

時計の針と振り子で時間を表す特
徴的な絵で１日24時間を紹介した
絵本。

０１０ 昆虫とあそぼう 1,300 理科
大きく描かれた昆虫のイラストに
あわせて実物の大きさも示し、文
で解説した本。

５０９ 風の子しりとり 1,500 国語

遠い空からやってきた「かぜの
子」がしりとりを始める。「次は
何かな？」と一緒に考えることが
できる絵本。

５１１ ２２の色 1,100
国語
図画工作／
美術

昔から日本に伝わるたくさんの色
の中から22色を選んで、色の名前
や由来を紹介した本。

Ａ０１

ゆっくり学ぶ子のための「こくご」１
（改訂版）
（ひらがなのことば・文・文章の読
み）

1,300 国語
身近な場面を描いた絵と文で、平
仮名の書き方や文の読み方などを
説明した本。

Ａ０２
ゆっくり学ぶ子のための「こくご」２
（改訂版）
（かたかな・かん字の読み書き）

1,100 国語
身近な場面を描いた絵と文で、片
仮名と漢字を表した本。

Ａ０３
ゆっくり学ぶ子のための「こくご」３
（改訂版）
（文章を読む、作文・詩を書く）

900 国語
身近な場面を描いた絵と文で、読
み、作文、詩などを表した本。

Ｂ０１
ゆっくり学ぶ子のための「こくご」入
門編１（改訂版）
（表象形成・音韻形成・発声・発音）

1,100 国語
単語を絵で表し、発音・発語につ
なげる本。

Ｂ０２
ゆっくり学ぶ子のための「こくご」入
門編２（改訂版）
（ひらがなの読み書き）

1,100 国語
絵を通して、ひらがなの読み書き
や単語を書くことにつなげる本。

Ｃ０１
ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」
１
（量概念の基礎、比較、なかま集め）

1,100 算数／数学
基礎的な算数の概念を、絵や図を
使って説明した本。

Ｃ０２

ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」
２
（１対１対応、１～５の数、５までの
たし算）

1,100 算数／数学
１～５までのたし算を、絵や図を
使って説明した本。

Ｃ０３
ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」
３
（６～９のたし算、ひき算、位取り）

1,100 算数／数学
６～９までのたし算とひき算を、
絵や図を使って説明した本。

Ｃ０４

ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」
４
（くり上がり、くり下がり、２けたの
数の計算）

1,100 算数／数学
２けたの計算や、くり上がりやく
り下がりの計算を、絵や図を使っ
て説明した本。

Ｃ０５
ゆっくり学ぶ子のための「さんす
う」５　（３けたの数の計算、かけ
算、わり算）

1,100 算数／数学
３けたのかけ算やわり算を、絵や
図を使って説明した本。

００１ くらしに役立つ社会 1,300 社会

卒業後のくらし、身近な施設や仕
組みなど社会生活を送る上での基
礎的な知識を紹介した社会のテキ
スト。

２０－４　戸田デザイン研究室

２０－５　同成社

２０－７　東洋館出版社

２０－３　東京書店
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CD DVD その他

図　書
コード

図　　　　書　　　　名
価格

（円）
主に使用

できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

００２ くらしに役立つ国語 1,300 国語

生活に必要な言葉の力を育てるた
めに、生活場面に即して学習でき
るよう教材を配列した国語のテキ
スト。

００３ くらしに役立つ数学 1,300 数学
数学の基礎的な知識を身に付け、
生活の中での具体的な場面を設定
して学習できる数学のテキスト。

５１１
みんなでうたおう！
たのしいこどものうた大全集２０２

1,500 音楽
みんなが知っている202曲を、ピ
アノ簡易伴奏付きで掲載した歌の
本。

０１１
たんたんタンバリン
リズムえほん

1,280 音楽
６曲の童謡を付属品（４種類の音
がなる部品）とともに楽しむ絵
本。

○

５８３
とんとんたいこ
リズムえほん

1,280 音楽
６曲の童謡を付属品（４種類の音
がなる部品）とともに楽しむ絵
本。

○

６３７ 木のえほん　たべものだいすき 1,500

生活
図画工作／
美術
職業・家庭

カレーライスなど食べ物が３～４
枚の木のパズルになっている。本
物とよく似た色がつけてあり、遊
びながら読むことができる絵本。

００１
私たちの進路
あしたへのステップ

1,400
社会
職業・家庭

進路に関する様々な内容を記入し
ながら学ぶワーク形式になった
本。

５０１
絵を見て学べるやさしい料理教室
私たちの調理

1,400 職業・家庭
各家庭に常備されている材料や調
味料を使用し、簡単に作れる料理
をイラスト入りで解説した本。

Ｂ０５
認識絵本５
いくつかな

1,200 算数／数学
初歩的な数を、絵や遊びと結び付
けて説明している学習絵本。

Ｂ１０
認識絵本10
おおきいちいさい

1,300 国語
対語・反対語を言葉遊びとして取
り上げ、クイズ形式でまとめた学
習絵本。

Ｄ０１
202シリーズ
たべもの２０２

1,200 生活
身近な202種類の食べ物を五十音
順に絵で並べた絵本。

Ｆ０１ 改訂新版どうようえほん１ 1,000 音楽
童謡20曲が絵や歌詞、楽譜ととも
に書かれた本。

Ｆ０２ 改訂新版どうようえほん２ 1,000 音楽
童謡21曲が絵や歌詞、楽譜ととも
に書かれた本。

Ｆ０３ 改訂新版どうようえほん３ 1,000 音楽
童謡20曲が絵や歌詞、楽譜ととも
に書かれた本。

Ｆ０４ 改訂新版どうようえほん４ 1,000 音楽
童謡21曲が絵や歌詞、楽譜ととも
に書かれた本。

Ｉ０１
改訂新版体験を広げるこどものずかん
１
どうぶつえん

1,000 理科
動物の暮らし方や飼い方を精密な
イラストで紹介した本。

Ｉ０４
改訂新版体験を広げるこどものずかん
４
はなとやさい・くだもの

1,000
生活
理科

季節ごとの花と野菜、果物を、写
真と絵で示し、栽培法を紹介した
本。

Ｉ０８
改訂新版体験を広げるこどものずかん
８
あそびのずかん

1,000
生活
図画工作／
美術

絵や文を使って、いろいろな遊び
を紹介した本。

Ｉ０９
改訂新版体験を広げるこどものずかん
９
からだとけんこう

1,000
理科
保健体育

身体の働きや仕組みについて、精
密なイラストで解説した本。

Ｊ０４
はじめてのずかん４
やさいとくだもの

800
生活
理科

身近な野菜と果物について、絵と
文で説明した本。

Ｋ０９
新装版　ＫＩＤＳ21
たべものひゃっか

850 生活
食材を中心に写真やイラストで食
べ物を紹介した本。

００１ たのしいてあそびうたえほん 1,280 音楽
あそび歌の振り付けを絵で紹介し
た本。

２１－１　永岡書店

２２－３　日本教育研究出版（旧ニチブン）

２７－１　ひかりのくに
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図　書
コード

図　　　　書　　　　名
価格

（円）
主に使用

できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

０１３ あそびのうたのほんＣＤつき 1,200
生活
音楽

大人と子どもが音楽に合わせて、
一緒にスキンシップをはかりなが
ら遊ぶことができる本。

○

５７６
子どもの力を引き出す認識絵本
これなあに

1,200 生活
生活の中の身近な場面を選び、話
し合う学習絵本。

５７７
子どもの力を引き出す認識絵本
みんななかま

1,262
生活
国語

生活に身近なものを、種類・特
徴・役割別に仲間集めした学習絵
本。

６５２
あかちゃんあそぼ２
あっぷっぷ

880
生活
国語

だるま、さる、ぶた、お母さんが
順に登場して、にらめっこ遊びを
する絵本。

Ｂ０１
しかけ絵本の本棚
コロちゃんはどこ？

1,200 国語
「どこにいるのかな？」と親犬が
子犬をさがす話の仕掛け絵本。

５１７
ほーら大きくなったでしょ
こいぬ

1,100 理科
犬が生まれてから成長していく過
程を写真で説明した本。

コード
外

はじめてえいごでよむおはなし
おしゃべりレオくん
やってきた！

1,300
国語
外国語

主人公との対話を通した、簡単な
英会話の本。吹き出しの下には日
本語が隠してある。

Ａ０１
あかちゃんのための絵本
はみがきしゅわしゅわ

800 生活
動物の歯みがきを通して、良い生
活習慣を身に付ける絵本。

Ｂ０１
ミーミとクークのえほん
ミーミとクークのあか・あお・
きいろ

800
図画工作／
美術

12種類の色について絵と文で書か
れた本。

Ｂ０２
ミーミとクークのえほん
ミーミとクークの１・２・３

800 算数／数学
動物のイラストを使って、１～10
までを順序数・集合数で表した
本。

５８８ ぽんぽん 734
生活
国語
算数／数学

うさぎ、さる、くま、ぞう、男の
子が食べ物を食べる様子を、リズ
ミカルなことばで表した絵本。

Ｂ０６
幼児絵本シリーズ
くだもの

800
生活
理科

身近な果物の名称と食べ方が書か
れた絵本。

Ｂ０８
幼児絵本シリーズ
やさい

800
生活
理科

身近な野菜が畑で育っている様子
と、店先に並べてある様子を紹介
した絵本。

Ｅ０２
かがくのとも絵本　どきどき・しぜん
たべられるしょくぶつ

900 理科
日常よく食べる植物の成長につい
て絵と文で紹介した本。

Ｅ１３
かがくのとも絵本　わくわく・にんげ
ん
かがくのとも版　きゅうきゅうばこ

900
生活
保健体育

けがをしたときの簡単な応急処置
の方法を絵と文で紹介した本。

Ｅ１４
かがくのとも絵本　わいわい・あそび
しんぶんしでつくろう

900
図画工作／
美術

新聞紙を使ったいろいろな遊び方
を、絵を使って紹介した本。

Ｅ１５
かがくのとも絵本　わいわい・あそび
かみであそぼう　きる・おる

900
図画工作／
美術

紙とはさみを使った紙工作を絵で
紹介した本。

Ｅ１６
かがくのとも絵本　どきどき・しぜん
みんなうんち

900 生活
いろいろな絵と文で、生物の排便
について書いた本。

Ｅ１８
かがくのとも絵本　わいわい・あそび
かみコップでつくろう

900
生活
図画工作／
美術

紙コップを使ってできる簡単なお
もちゃの作り方を、絵や文で紹介
した本。

Ｅ１９

かがくのとも絵本　わくわく・にんげ
ん
平野レミのおりょうりブック
ひもほうちょうもつかわない

900 職業・家庭
火も包丁も使わないで料理する方
法を絵と文で紹介した本。

Ｅ２０
かがくのとも絵本　わいわい・あそび
しゃぼんだまとあそぼう

900
生活
理科

身近な用具を使ったしゃぼんだま
の作り方を写真で紹介した本。

Ｇ０１
福音館の科学シリーズ
昆虫ちいさななかまたち

1,500
生活
理科

チョウやバッタ、セミなど、身近
に見られる昆虫の生態を精緻に描
いた絵と文で説明した本。

Ｇ０３
福音館の科学シリーズ
地球その中をさぐろう

1,500 理科
地球の中の様子を分かりやすく絵
や文で説明した絵本。

２７－２　評論社

２７－３　ひさかたチャイルド

２８－１　福音館書店
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図　書
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できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

Ｇ０６
福音館の科学シリーズ
野の草花

1,400 理科
身近にある野の草花の様子を、四
季を通した絵と文で紹介した本。

Ｈ１３
こどものとも絵本
ぞうくんのさんぽ

800 国語
ぞうくんが友達と散歩に出かける
様子を、絵と繰り返しの言葉で書
いた絵本。

Ｈ２１
ぐりとぐらの絵本
ぐりとぐら

800 国語
２匹のねずみが森の中でカステラ
作りをするお話の絵本。

Ｈ２５
こどものとも絵本
そらいろのたね

800 国語
きつねと交換した種から、大きな
家ができる話の絵本。

Ｈ２６
こどものとも絵本
おおきなかぶ

800 国語
大きなかぶをみんなで力を合わせ
て抜く話の絵本。

Ｈ５６
こどものとも絵本
はじめてのおつかい

800 生活
お母さんに買い物を頼まれたみい
ちゃんの体験の絵本。

Ｊ０１
世界傑作絵本シリーズ
てぶくろ

1,000 国語
おじいさんの落としたてぶくろ
に、森の動物たちが次々と入って
いく話の絵本。

Ｊ０２
世界傑作絵本シリーズ
ブレーメンのおんがくたい

1,400 国語
ろば、犬、ねこ、ニワトリの４匹
がブレーメンに向かう途中、力を
合わせて泥棒をやっつける絵本。

Ｊ０３
世界傑作絵本シリーズ
三びきのやぎのがらがらどん

1,100 国語
３匹のやぎが、知恵と力でトロル
を倒し、山に登る目的をとげる話
の絵本。

Ｋ０１
日本傑作絵本シリーズ
おふろだいすき

1,300
生活
国語

おふろに入っていると、ペンギン
やかば、くじらなどの動物が出て
くる絵本。

Ｋ０２
日本傑作絵本シリーズ
みんなであそぶわらべうた

1,300 音楽
伝承のわらべうたを、絵や楽譜で
表した絵本。

Ｋ０３
日本傑作絵本シリーズ
ドオン！

1,100
国語
音楽

ドンで始まった太鼓の音が次々と
変化し、リズミカルな音「ドオ
ン」になるまでを描いた絵本。

Ｌ０１
みぢかなかがくシリーズ
町の水族館・町の植物園

1,300 生活
町の「さかなやさん」と「やおや
さん」を楽しい絵と文で説明した
絵本。

Ｍ０６
みぢかなかがくシリーズ
町たんけん

1,200
生活
社会

町で働く身近な人々を紹介し、実
際に見たり、調べたり、探したり
する絵本。

５２９
幼児絵本シリーズ（くまくんの
絵本）
どうすればいいのかな？

800 生活
衣朋の着脱について簡単な絵と文
で書かれた絵本。

５３０
幼児絵本シリーズ（くまくんの
絵本）
こんにちは

800 生活
あいさつを簡単な絵と文で紹介し
た絵本。

５３７
幼児絵本シリーズ
きんぎょがにげた

800
生活
図画工作／
美術

色鮮やかな金魚が、いろいろな生
活場面に、かくし絵のように描か
れている絵本。

５４０
幼児絵本シリーズ
ずかん・じどうしゃ

800
国語
社会

日頃よく見かける自動車を紹介し
た絵本。

５４４
幼児絵本シリーズ
ころころころ

800
国語
図画工作

色玉が坂道や階段をころころとこ
ろがっている様子を表した絵本。

５４８
幼児絵本シリーズ
たまごのあかちゃん

800 理科
ページをめくるたびに、いろいろ
な卵から次々と動物が生まれてく
る絵本。

５４９
幼児絵本シリーズ
どうぶつのおかあさん

800 国語
いろいろな動物のおかあさんが、
子どもを移動させる様子を描いた
絵本。

５６２
こどものとも絵本
かさじぞう

800 国語
心の優しさが伝わるお馴染みの昔
話を、落ち着いた雰囲気の色使い
で描いた絵本。

５６６
こどものとも絵本
かわ

800
生活
社会
理科

山に降った雨や雪が川となり海へ
着くまでの水の様子や役割などを
学べる絵本。

５７６
こどものとも絵本
くるまはいくつ？

800 算数／数学
一輪車、電車などの乗り物の車輪
の数を数える本。

５７７
こどものとも絵本
たろうのおでかけ

800
生活
国語

たろうが友達の誕生日のお祝いに
行く道中におこった、いろいろな
出来事を描いた絵本。
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図　書
コード

図　　　　書　　　　名
価格

（円）
主に使用

できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

５８３
こどものとも絵本
しょうぼうじどうしゃ　じぷた

800 国語
消防自動車じぷたを主人公にした
絵本。

５９８
日本傑作絵本シリーズ
もけらもけら

1,200 国語
ユニークな擬態語とともに、つく
しのような物体がのびてくる言葉
のリズム遊び絵本。

６０２
日本傑作絵本シリーズ
ぐりとぐらのおおそうじ

800 国語
２匹のねずみが、自らほうきやぞ
うきんになりきって、大掃除をす
る話の絵本。

６１４
日本傑作絵本シリーズ
こんとあき

1,300 国語
あきとぬいぐるみのこんが、おば
あちゃんの家まで色々なハプニン
グを乗り越え旅行するお話。

６３６
かがくのとも傑作集
かずのほん

900 算数／数学
１～10の数について、具体物と数
字を対応させる絵本。

６５１
かがくのとも傑作集
ほね

900
理科
保健体育

人間や動物の骨の役目について説
明した本。

８２５
福音館　あかちゃんの絵本
どうぶつのおやこ

800
生活
国語
理科

動物の親子の様子が描かれている
絵本。

８２６
幼児絵本シリーズ（くまくんの絵本）
いただきまあす

800 生活
簡単な絵と文で、食事の作法を紹
介した絵本。

８２７
みるずかん・かんじるずかん
世界のあいさつ

1,300 社会
いろいろな国のあいさつを絵と文
で紹介した本。

コード
外

幼児絵本シリーズ（くまくんの
絵本）
よういどん

800 国語
くまくんが平均台や鉄棒などに
次々と取り組む様子を、ことばの
繰り返しで表している絵本。

コード
外

しずくのぼうけん 900
国語
理科

おばさんのバケツから飛び出した
しずくが冒険の旅に出る絵本。

コード
外

かがくのとも傑作集
よもぎだんご

900
生活
理科

子どもとおばあちゃんが、よもぎ
だんご作りをする話の絵本。

コード
外

こどものとも絵本
カニツンツン

800 国語
色彩のはっきりしたイラストに、
リズミカルな言葉が書かれた絵
本。

Ａ０１
よくみるよくきくよくする絵本
たべものとからだ

900
生活
理科

人、動物、植物の食べ物は何か、
食べるとどうなるかが描かれた
本。

００１ こどもがつくるたのしいお料理 981 職業・家庭
絵と文で料理の作り方を紹介した
本。

５０３ こどもがつくるたのしいお菓子 981 職業・家庭
42種類のお菓子や飲み物の作り方
を絵と文で紹介した本。

コード
外

バスなのね 850
生活
国語

絵本を読みながら、「ごっこ遊
び」を覚えたり言葉を覚えたり、
想像を広げていく絵本。

コード
外

くつしたくん 850 国語
簡単な文と絵で書かれた「くつし
たくん」の絵本。

Ａ０１ これしってるよ　どうぶつ 800
生活
理科

動物の親子や、そのしぐさが描か
れた絵本。

Ｅ０７
どうぶつあれあれえほん第４集
かくしたのだあれ

600
生活
算数／数学

示された図形を動物の絵の中から
探しあてる絵本。

５０５ これしってるよ　たべもの 800 生活
身近な食べ物や店の様子について
描かれた絵本。

５１１ いろいろないちにち 1,165
生活
社会
算数／数学

町の一日の様子を２時間おきに表
した生活の流れがとても分かりや
すい絵本。

５２６ これしってるよ　みぢかなもの 800
生活
国語

絵の中から身近なものを取り出
し、左右のページで対比させる絵
本。

Ａ１６
ジョイフルえほん傑作集
りんごがドスーン

1,100 国語
大きなリンゴが１つあり、そこに
動物が集まってくる話の絵本。

２８－６　文研出版

２８－２　婦人之友社

２８－３　ブロンズ新社

２８－４　文化学園文化出版局
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図　書
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図　　　　書　　　　名
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（円）
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できる教科
内　　　　容　　　　等

付属品等

Ｂ０５
みるみる絵本
もこもこもこ

1,300 国語
不思議な物体が誕生してから消滅
するまでを、絵と擬態語で書かれ
た絵本。

Ａ０１
あそびのひろば１
はんがあそび

1,200
図画工作／
美術

身近にある様々な材料を使った版
画を紹介した本。

Ａ０２
あそびのひろば２
やさしいてづくりのプレゼント

1,200
図画工作／
美術

あきびんや小石などを使って、プ
レゼントを簡単に作る方法を紹介
した本。

Ａ０４
あそびのひろば４
はりえあそび

1,200
図画工作／
美術

身近にある様々な材料を使い、貼
り絵の作り方を紹介した本。

Ａ０８
あそびのひろば８
らくがきあそび

1,200
図画工作／
美術

短い話を口ずさみながら直線や曲
線を描く、らくがき遊びを紹介し
た本。

Ｃ０３
ペーパーランド３
とびだすカード

1,200
図画工作／
美術

開くといろいろな動物がとび出す
カードの作り方を紹介した本。

Ｃ０８
ペーパーランド８
おりがみえあそび

1,200
図画工作／
美術

動物を中心に折り紙の折り方と、
それを使って絵に発展させる表現
を紹介した本。

Ｄ０５
ねずみくんの絵本１
ねずみくんのチョッキ

1,000 国語
ねずみのチョッキを大きな動物た
ちが、次々と着ていく話の絵本。

Ｊ０１
クーとマーのおぼえるえほん１
ぼくのいろなあに

880
生活
図画工作
美術

パジャマを着替えて外に遊びに出
かける様子を通して、衣朋の鮮や
かな色の説明をした絵本。

５１１
ねずみくんの絵本２
りんごがたべたいねずみくん

1,000 国語
高い木に実った赤いりんごを採る
にはどうしたらいいのかを、ねず
みくんが考える話の絵本。

５１８
クーとマーのおぼえるえほん２
このかたちなあに

880

生活
算数／数学
図画工作／
美術

丸、三角、四角の形からいろいろ
なものを描き、身近なものの形を
まとめた本。

５６１
これなあに？かたぬきえほん２
のりものいろいろかくれんぼ

880

生活
図画工作／
美術
外国語

のりものをその特徴とともに型抜
きクイズで紹介。のりものと色の
名称を日本語と英語で書いた絵
本。

５８５
のびのび総合知育絵本15
わらべきみかのことばえほん新装版

1,150
生活
国語

身のまわりのことば、季節のこと
ば、あいさつなど、知っておきた
いことば約1450語がシンプルなイ
ラストと共に収録されている。

６１５
いのちを守る地震・防災の本
じしんのえほん

1,200
生活
社会
理科

一人でいるときに地震がきたらど
うしたらよいのかを日常生活の場
面ごとに学ぶ絵本。

６５８
ふりふりたんたん音のでる音楽絵本８
ミッキーのマラカス

1,598 音楽
８曲の童謡等を鳴らしたり、マラ
カス型の付属品を振って音を出し
たりして楽しむ絵本。

○

６５９
ハローベイビー２
ハローベイビー　かず

1,188 算数／数学

コントラストのはっきりしたイラ
ストで、１から10までの数を学べ
ると共に、付属の部品に触れて、
音や手指先の感覚でも楽しめる絵
本。

○

６６０
ハローベイビー２
ハローベイビー　いろ

1,188
図画工作／
美術

コントラストのはっきりしたイラ
ストで、10種類の色を学べると共
に、付属の部品に触れて、音や手
指先の感覚でも楽しめる絵本。

○

コード
外

ふしぎいっぱい写真絵本（１）
ダンゴムシ　みつけたよ

1,260
生活
理科

ダンゴムシがどこに住んでいて何
を食べているのか等を写真で解説
した絵本。

Ａ０１ あいうえおうさま 1,000 国語
平仮名を五十音順に配し、絵や文
で紹介した本。

５０３
まあくんのバイバイあかちゃん
シリーズ１
うんちがぽとん

800
生活
国語

基本的な生活習慣である排便の自
立について絵と文で書かれた本。

３０－２　ポプラ社

４０－１　理論社

５１－４　アリス館
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できる教科
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付属品等

５０５
ことばであそぼ３
ぷちぷち

800 国語
一粒の豆が移動していく様子を絵
と擬音語で展開した本。

５０６
おべんとうの本１
ぼくのおべんとう

800
生活
国語

米飯のお弁当を食べる様子を、見
開きいっぱいの絵と「ぼく」の言
葉で表現した本。

５３１ わたしのおべんとう 880
生活
国語

サンドイッチのお弁当を食べる様
子を、見開きいっぱいの絵と「わ
たし」の言葉で表現した本。

５４０ カレーちゃん 1,404

生活
国語
社会
職業・家庭

インドからやってきた主人公が、
カレーの中身を探しに出かける内
容。擬音語やかけ声が多く用いら
れている絵本。

コード
外

ことばであそぼ１
くりくり

800 国語
「くり」ということばが展開して
いく、ことば遊び絵本。

コード
外

ぽかぽかえほん１
いちにのさんぽ

800
生活
国語

女の子が散歩に出かけて、いろい
ろなものに出会うお話の絵本。

コード
外

ぽかぽかえほん３
あめぽったん

800
生活
国語

雨の日に散歩に出かけた女の子
が、いろいろなものに出会うお話
の絵本。

コード
外

赤ちゃんのための色のえほん 1,200
国語
図画工作／
美術

シンプルな線と原色の絵、繰り返
しの言葉を使った短編ストーリー
５つからなる絵本。

５０４
はじめての発見　37
いろの本

1,200
図画工作／
美術

異なる色を合わせると違う色に変
わるという不思議な体験ができる
透明ページが付いた本。

コード
外

イチローへの手紙 1,200 国語
野球好きの少年が友達と喧嘩をし
て仲直りするまでの出来事を題材
にした絵本。

５３７ わらってる　わらってる 1,296

生活
国語
図画工作／
美術

「わらってる」顔が様々な描き方
によって色彩豊かでダイナミック
に描かれている。絵を通して、人
や動物などの表情の豊かな笑顔を
感じることができる文字のない絵
本。

５１８ おばあちゃんのたんじょうび 1,300
生活
国語

おばあちゃんの誕生日に、クッ
キーのプレゼントをあげられなく
なってしまったウサギの子の話の
絵本。

５０２
集英社版・学習漫画
日本の歴史できごと事典

1,500 社会
日本の歴史を時代ごとにふりがな
付きの文字と絵、写真で説明した
本。

５２９
学習漫画日本の歴史別巻３
テストに出る！超重要42人

1,200
生活
社会

日本の歴史に必ず登場する42人の
業績などを漫画で分かりやすく紹
介したふりがな付きの人物事典。

５６－７　河出書房新社

５８－３　クレヨンハウス

６０－２　佼成出版社

６２－３　集英社

５１－１０　　あすなろ書房

５６－２１　岳陽舎
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できる教科
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５０６
でんじろう先生のカッコいい！
科学おもちゃ

1,300
理科
図画工作／
美術

遊んで楽しい手作りおもちゃを31
個紹介した本。

５１８
ＢＡＢＹＴＯＵＣＨ
ぷれいぶっく

1,300

生活　国語
算数／数学
図画工作／
美術

色、形、大小、ものの名前などを
見て、さわって楽しむ絵本。

５３４
ＢＡＢＹＴＯＵＣＨ
あにまるぶっく

1,400
生活　国語
図画工作／
美術

色、形、動物の親子を見て、さ
わって楽しむ絵本。

５５４
ＢＡＢＹＴＯＵＣＨ
かず

800
生活
算数／数学

１～５までのかずを見たり、さ
わったり、数えたりして楽しむ絵
本。

５０１
知的障害や自閉症の人たちのための見
てわかる　ビジネスマナー集

1,500
生活
職業・家庭

就労支援の現場で働く執筆者が、
実際に出会った出来事から必要な
マナーを項目別にまとめた本。

コード
外

ひろみとまゆこの２人だけの
がいしゅつ

1,000
生活
社会

知的障害のある２人が、買い物に
出かける様子を文字、絵、PIC
（絵文字）で表した本。

５０１ お月さまってどんなあじ？ 1,500 国語

カメの夢をいろいろな動物が協力
してかなえるストーリーと和紙を
素材とした絵の優しさが印象に残
る絵本。

５０１
わくわく木考作
“楽しんで作れる木工作品集”

1,204 職業・家庭
木工作品の作り方を製作過程に
そってイラストで示し、説明した
本。

５１４
子ども版声に出して読みたい日本語６
春はあけぼの祇園精舎の鐘の声古文

1,600 国語
古典の名作の一節を現代語訳とと
もに書いた本。

コード
外

子ども版声に出して読みたい日本語３
朊有り遠方より来たる

1,600 国語
論語を現代語訳とともに絵本とし
てまとめた本。

コード
外

子ども版声に出して読みたい日本語４
朝焼小焼だゆあーんゆよーん近代詩

1,600 国語 近代詩を絵とともに紹介した本。

５０１
なにしてあそぶ？　わらべうた　目あ
そび・手あそび・足あそび　　part3

1,300
生活
国語
音楽

わらべうた38曲(歌詞､楽譜)に手
遊び､歌遊びなどの遊び方イラス
トがついた本。

５０１
「働く」の教科書
15人の先輩とやりたい仕事を見つけよ
う！

1,575
生活
社会
職業・家庭

知的障害・発達障害のある中高生
に向け、「職業」や「仕事」につ
いて考えるために、具体例を中心
に紹介した本。

６７－６　中央法規

６２－４３　ジアース教育新社

６４－２　清風堂書店

６４－５　らんか社

６５－５　総合科学出版

６５－７　草思社

６５－１０　草土文化

６２－８　主婦と生活社

６２－１２　主婦の友社
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５３２ ぎゅっ 1,400
生活
国語

い ろ い ろ な 動 物 の 親 子 が ｢
ぎゅっ」と抱きしめ合う心温まる
絵本。

５０２
はじめてのかきかた幼児から小学生低
学年

1,000 国語
墨を使い、絵や文字を楽しみなが
ら学び、書くことができるように
なる書写の本。

５０２ １２か月のうたのえほん 1,500 音楽
誰もが知っている童謡を季節ごと
に38曲紹介した本。

５０２
てをつかう・くふうする４
やさいをそだてよう

1,068
生活
理科

子どもが野菜に興味をもち、科学
肥料や殺虫剤を使わずに育てたく
なる絵本。

５１７ まるさんかくぞう 860
生活
算数／数学

言葉のリズムと色や形の中にある
リズムが楽しく、認識しやすい色
と形、言葉で構成された絵本。

５２３ 声にだすことばえほん　寿限無 1,200 国語

よく知られている「寿限無」を声
に出して読み、言葉遊びを通して
日本の伝統にふれることができる
絵本。

５１１
ミキハウスたのしいメロディーえほん
リズムでトントン

1,500 音楽
スイッチを押すと６曲の童謡が流
れ、曲に対応したリズムボタンと
ともに楽しむ絵本。

○

５３２
音と光のメロディえほん
キラ★キラ

1,200 音楽
童謡４曲の１番の歌詞が絵ととも
に書かれている。スイッチを押す
とメロディーが流れて光る。

○

５３９
ミキハウス
音と光のメロディーえほん
チャチャチャ

1,200 音楽
スイッチを押すと４曲の童謡のメ
ロディーが流れ、リズムに合わせ
て光る部品とともに楽しむ絵本。

○

５０４
ユニバーサルデザイン絵本４
チョウチョウのおやこ

555
生活
算数／数学
理科

飛ぶ練習をしている親子のチョウ
チョウの話を、文字と点字、点と
線をさわって楽しむ絵本。

５０５
ユニバーサルデザイン絵本５
なないろのクラ

800 国語
くらげのクラを主人公とした点字
付き絵本。点字の基本も学ぶこと
ができる。

コード
外

日本語を学ぼう２ 1,068

国語
社会
算数／数学
理科

小学校高学年程度の社会、算数、
理科の内容を通して日本語を学ぶ
本。

８０－６　ほるぷ出版

８２－３　三起商行株式会社

８７－１１　ユニバーサルデザイン絵本センター

コード外　ぎょうせい

７０－３　徳間書店

７２－２１　日本習字普及協会

７６－１３　ハッピーオウル社

７８－２　冨山房

７８－１２　文溪堂
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参 考

１ 特別支援学校で使用する教科用図書（以下「教科書」という）の採択について

(1) 小・中学部で使用する教科書の採択

ア 特別支援学校の小・中学部で使用する教科書のうち、文部科学省検定済教科書（以下「検定済教

科書」という）については、小・中学校用教科書と同様に採択替えが行われる。採択替えのない年

度にあっては､学校教育法附則第９条の規定による教科書を除き、前年度採択した教科書と同一のも

のを採択しなければならない。

イ 特別支援学校の小・中学部で使用する教科書は、一部の教科について文部科学省著作教科書が発

行されているが、大部分の教科については文部科学省著作教科書が発行されていない。したがって、

当該教科書に代わるものとして、教育課程を十分に検討して、小・中学校用検定済教科書（下学年

用）又は学校教育法附則第９条の規定による教科書を採択することができる。

ウ 知的障害児童生徒を教育する特別支援学校以外の特別支援学校では、各教科の目標及び各学年の

目標、内容は、小・中学校学習指導要領に準ずることになっているので、当該学年の検定済教科書

を採択することが望ましい。但し、特別支援学校小・中学部学習指導要領に規定するところにより、

下学年用の検定済教科書を採択することもできる。

エ 知的障害児童生徒を教育する特別支援学校において、検定済教科書の下学年用を使用することが

適当でない場合は、学校教育法附則第９条の規定による教科書を採択することができる。

オ 特別支援学校小・中学部学習指導要領「重複障害者等に関する教育課程の取扱い」に定められて

いる児童生徒に対する教科書の採択に当たっては、特に留意する必要があること。

カ 知的障害児童生徒を教育する特別支援学校小学部の「生活」の教科については、その内容により、

適切な教科書を採択できる。

キ 盲学校小学部の弱視者の国語については、検定済教科書の外に、文部科学省著作の点字版教科書

も併せて採択できる。

ク 盲学校小・中学部において、文部科学省著作の点字版教科書が発行されていない種目については､

適切な点字版図書を教科書として採択できる。

ケ ろう学校の小・中学部で使用する国語の教科書については、文部科学省著作の「言語指導」又は

「言語」の教科書の外、小・中学校用の国語の検定済教科書を併せて採択できる。

(2) 学校教育法附則第９条の規定による教科書（以下「一般図書」という）を採択する場合の留意事項

ア 検定済教科書又は文部科学省著作教科書に代わるものとして採択されるものであるから、単に教

材として有益適切というだけでなく、教科の主たる教材として教育目標の達成上適切なものである

こと。

イ 児童・生徒の障害の種類・程度、能力・特性に最もふさわしい内容（文字、表現、挿絵、取り扱

う題材等）のものであること。

ウ 可能な限り系統的に編集されており、教科の目標に沿う内容をもつ図書が適切であり、特定の題

材若しくは一部の分野しか取り扱っていない図書、参考書的図鑑類、問題集等は適切でないこと。

エ 上学年で使用することとなる教科書との関連性を考慮するとともに、採択する図書の間の系統性

にも配慮すること。

オ 教科用として使用する上で適切な体裁の図書を採択するようにし、ビデオテープ、ＣＤ、ジグソ

ーパズル型、切り絵工作型など図書としての体裁をなしていないものは採択しないこと。
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カ 価格については、教科書無償給与予算との関連から、高額なものに偏らないよう1,500円以内が望

ましいこと。

キ 予算上後期用を予定していないので分冊本は採択しないこと。ただし、検定済教科書と同一内容

の文字等を拡大したいわゆる「拡大教科書」については、検定済教科書と同様に分冊本を採択でき

ること。

また、「拡大教科書」については、全分冊が一括供給されず分割して供給される場合にあっても、

年度当初の授業で使用される分冊が授業開始前に供給され、以降の供給も授業に支障が生じない時

期に供給可能な図書については採択することができること。

ク 検定済教科書又は文部科学省著作教科書と一般図書を併せて採択することはできないこと。

（例 中学校又は中学部において、検定済教科書の「音楽」と一般図書の歌集類とを併せて採択す

ることはできない。）

ケ 次のような一般図書は採択できないので注意すること。

○ 小学校（小学部）の「体育」のための図書（保健は除く）。

○ 小・中学校（小・中学部）の「道徳」における図書。

○ 小学校（小学部）の「外国語活動」における図書。

○ 知的障害児童生徒を教育する特別支援学校小学部（知的障害児童生徒を教育する特別支援学

校小学部の学習指導要領に準じて教育課程を編成する小学校特別支援学級を含む。）においての

「社会」、「理科」、「家庭」のための図書。

○ 後期用とすること。

○ 教師用及び教室の備え付けが目的である図書。

２ 小・中学校特別支援学級で使用する教科書の採択について

(1) 当該学年の小・中学校用検定済教科書を使用することが適当でない場合は、検定済教科書（下学年

用）又は一般図書を採択することができる。

(2) 中学校の特別支援学級において下学年用の検定済教科書として小学校用の検定済教科書を使用する

場合にも、当該採択地区内の小学校で使用されている教科書と同一のものを使用すること。

(3) 小・中学校の特別支援学級においては、特別支援学校の学習指導要領を参考にすることとされてお

り、この場合の教科書の採択については、前述の｢１ 特別支援学校で使用する教科用図書の採択につ

いて」の事項を参考にすること。

３ 平成28年度使用一般図書選定資料について（点字版を除く）

(1) 小・中学校特別支援学級及び特別支援学校（小・中学部）において使用できる一般図書として、文

部科学省の「平成28年度用一般図書一覧」に掲げられたもののうち、１の(2)「学校教育法附則第９条

の規定による教科書（以下「一般図書」という）を採択する場合の留意事項」に基づいて、選定資料

を作成した。

(2) これら選定資料に掲げられた一般図書は、奈良教科書センター（奈良市保健所・教育総合センター）

及び奈良県中央教科書センター（奈良県立教育研究所）内に展示している。

４ 小・中学校の通常学級における検定済教科書の文字等を拡大した教科用拡大図書（「拡大教科書」）に

ついて

弱視児童生徒の在籍する小・中学校の通常学級においては、検定済教科書に代えて「拡大教科書」

を無償給与することができる。
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特別支援教育関係文部科学省著作教科書

特別支援学校小学部視覚障害者用（点字版）

国 語 国語 こ く ご １年－1･2･3 2年－1･2･3

国 語 3年－1･2･3･4 4年－1･2･3･4 5年－1･2･3･4 6年－1･2･3･4

社 会 社会 社 会 3・4年－1･2･3･4･5 5年－1･2･3･4･5 6年－ 1･2･3･4･5

･6･7 ･6･7

算 数 算数 さんすう １年－1･2･3･4･5 2年－1･2･3･4･5･6･7･8 3年－1･2･3･4･5･6

･6･7･8･9 珠算編1･2･3･4 ･7･8･9･10･11

算 数 4年－1･2･3･4･5 5年－1･2･3･4･5 6年－1･2･3･4･5

･6･7･8･9 ･6･7･8･9 ･6･7･8･9

･10･11･12 ･10･11･12 ･10

理 科 理科 理 科 3年－1･2･3･4 4年－1･2･3･4･5 5年－1･2･3･4･5 6年－1･2･3･4･5

特別支援学校中学部視覚障害者用（点字版）

国 語 国 語 国語 1年－1 2年－1 3年－1

社 会（地理的分野） 社会（地理） 1年～2年

社 会 社 会（歴史的分野） 社会（歴史） 1年～3年

社 会（公民的分野） 社会（公民） 3年

数 学 数 学 数学 1年－1 2年－1 3年－1

理 科 理 科 理科 1年－1 2年－1 3年－1

外国語 英 語 英語 1年－1 2年－1 3年－1

特別支援学校小学部聴覚障害者用

こくご 一ねん 二ねん 三ねん

ことばのべんきょう (上)･(下) (上)･(下) (上)･(下)

国 語 言語指導 国語 四 年

ことばのれんしゅう

国語 こ と ば の 練 習 五 年 六 年

たのしいおんがく １

音 楽 音 楽 た の し い 音 楽 ２

音 楽 ３ ４ ５ ６

特別支援学校中学部聴覚障害者用

国 語 言 語 国語 言語編 １ 年 ～ ３ 年

特別支援学校小学部知的障害者用

国 語 こ く ご ☆ こ く ご ☆☆ こ く ご ☆☆☆ １年～６年

算 数 さんすう ☆ さんすう ☆☆(1)･(2) さんすう ☆☆☆ １年～６年

音 楽 おんがく ☆ おんがく ☆☆ おんがく ☆☆☆ １年～６年

特別支援学校中学部知的障害者用

国 語 国 語 ☆☆☆☆ １ 年 ～ ３ 年

数 学 数 学 ☆☆☆☆ １ 年 ～ ３ 年

音 楽 音 楽 ☆☆☆☆ １ 年 ～ ３ 年
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